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「論理空間の中にある諸事実、それが世界である」
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　カチカチ……。




　巨大時計の動作機構ムーブメントが大きな音を立てて廻まわる。




　尖頭ゴシックアーチの高い天井てんじょうと長い柱。

　どこまでも続く、黒御影石くろみかげいしと大理石の白黒チェッカー床。

　巨大な空間で、小さな少女が、不釣り合いなほど大きな椅子いすに深く腰掛けている。




　カチカチ……。




　少女の目の前にあるのは天球儀てんきゅうぎ。

　真鍮しんちゅうで作られた重く光る金色のそれは、少女の目線ほどの高さがあった。

　中心には地球を思わせる青い球体があり、その周りをいくつものリングが複雑に取り囲んでいる。

　リングには数え切れないほどの数字と文字、そして十二星座が描かれている。

　これらは天球上の星の配置を決定するものであり、望遠鏡が発明される遙はるか以前、長きにわたり占星術者や天文学者にとって最も重要な道具であったという。




　少女がその天球に手をかざす。

　天球儀にふわりと星々が生まれ、リングに描かれた星座達は狂った様に踊り始める。




　カチ……。




　時計の音が途切れた。

　針は頂点で止まる。

　頂点の文字は13。

　当然、実在しない時刻。




「百数十年ぶりになりますかね？　すべての大メジャーアルカナの守護アルカナがそろおうとしているのは？　ネテスハイム公」




　巨大時計から声がする。

　それは威厳に満ちあふれた老人のもの。

　天球儀を回していた少女がその声に応こたえる。

「そんな昔ではありませんでしょう。ヴァイスハウプト公はお忘れか？　第二次世界大戦を引き起こしたドイツの若造の事を？」

　ネテスハイム公と呼ばれた少女。

　その声の奇妙さたるや。

　彼女から発された声は、少女の容貌ようぼうから似ても似つかない、それこそ百を数える老婆ろうばのごときものであった。

　この光景を見る者があれば、吹き替えの映像でも見ているかの様な錯覚におちいったかもしれない。

「あぁ、第三帝国を騙かたったペテン師ですか。あの時代、あまりに多くの守護アルカナが生まれ、そして失われた。

　だからでしょうか？　すべての手札がそろったという感覚がありませんでしたよ」




　カチ……。




「あれは誰だれの差し金だったのかしら」

　澄んだ金属片の音が響いた後、巨大時計の声色こわいろが変わる。時計の針は10を指している。

　その声は気品があふれる老婆のものであった。

「その言い方、まるで十三血流じゅうさんけつりゅうが関与している様な言い方ですわね。パスカリ公」

「世界大戦を引き起こした独裁者。

　あの様に何も持たざる者が、ワーグナーのごとき演劇政治で大衆を陶酔とうすいさせ、そして世界を大いに混乱させたのです。

　その様な事に十三血流が関与していないと考える方がおかしい。

　この『姿無き十三人評議会』に参加する方々すべてがそうお考えでしょう」

　カチ……カチ……。

　時計の針がめまぐるしく指す場所を変える。

　そのたびに声の主あるじが変わっていく。

　時に老人、時に若者、時に女性、さらに子供とおぼしき声までも混ざる。

　声の年齢や性別は様々であったが、それでも共通して気品があり、会話の内容からも、それぞれが高い地位の人間である事がうかがえる。

　少女はそれらの『声』と『老婆』の声で会話していく。

　だとするならば、少女がそうである様に、時計から響く数々の声の主もまた、姿と声が一致するものではないのかもしれない。

『姿無き十三人評議会』と称された、この奇妙な評議会は続く。

　時計の針が動くたびに、魔術機械特有の透明な金属音が響く。

　これもまた、望遠鏡に対しての天球儀がそうであるように、古来から通信機器がない時代に、遠く離れた者達が会話するために作られたものである。

　ただし、天球儀とは違い、表の歴史に記述はされていない。歴史の裏側のみで知られた道具ではあるが。

「地上でも、そして地下の天球儀アーミラリースフィアでも、数え切れないほどの人間が死にました。

　世界があれほど動いたからこそ、地下の天球儀アーミラリースフィアで多くの守護アルカナが生まれた。

　ディー公はそうおっしゃりたいのでしょう？」

　少女は時計の文字に問いかける。




　カチ……。




　ふたたび針は頂点の13文字に戻る。

　ヴァイスハウプト公と呼ばれている数字だ。

「この世界は、天球儀アーミラリースフィアゲームの歴史と鏡合わせだと言っても過言ではない」

　少女は、憮然ぶぜんとしてため息をついた。

「地上で失われた人の命と、天球儀アーミラリースフィアで失われた守護アルカナの数は比較にはならないでしょう」

「何を笑止なことをおっしゃりますか。

　我々が所有する守護アルカナと地上の人々の命が同じ価値であるわけがない、ましてやそれが大メジャーアルカナであるのならばなおさらでしょう」

　少女の表情がさらに悲しみで曇る。

　だが、少女の変化など気がつかない13の文字はそのまま言葉を続ける。

「世界大戦時、とてつもない数の守護アルカナの名が天球儀アーミラリースフィアゲームに連なった。

　後にも先にもあれほど豪華な戦いの時代はないでしょう。

　あまりの速度で生まれては消えていったので、私自身、すべての大メジャーアルカナがそろった時期があった事を失念しておりました」

「たしかに、大札メジャーアルカナがそろったのは、あの大戦のほんの一瞬でした」

「それが再びそろおうとしている。そうでしょうネテスハイム公」

　少女は、13の文字を見つめ、ゆっくりと力強く答える。

「それはどうでしょう。私が見る限り、あの大戦の様な予兆はありません。世界は平和そのものです」

　時計の針は動かない。

　13と少女の対決。

　13のヴァイスハウプトとネテスハイムの少女の会話を、他ほかの数字は静かに聞いているのだろう。

「ネテスハイム公の言う通り、地上の世界は平和そのものでしょうな。

　ですが地下の天球儀アーミラリースフィアはどうでしょうか？　予兆に満ちあふれているではありませぬか。まるで世界大戦前夜の様です」

「一枚を残して、すべての大メジャーアルカナがそろおうとしている。

　それをヴァイスハウプト公が予兆と考えるのであれば、そうとも言えるでしょう。

　あくまでも、ヴァイスハウプト公の中ではの話ではありますが」

「いえいえ、問題は最後の一枚なのですよ。

　最後の一枚、NXIVの大アルカナが、少々特別な意味を持つ大メジャーアルカナである事は、ここに集う十三血流すべての当主が良よく存じあげているでしょう」

「もし、あれがあらわれるのであれば、ゲームは荒れるでしょう？　違いますかな？　ネテスハイム公」

　少女は眉間みけんに皺しわを寄せた。

「不死者アデプトの出現という意味でしょうか」

「無論。ここに集まる十三血流。

　トリスメギストス家。

　ゾシモス家。

　藍らん家。

　フラメル家。

　ローゼンクロイツ家。

　ネテスハイム家。

　ホーエンハイム家。

　ベザレル家。

　ディー家。

　ケリー家。

　パスカリ家。

　カリオストロ家。

　そして、我がヴァイスハウプト血流。

　すべての共通認識でしょう」

「たしかに、他の十三血流の方々が思う様に、『節制テンペランス』を司つかさどるカードは不死者アデプトを生み出す可能性を秘めていましょう」

「さよう。『節制テンペランス』は特別。

　ネテスハイムの血から、その可能性を持つ守護アルカナが生まれる。

　我がヴァイスハウプト家とネテスハイム公以外の十一血流もさきほどから無言ではありますが。当然、それを注視しておられるのでしょう」

「だが、あくまでもネテスハイム血流からNXIVナンバー14が生まれる予兆の星が出ただけでしかありません。

　その守護アルカナが達人アデプトになると決まったわけではありませぬ」

「不死は、我々十三血流にとっても貴重な能力。

　ネテスハイム公も必ず成就させましょう」

　13の文字はいかにも愉快そうに声を弾はずませる。

「だ　か　ら　こ　そ。私と貴方以外の十一の血流の言葉も少なめなのでしょう」

「そのお言葉、端的にどういう意味でしょうか？」

「そのままの意味ですよ。ネテスハイム公」

　少女は唇をかみしめたが、ふと身体からだの力を抜き、そして軽く笑った。

「物騒な事はなしにして頂きたいですな。

　我がネテスハイムは血を好まぬ家柄故ゆえ」

「ご冗談を、血とは、流すものであるか、残すもの。そのどちらかでしかない。

　それが分からぬ十三血流などおりますまい」

「恐ろしい話です。それが十三血流の流儀となるのならば」

「そうやって長きにわたり我々はやってきた。

　みずからの血を全力で守り、そして不都合な血は大地に撒まいた。

　それが世界を動かす者の流儀」

「あなた方は、ネテスハイムの娘を殺すとおっしゃるのか？」

「それぞれの血流にとって、その血が不都合であれば、あるいは」

「なるほど、ですが、そもそも先代のNXIVナンバー14、『節制テンペランス』は行方ゆくえ知れずなだけではありませんか？　もしかしたらいまだに生きているかもしれませぬ。

　だとしたら無益に血を流す理由もなくなるでしょう」

「行方知れずなど、天球儀アーミラリースフィアの箱で、魂が時空に取り残されているだけでしょう。

　だが、そのさまよえる魂も消滅する。

　だからこそ、新しき『節制テンペランス』の予兆なのですよ」

　しばしの沈黙。

　13の文字と少女はただ対峙たいじするだけであった。

　すると、時計の針がふたたびめまぐるしく変わる。

「くくく、どちらにしても次の天球儀アーミラリースフィアゲームが楽しみですなぁ」

「我がベザレル家も今回は大いに楽しませて頂きます」

「皆様の手札がどの様になっているか、楽しみですわね」

「大きく天球儀アーミラリースフィアゲームが動くのであれば、世界もまた大きく動くでしょうからね」

「そのために我々十三血流は数千年もこのゲームをしているのだ」

　ネテスハイム公と呼ばれる少女はただ時計台の文字達を睨にらみ付つけていた。

「さて、そろそろ時間だが、よろしいかな？　血流の諸君」

「ヴァイスハウプトの血において、第１９８６５２回十三人評議会の終会を宣言する」





　カチ……カチカチカチカチカチ………………。






　魔術機械特有の機械音を響かせながら、時計台の針が何周も逆回転した後、静止。

　最後に大きな鐘の音を鳴らした。

　針の先にあるのは、あの奇妙な13の文字ではなく、普通の時計と同じく12の文字であった。




　カチ……カチ……カチ……。




　時計は再び、一定のリズムで時を刻んだ。

　それは、普通の機械仕掛けの金属音であった。




「まだ血が足りないとでも言うのか。あの化物どもが」

「お言葉ですが、ネテスハイム公」

　どこまでも続く白黒チェッカー床の巨大な空間、先ほどまで、その空間には少女の姿しかなかった。

　だが、ほんのわずかな間、それこそまばたきとまばたきの間、その刹那せつなに、少女の傍かたわらにその男は立っていた。

　黒い祭服姿の長身の男。

　瘦軀そうくでありながら、精悍せいかんなイメージを与えるのは、ほんの少し露出した身体が異様に筋張っていたからであろうか。

　その姿はキリスト教の聖職者のそれであるが、彼の首から十字架はかけられていない。

「『節制テンペランス』のカードがあらわれたのは十三血流が生まれてから六回程度、そのすべてが達人アデプトになったわけでもありません。

　だとしたら、十三人評議会の大部分が不死者アデプトなどではなく、普通の人間でしょう。

　あやつらからみたらネテスハイム公の方がはるかに──」

　少女が男の言葉を遮さえぎる様に強い口調で告げる。

「ネテスハイム公という呼び名はやめろ。

　ここは日本だ。ワシの事は雨宮あまみや透華とうかと呼べっッ、げふァ、げふぉ」

「これは失礼しました雨宮会長……、いえ学園都市ネテスハイム理事長雨宮透華様」

「うー、ババァ声出すと喉のどに負担が大きいわ。何度か咳せき込こみそうになった。げふんげふん」

　透華と呼ばれた少女の声が、姿通りのあどけないものになっている。

「術式を使ってお声を出せば良いのでは？　私としてはいちいち声色を器用に変える透華様が不思議でなりません」

「まぁ、あの掠かすれ声の方が年相応じゃからな。そろそろ慣れておかなければならんのじゃよ。言ってみればリハビリじゃな」

「リハビリ？」

「ああ、そうじゃな。リハビリじゃ」

　透華は再び頭上の時計を見つめる。針は機械音と共に規則的に時を刻むだけだった。

「あの化物ども同様、我がネテスハイム家は世界を動かす力がある。

　だからこそ、ネテスハイム内部もおそろしい。

　この家は、毒虫が毒虫を喰くらう様に、血族が血族を殺してきた」

「まるで、蠱毒こどくですね」

「蠱毒？　あぁ、毒虫を壺に入れて最後の一匹が残るまで殺し合わせる呪術じゃな。なるほど良い例えじゃな。

　蠱毒か、たしかに、ネテスハイムのみならず、他の十二血流も似たり寄ったり、殺しも殺したりで数百年。我々の手は血でまみれている。いくらワシがきれい事を言おうが、その事実は変わらない。

　ヴァイスハウプトのヤツが言う様に、我々にとって血は、流すべきものか、残すものでしかない」

「それもまた人の性さがといえるでしょう」

「人の性か。だとして、新世界秩序などと称して天球儀アーミラリースフィアで世界そのものの命運を弄もてあそぶ力があるものを、普通の人間とは言わぬ。

　その様なモノは化物じゃよ」

「だとしたら、雨宮理事長もまた……」

　男は手で隠しながら口元をゆがませる。

「その自覚はある。ワシは奴やつらと同類じゃ」

「いいえ、わたくしが言いたいのは、理事長が人知を超えたお方という意味においてですよ」

「ふん、貴様が言うとは、何かの冗談か？　神氏しんし」

「不死は『節制テンペランス』だけのものではない。

　私が知る限り、不死に近い固有能力ユニークスキルを持つ守護アルカナが他にもある。たとえば──」

　透華が神氏と呼ばれた男を見つめる。

「なるほど、これは手厳しい」

「貴様が何であるかは、ワシは知らん。

　分かる事と言えば、この百年以上、貴様がワシに協力的であったという事と、その百年おぬしとわしはほぼ外見が変わらん事じゃな」

「私はネテスハイム家に仕える身ですから」

　透華は笑う。

「協力的なのは、互いにネテスハイムに仕える身であるからか。

　なるほど、だがそれと外見は関係ない話じゃな」

「忠誠心がそうさせるのでしょう」

「忠誠は身体すら衰えさせないというのか。バカバカしい」

　少女は目の前の天球儀をふたたび回転させた。

　ただ無造作に。

　すると天球儀は神秘的な光など一切いっさいなく、ただ鉄が軋きしむ音をさせてせわしなく廻った。

「天球儀アーミラリースフィアが意志を示し、『節制テンペランス』を司るNXIVナンバー14カードが誕生した。

　天が意志を示した以上、天球儀アーミラリースフィアは必ずその意志に反応する」

「数日以内に大聖堂セフィラ・ダアトの天球儀アーミラリースフィアの『門』が開く、神氏。用意しておけ」

「御意ぎょいに、天に神の声があれば、太古より人々はそれを聴こうとします。

　同じ様に地に人の祈りあれば、神はその祈りを聴こうとします」

「そうじゃな。それが正しき祈りであろうと、邪悪な祈りであろうとも、神は人の祈りを形にする。

　それがこれまでの世界のあり方であったし、これからの世界のあり方でもある。

　世界はいつでも新しい秩序を欲しておる」

「血という贄にえによって」

「血の贄か。

　あやつら、羽玖はくを殺すと言ってきおった」

「雨宮羽玖様ご自身はどうなされるでしょうか。あの方が殺し合いなどという手段で秩序をのぞむとは思えませぬが」

「そうじゃな」

「だからこそのあやつなのでしょう？　透華様」

　神氏の問いに答えず、透華は無言で再び時計を見上げている。

　神氏はそのまま続ける。

「あやつであれば雨宮羽玖様の優しい心をくみ取る事も出来ましょう」

「逆説的な言い方じゃな」

「そうでしょうか？　もっとも残酷で冷酷である存在だからこそ、お優しい羽玖様の博愛的な願いを合理的に叶かなえる事が出来るのでしょう」

「皮肉か？　貴様らしくもない」

「いいえ、わたくしは事実しか申しません」

「ふん。事実か皮肉か分からんが、彼奴きゃつを使うしかあるまいて」

「でしょうね。あれは、我がネテスハイムの切り札ですからね」

「ネテスハイムの切り札か……」

　少女は時計台から背を向け、ゆっくりと歩き出す。

「さてと、理事長室に戻るか」

　少女が歩く先に、扉があらわれる。

「化物どものゲームが始まるのじゃからな」
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　古いイングランドの建築様式であるチューダー様式の執務室。

　片眼鏡めがねをつけた透華とうかは、巨大な椅子いすに深々と座りながら、巨大なマホガニーの執務机に手をかけて、重そうなペンをはしらせ書類を処理している。

　ちなみに座面高を変更出来る様な椅子ではないため、極端に足りない透華の座高では、机から少しだけ上半身が出ている様な状態であった。

　ちんまりとしたその姿は不釣り合いにも見えたが、何故なぜかその姿は重厚な部屋に溶け込んでいる様にも見える。

　それは彼女の手慣れた仕草しぐさ故ゆえであろうか。

　透華が新しい書類を手にしたところで、ドアをノックする音が聞こえる。

　透華はそのままノックの主あるじに入るように促す。

　厚く頑丈に作られた扉が開き、制服姿の少年が入って来る。

　少年は軽く会釈えしゃくした後に、執務机に座る透華の前に立つ。

　書類に視線を落としたまま透華が少年に問いかけた。

「ネテスハイム学園都市、第七区画普通科Ｆ高校には慣れたか？」

　少年は小さく頷うなずく。

　一通り仕事に区切りをつけてから、透華は片眼鏡を外す。

　そしてじっと少年の顔を見た。
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「少しは、柔らかくなったか？」

　少年は苦笑した。

「ええ、おかげさまで。

　この学園の生徒として迎え入れられた事に少々戸惑っておりましたが」

「おぬしも少しは平均的な高校生の日常というものを経験しても良よかろう」

「そうですね。少しはボクもこの街に馴染なじんでいるでしょうか？」

「少々悪目立ちであるとの報告は受けている。

　だが、まぁ、普通の人間ならば違和感はないじゃろうな」

「透華さまからみれば、まだまだといった感じでしょうか？」

「ふむ、今、おぬしに襲いかかって、初手が当たる気がせん」

「それは透華さまが、ボクを試す様な殺気を放っていらっしゃるからでしょう」

「ワシは殺気を隠すのが得意でな、普通なら気がつけんはずじゃが」

「だから試す様なと表現したのです」

「なるほど、さすがじゃな。

　本来ならば、お前ほどの人間を第七区画普通科Ｆ高校なんぞに入れん。

　それを何故、あえて入れたか？」

　尋ねる様に透華は言ったが、少年は何も答えない。

「端的に言えば、ワシの手札は少ない。

　少ない手札は隠しておかなければならない。

　でなければ、切り札の意味を成さないのじゃから」

「光栄なお言葉ですが、ネテスハイム社ならば、ボク程度の守護アルカナなどいくらでもいると思いますが」

　重そうなペンを手の甲で回す。

「言い直そう。ネテスハイムではなく、私がだ」

「なるほど、たしかにボクは雨宮あまみやの手札です。ネテスハイム社の手駒てごまではありません」

「ネテスハイムの手駒ではなく、雨宮の手札か。

　なるほど」

　神氏しんしという男は、この少年の事を「ネテスハイムの切り札」と言っていた。だが、少年自身は自分はネテスハイム社の手駒ではなく、あくまでも雨宮の手札であると断言している。

　少女はこの事に何を思ったのであろうか？

　透華が椅子から降りる。木製の厚底靴がコツリと音を立てた。

　コツリ、コツリ、固い靴音を立てて少年に歩み寄る。

「さて、そろそろ本題に入りたい」

　少年は起立したまま聞く。

「雨宮羽玖はく。雨宮の娘を守って欲しい。

　あの、忌いまわしき天球儀アーミラリースフィアゲームから」

「ボクも星の予兆を見ました」

「お前が言う様に星に予兆が出た。

　羽玖はネテスハイム家の唯一の正統後継者、その娘が『節制テンペランス』の固有能力ユニークスキルに目覚めると預言者達は言っている。

　そしてこの予兆を、十三血流じゅうさんけつりゅうすべてが把握している。

『節制テンペランス』は不死を可能にする固有能力ユニークスキル。その力をネテスハイムが持つという事は、他ほかの十三血流にとって都合が良くない」

　少年の周りをゆっくりと歩いていた透華はその背後でぴたりと止まる。

「不死の固有能力ユニークスキルは、一度持ってしまえば、不死故に消し去る事が困難じゃ。

　じゃが、その固有能力ユニークスキルを手にする前であれば、消し去るのも容易。

　彼奴きゃつらはそう考えているのじゃろう」

　背後の透華に少年は答える。

「ボクが見たものはそちらではありません。

　ただの凶星です」

「凶星？」

「はい、王冠の凶星が二つ揺らめいています。

　天に動きあれば、人が作った天もまた動きます。

　天球儀アーミラリースフィアの『門』にあらわれるダンジョンはクレタの迷宮『ダイダロスの館』でしょう」

　少年は執務室の上にある天球儀てんきゅうぎを見つめていた。

「なるほど、そちらの方か、しかし、この時点でそこまで察しているとは、さすがじゃな」

「そのために、ボクはここに呼ばれたと思っていますので」

　少年はきびすを返し、透華の方を向く。

「羽玖様は必ずお守りします」

　透華は自嘲じちょう的に笑う。

「責めぬのだな？」

　少年は透華を見つめたまま何も答えない。

「羽玖を天球儀アーミラリースフィアゲームに参加させなければ、あやつの命を容易に守る事が出来る。

　ワシは『節制テンペランス』が持つ不死の固有能力ユニークスキルが欲しいが故に、あの娘を蠱毒こどくの中に突き落とすのじゃぞ」

　少年は瞬まばたき一つせずに透華の言葉を聞く。

「毒虫が群がる壺の中に、あの娘を！」

　透華が声を荒らげる。

　そんな透華に少年は微笑ほほえむ。

「毒があるのであれば、さらなる猛毒を」

「お前をもってしても過酷な任務となるぞ」

「そのためのボクでしょう」

　少年は一点の曇りもなく言い放つ。

　透華は思わず笑ってしまった。

　さきほどの自嘲的なものとは違い、拍子ひょうし抜けで笑ってしまったのだ。

「なるほど、そのためのおぬしだったな。

　羽玖の存在を十三血流以外、この学園内でも良く思わない勢力がいる」

「ネテスハイム社の中枢も存在するこの学園都市。あらゆる化物が跋扈ばっこしていたとしても不思議ではないでしょう」

「ほぼ間違いなく天球儀アーミラリースフィアゲームのネテスハイムのパーティ内に、ネテスハイム社の他派閥が刺客しかくを紛まぎれ込こませるじゃろう。

　実際、二人ほど反主流派の人間が参加するという情報がすでに入っている」

　透華は再びコツリ、コツリと小さな靴の音を立てて少年のまわりを歩き出す。

「羽玖はあれはあれで強い。守護アルカナの最高位ランカーじゃ。簡単には殺せない。

　だとしたら、スパイのような人間を作り、あえて内部をかき乱すような行為をするかもしれん。

　あるいは、本物の無能を混ぜて現場を混乱させる事も考えられる。

　常套じょうとう手段はやはり、パーティを混乱させる事じゃからな」

「では今回のゲームでは、羽玖様以外のパーティは信用できないと」

「そういう事じゃ。すべてが信用出来ない。そう考えてほしい」

「なるほど、だとしたらボクが適任ですね」

　少年は再び微笑む。

　だが、それは優しさとは真逆のものであった。

「毒には、猛毒を……。彼らはそれを蠱毒の壺の中で思い知るでしょう」




　天球儀アーミラリースフィアゲームと呼ばれる。殺し合いの空間。

　さらに、守護アルカナと呼ばれる存在。随所ずいしょで出てくる『節制テンペランス』という名前。

　それがいかなるものかは、話が進むにつれて徐々に明らかになっていくだろう。

　そして、それと同じ様に、この場で透華が予想した事が恐ろしいほどの再現性を持つ事も。

　ただし、それは少年の微笑みと同じ意味を持つが。
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　ネテスハイム学園都市は、まるで城塞都市の様であった。




「国を支えるのは教育である」という理念から、ネテスハイム社の莫大ばくだいな富で、標高三百メートルをこえる山一つをまるまる削り出し、幾重いくえにも城壁をめぐらせ、長い時をかけて造り上げた。

　城塞都市内の総人口は十万をこえるが、さらに城壁の外、つまり洛外らくがいにも街は広がり、この都市に関かかわるすべての人口を合わせると百万をこえる。

　城壁で隔てられている区画は、第零区画ダアトを中心部に合計八の区画によって構成されており、上空からその姿を見ると巨大な五芒星ごぼうせいの形が水堀に囲まれている。

　攻撃を防ぐかの様に造られたその姿はまるで巨大な堡塁ほうるいの様にも見えるが、この城壁は防御のためのものではない。

　表向きはセキュリティの確保であるが、実際は区画そのものが「階層」というものをわかりやすく表現するために存在していた。

　この五芒星に第零区画ダアトから第六区画までが入る。

　それとは別に一箇所だけ半月堡はんげつほとなっている場所があり、ここが最後の区画である第七区画になる。

　この半月堡は五芒星に対して出島の様な姿をしている。

　実際に城壁もなく開放的な空気を持つため、洛外の人間でも気軽に行き来できる区画となっており、まさにネテスハイム学園都市の出島としての役割を果たしていた。

　中央である第零区画ダアトにはこの区の由来となる大聖堂セフィラ・ダアトがそびえ立っている。

　第一区画は、この学園都市の中枢ともいえる場所で、ネテスハイム本社や学園都市を統括する行政機能トリニティ・カレッジなどが存在している。

　ネテスハイム学園都市では、他ほかの都市とは異なる慣習やルールが多数存在しており、そのため、学園都市には自治警察が存在し、これには国の代理としての警察権までが与えられていた。

　第零区画ダアトを除いた、それぞれの区画内には幼稚舎から大学院までの一通りの教育機関が存在している。

　そのレベルは第一区画を頂点として、第二第三と数が増えるごとに学生レベルは下がっていく。つまり最高ランクが第一区画であり、最低ランクが第七区画となる。

　このレベル判定は現在の我々が知るものとはかなり違う試験制度であるが、この時代において人の能力を測るのにそれなり以上の結果を出していた。

　各区画には教育機関以外にも、学生達や研究者の住居施設、自治警察に消防や病院、さらに日常生活せいかつを満たすだけの商業施設が存在している。

　第一区から第二区画までは、ネテスハイム社の研究機関のみならず、社と提携している国の研究機関や国内外一流企業など数多くの重要機関が集まっていた。

　この区画はセキュリティが非常に高く、城壁の内部に入れるのはごく一部のエリートだけとなっている。

　三区画以後は比較的セキュリティは低めであるが、それでも、多くの大企業や特許を数多く所有するその道では名の知れた中小企業が軒のきを連ねており、こことて誰だれでも気軽に足を踏み入れる事が出来るというわけではない。

　出島となっている第七区画には、自治警察や消防の本部や役所、国内随一といわれる大病院、そしてターミナル駅などの都市機能の中心が集中している。

　さらに駅周辺には商業施設および娯楽施設も充実しており、下手へたな地方都市の繁華街よりもはるかに栄えていた。ネテスハイムにおいて歓楽街と言われるのもこの区画を指す。

　おもしろい事に、山の中程までは、中世ヨーロッパ風のゴシック建築やゴシック・リヴァイヴァル建築に完全に統一されているが、中央から区画が下がるにつれて徐々に景観の統一感を失っていき、第七区画にいたって完全に普通の街並みとなっていた。

　これは計画的にその様な都市開発をしたわけではなく、管理のレベルがそのまま景観にあらわれているからだと言われている。

　山を削り出した構造のため、洛外らくがいの平野からだと、城壁を越えるたびに大地が何層にもせり上がっている様に見える。

　その頂の大聖堂セフィラ・ダアトにはネテスハイム学園都市のシンボルともいえる巨大な時計塔クロック・タワーがそびえ立つ。

　人々が『ネテスハイムの大時計』と呼ぶ、その時計塔クロック・タワーの最上部には美しい彫像が施された天文時計の文字盤が見える。

　文字盤の下部には四つの彫像があり、定刻になるとそれらが動き出し、四つのうち、骸骨の姿をした死神の彫刻が鐘を鳴らす。

　死神が鳴らしている鐘と文字盤上部の窓から十三の聖者があらわれ、鐘の鳴っている間にゆっくりとその姿を見せていく。

　当然これらは十三血流じゅうさんけつりゅうをあらわしているが、その事を知る者は多くない。

『ネテスハイムの大時計』の音はよく響き、死神が時刻を知らせるたびに、洛中から洛外まで街は鐘の音に包まれる。

　それがネテスハイムの日常であった。




　朝七時。その日もいつものように死神が鐘を鳴らす。




　少年はその巨大時計塔を、第七区画から見上げていた。

　彼は、十三の聖者……いや十三血流の始祖を見つめる。




　最初に姿をあらわしたのは、ヘルメス・トリスメギストス。

　トリスメギストス家の始祖といわれているが、真相は明らかではない。

　なぜならば、ヘルメス・トリスメギストスは人ではなく神の名であるからだ。

　古代帝国レムリアの王。文字の神、魔術の神と呼ばれる。

　異世界とこの世を結ぶ、天球儀アーミラリースフィアを完成させた神であり、すべての神秘主義のはじまりを意味する名でもある。




　次に姿をあらわしたのは、ゾシモス。

　ゾシモス家の始祖である。

　四世紀頃ごろの人物で、ヘルメスの技を極きわめたアル・ケミアという人物と出会い、その技を理論体系化したと言われる。

　このアル・ケミアという人物は謎なぞに包まれているが、その奇跡的な術の数々からヘルメス神の分身であったと伝えられている。アル・ケミアの名はその技を体系化した学問、錬金術アルケミアとして今も残っている。




　次に姿をあらわしたのは、藍らん采和さいか。

　藍家の始祖である。

　中国八仙の一人ともされ、仙道を極め、不老不死その他あらゆる人知を超えた技を持っていたとされている。十三血流ではヘルメスと並び「人を超えた存在」として扱われる。

　藍采和は異世界の先でヘルメス神と出会い、その道を天球儀アーミラリースフィアという『門』の形で残したと言われている。




　次に姿をあらわしたのは、ニコラ・フラメル。

　フラメル家の始祖である。

　14世紀の人物で、ヘルメス神が地上から消えてから千五百年、世界に霧散していたその力を、カバラと呼ばれる秘術によって『22の力』として人が扱える形へと具現化した。

　これは神の力を有する事を意味し、天球儀アーミラリースフィアによって結ばれた異世界での高確率な生存を約束する事となる。




　次に姿をあらわしたのは、クリスティアン・ローゼンクロイツ。

　ローゼンクロイツ家の始祖である。

　14世紀の薔薇十字団の創立者として有名であるが、十三血流内では、人間の手により初めて天球儀アーミラリースフィアを作り出した人物として知られている。

　予言により、彼の死後『節制テンペランス』がローゼンクロイツ一族にもたらされ、再びこの地上に蘇よみがえると彼は信じ、その地中墓の天井てんじょうに「我はPost１２０年後にCXX開顕されるであろうANNOS PATEBO」と彫らせた。

　事実、18世紀のヨーロッパを動乱の中で暗躍したサンジェルマン伯爵こそが、かのクリスティアン・ローゼンクロイツその人であったと言われている。




　次に姿をあらわしたのは、ハインリヒ・コルネリウス・アグリッパ・フォン・ネテスハイム。

　そう、この学園都市の支配者ネテスハイム家の始祖にあたる。

　アグリッパは中世ドイツを代表する有名な魔術師であり、その師は大修道院長ヨハンネス・トリテミウス。

　この師の元には同門の天才魔術師がおり、それがかの有名なパラケルススである。

　アグリッパは天球儀アーミラリースフィア研究の中でカバラの秘術との関連性を発見し、四大元素から理論的に56の力を取り出す事が可能だと予言した。

　彼は魔術的カバラの秘術の理論をほぼ完成させたが、「56の力」を取り出す事なく、研究半ばで死去する事になる。




　次に姿をあらわしたのは、テオフラストゥス・フォン・ホーエンハイム。

　ホーエンハイム家の始祖である。

　テオフラストゥス・フォン・ホーエンハイムの別名は「パラケルスス」。

　パラケルススは16世紀のスイスの魔術師で、医師、化学者、錬金術師としても有名である。

　アグリッパと同じ師を持ち、同じくして天球儀アーミラリースフィア研究に着手していたパラケルススは、アグリッパの死後、彼が予言した通りに四大元素から56の力を取り出す事に成功した。

『フラメルの22の力』に対してこの力は『アグリッパ=パラケルススの56の力』と呼ばれ、天球儀アーミラリースフィアゲームにおいてもっとも重要な能力。守護アルカナという概念を生む事になる。




　次に姿をあらわしたのは、イェフダ・レーヴ・ベン・ベザレル。

　ベザレルの始祖である。

　ゴーレムを自在に動かしたという逸話が有名なプラハの魔術師である。

　事実、彼は多くのゴーレムを使い、プラハの地中に巨大な天球儀アーミラリースフィアを建設した。




　次に姿をあらわしたのは、ジョン・ディー。

　ディー家の始祖である。

　究極の魔道書であるネクロノミコンを英訳した事で知られる魔術博士。

　この魔術博士は召還魔法にこだわり、その流れから魔道書ネクロノミコンや天球儀アーミラリースフィアに行き着いたと言われる。

　彼は魔術師であるケリーと共にイギリスの地に天球儀アーミラリースフィアを人工的に作り上げた。

　彼がケリーと共に作り上げたエノク魔術大系は、その後の「新世界秩序」という思想に大きく関わる事になる。




　次に姿をあらわしたのは、エドワード・ケリー。

　ケリー家の始祖である。

　ジョン・ディーのパートナーであった魔術師。

　魔術師であるというよりは研究者の立ち位置であったディーにとっては、巨大な魔力を持っていたケリーの存在は不可欠であった。

　とくに召喚能力にすぐれ、天球儀アーミラリースフィア無しでも異世界との道を開く事が出来たと伝えられている。




　次に姿をあらわしたのは、マルティネス･ド･パスカリ。

　パスカリ家の始祖である。




　次に姿をあらわしたのは、アレッサンドロ・ディ・カリオストロ。

　カリオストロ家の始祖にあたる。




　末席で姿をあらわしたのは、アダム・ヴァイスハウプト。

　言わずと知れたヴァイスハウプト家の始祖にあたる。

　彼は秘密結社イルミナティの創始者であり、十三血流の中ではもっとも若き血流にあたるが、ヴァイスハウプト家は、みずからの血統がピタゴラスから続くものであると主張している。




　これら、パスカリ、カリオストロ、ヴァイスハウプト、の三家とローゼンクロイツの復活した姿だと言われているサンジェルマンを含め、それぞれが18世紀に暗躍した魔術秘密結社の首領である。

　実際、天球儀アーミラリースフィアゲームと名称をつけて新世界秩序を作り上げようとしたのは、ヴァイスハウプト家、パスカリ家、カリオストロ家、そしてローゼンクロイツ家の四家であり、これらの血流が世界の動乱をより巨大化していく事になった。




　十三血流の始祖達が時計台の上で行進する。

　その姿を少年は見つめる。




　第七区画から大聖堂セフィラ・ダアトまではかなりの距離があり、常人が肉眼でそれらをとらえる事は不可能であったが、彼にはその一つ一つの血流の姿がはっきりと見えている様であった。

　彼はすべての彫刻が姿を消したのを確認して歩き出す。

　少年が向かう先には第七区画普通科Ｆ高校の正門があった。

　それは雨宮あまみや透華とうかが理事長室で少年と話していた例の学園だ。

　彼の名前は皇すめらぎ悠真はるま。

　先ほどの鋭い眼光はどこへやら、門をくぐった彼の表情は柔らかく、ごく普通の温和な高校生にしか見えない。

　区画の中でもっともランクが下の教育機関であるという意味の『Ｆ』の表記、当然最終区である第七区画の中でも最もレベルが低いこの学園は、ネテスハイム学園の序列の中で最下位となる。

　それでもネテスハイム社直下であり、通う生徒の親達はネテスハイム社下の関連会社に勤めている。

　当然、洛内に位置する第七区画普通科Ｆ高校も社の恩恵にあずかれるわけであるから、洛外の普通高校に比べればレベルは数段高い。

　あくまでも、この社が造った学園都市で最下位という意味でしかない。

　まだ四月も半ば、皇がこの学園の門をくぐった数は両手で十分足りる。

　皇は散る桜を横目に自分の教室に入っていった。







「おー、噂うわさをすればなんとやらだよー。皇くーん」

　一年Ｆ組のドアを開けた瞬間、人なつっこい声を出して一人の少女が駆け寄る。

　いかにも寡黙かもくが似合いそうなうるわしき美少女であるのだが、その見た目とは違い、非常に明るくノリが良よく友人も多い。

「小鳥遊たかなし歌乃かのさん、今日も元気だねぇ」

「そんなー、他人行儀で呼ばないでよー。カノちゃんって言ってほしいなぁ」

　皇が自分の席に座ると、歌乃は振り返り皇の机に肘をつく。

「今ねー。止水しすいと話してたんだよー。皇くんがすげぇーって話」

　歌乃がそう言うと、斜め前の席の男子生徒を指さす。彼はヘラヘラと笑う。

　彼の名は昕門あさかど止水。

　新学期早々にクラスではいわゆる陰キャラと認定されたらしく、それがショックだったのか、人との会話にはとりあえず曖昧あいまいな笑顔で応こたえるのが癖くせになりつつある様だ。

　小鳥遊歌乃とは昔からの仲なのか、彼女とは比較的普通にコミュニケーションを取っているらしい。

　なのだが、実際のところ歌乃のコミュニケーション能力の高さで、なんとか止水は会話を成り立たせられているというのが本当のところではないだろうか？

「皇くんってばさー。この学園都市の入試で十位内の成績だったんでしょ？　それなのにこのネテスハイム最底辺の学校来たんでしょー。すげぇなぁ。って私は思うんだなぁ」

「そう言われているね。でも学力試験は試験科目の一つでしかないからね」

「でもでも、体育の成績だってダントツなんでしょ？　身体能力が半端はんぱないって聞いたよー」

「たぶんＧＡＴＣ試験がダメだったんだろうね」

「あ、それあれだ。なんかの頭文字から取ってるヤツだ。遺伝的適正者かどうかで人を判断するんでしょー。あれってあからさまな差別だよねぇ」

「どうかな？　世間では完全に『差別』ではなく『区別』と認識されているんじゃない？

　リベラル優生学とか言われているけど、今やＧＡＴＣ試験は完全に社会的に認められた存在だよ」

　ＧＡＴＣとは遺伝子であるＤＮＡの四つの基本塩基である、グアニンのＧ、アデニンのＡ、チミンのＴ、シトシンのＣ、の頭文字である。

「でもさ。歌乃の双子の詩乃しのはここより上の区画なんでしょ？

　二人は一卵性双生児なんだから、ＧＡＴＣ適正だけで学園側は人を判断してないよ」

　止水が歌乃に茶々を入れる。

　止水の話しぶりだと歌乃には双子の姉妹しまいがいる様だ。

「うっさいなー。止水ぃ。この超人みたいな皇くんが第七区画普通科Ｆ高校ななえふこーなんだから、やっぱり遺伝的差別はあるんだよ！　絶対、私がバカだからここにいるわけじゃない！　妹の詩乃が頭がいいわけじゃない！　だいたいアレだよ。学力と体育の成績が壊滅的なのは止水のほうじゃん。学園都市最下位だって聞いたよ？　この学校だってギリギリで入れたってさ！」
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「ボクは歌乃が下から二番目だと聞いているよ」

「そっか、だったら止水と私はライバルだなぁ。もうこれは殺し合いの勝負しかないね！」

「なんでそういう殺伐とした事しか言わないかなぁ」

　学園最下位と下から二番目。

　かなり低レベルの争いをする歌乃と止水のやり取りを、皇は微笑ほほえましく見守っていた。







　この学園都市の序列は、学力試験や身体能力だけでつけられていない。

　むしろ、ＧＡＴＣ試験、つまり遺伝子操作ゲノムデザインの優劣によって、学園の序列をつけられている。

　この時代、遺伝子操作出産デザイナーベビーが認められていた。

　遺伝子操作出産デザイナーベビーとは、子供の能力をあたかもデザインするかのようにゲノムを操作する技術である。

　より美しく、より賢く、より強く、多くの親が我が子に他よりもすぐれた能力をのぞむ。それはごく自然な事であるかもしれない。

　だが多くの親がそれをのぞむのであれば、遺伝子操作出産デザイナーベビーの中でさらなる優劣が出てくる。

　より精度の高い遺伝子操作ゲノムデザインで作られた子供は、よりすぐれた能力を持つ。

　その精度を決めるのは、当然金の力となる。

　富をうずたかく積んだものが、よりよき遺伝子を手に入れる。つまり遺伝子操作出産デザイナーベビーの優劣は親の財力に左右される。

　富んだものはすぐれた子孫を残す。なんとかそこに食らいつこうとする中産階級ができる限りの金を使い、資産を使い果たし、すぐれた我が子を授さずかろうとする。

　貧しいものはそもそも遺伝子操作ゲノムデザインする事すら出来ない。だから運試しの気まぐれな遺伝子のルーレットで我が子の能力値が定められてしまう。

　当然、この様な子供が遺伝子操作出産デザイナーベビーなどに太刀打たちうちする事は出来ない。

　比喩ひゆなどではなく、事実としてこの世界では格差は遺伝するのである。

　ネテスハイム学園は遺伝子操作出産デザイナーベビーが確立されたかなり初期からこの事実を受け入れ、ＧＡＴＣとよばれる試験を独自に開発し、そして運用した。

　当初は『ＧＡＴＣ試験は優生学的な差別である』という批判も多く、世間はこの試験に否定ひてい的であった。

　だが、十年二十年と実際に運用されていくにつれて、ＧＡＴＣ試験の有効性が社会的に実証されていく。

　遺伝的適応性が優位な者は、社会的にも優位にたつ。

　遺伝的適応性がすぐれた者は、社会的にもすぐれた成果を残す。

　逆に遺伝的適応性が劣等な者は、結果からみても社会的劣等者である。

　徐々にその様な事実が人々の実感となっていった。

　それが社会的に受け入れられるにつれて、他のあらゆる機関、学校のみならず企業、はては公的機関に至るまで、それまで否定的であったハズのＧＡＴＣ試験を取り入れていった。

　当然表向きは、人の能力は遺伝的適応性の優劣だけで決めて良いものではない。どこの機関であろうと、それまで同様に学力試験や身体能力なども併用して判断する、という名目にはなっているが、ＧＡＴＣ試験が普及するにつれて、これらは前時代的試験という認識が広がっていき、一部では完全に形骸化けいがいかしたものと化していた。

　皮肉にも、ＧＡＴＣを開発したネテスハイムが、いまではもっとも学力試験と身体能力などの前時代的な試験を重視すると揶揄やゆされるぐらいの逆転現象が起きていた。

　今や『産まれ』で人の一生の価値を測る事に社会はなんら抵抗がなくなっていた。







「遺伝子差別じゃないんだったらー。成績優秀者の皇くんがなんでこんな場所にいるんだよー」

　歌乃の疑問に対して止水が訳知り顔で答えはじめた。

「ボクが聞いた噂だと、この学園上層部には遺伝子適正至上主義みたいな人達が沢山いて、彼らにとっては皇くんみたいに雑種にもかかわらず優秀な生徒は、その秩序を崩すから第七区画普通科Ｆ高校ななえふこーみたいな僻地へきちに幽閉するとか聞いたけど」

　皇は笑って否定する。

「いや、面接の時に、あまり中央の区画には興味がないって言ったのはボク自身だし。さすがに幽閉とかはないと思うよ」

「すごいね！　そんな事を皇くんは言ったんだ。やっぱり人は遺伝なんかじゃないっ！　俺おれ達はちゃんとやれてるんだぞ！　って私達みたいな底辺の人間たちの思いを代弁してるんだね！」

「そんな大それた事は考えてないよ。ただ中央は息苦しいからね」

　区画が中央に上がれば上がるほど、能力のみならず、家の財力が変わってくる。

　当然、そこにいるのは高額な金で作られた遺伝子操作出産デザイナーベビーの家族であり、その暮らしは一般社会とはかけ離れている。

　イメージするのであれば、近世におけるヨーロッパの貴族階級が適切であろう。その様な人間が住んでいる地区が中央なのである。

　皇がいくら能力が高いと言っても、その様な世界で暮らすのに息苦しさを感じてもおかしくはないのかもしれない。

　実際、第七区の中でもっとも高いランクの第七区画普通科Ａ高校には、上の区画よりもレベルが高い生徒が集まるとも言われている。

　高区画の息苦しさというのは案外いろいろな人間が感じているらしく、皇みたいな考えの人間も少なからずいるらしい。

　だが当然、皇の場合、それは表向きの理由でしかない。

「しかし、私達みたいな一般人からすると遺伝子操作出産デザイナーベビーって、ほぼチートだよねぇ」

「歌乃さんは普通に生まれたの？」

「うん、私も止水も適当に親から生まれた系だよ。だから城壁内にいるだけでもすごいんだけどねぇ。雑種も雑種だもん。皇くんは？」

「同じだよ」

　笑顔で答えた後に、皇から表情が消え冷たい声を発した。

「快楽の代償として産まれた人間が遺伝子操作出産デザイナーベビーなわけがない」

『快楽の代償として産まれた』。この言葉が持つ意味は一つしかない。

　不用意な妊娠。不倫や駆け落ち、いろいろな形はあるが、決して祝福された生では無かったのだろう。

　皇にとって産まれは呪のろいの様なものなのかもしれない。

　そんな些細ささいな変化など気がつかない歌乃がはしゃいでたたみかける。

「やっぱり時代は雑種だよ。犬とか猫も純血種よりも雑種の方が長生きするんだよ！」

「たしかに、遺伝子で人の価値は決まるものじゃない。ましてや守護アルカナやランクなんかで……」

「しゅごあるかなやランク？」

　皇は思わず自分の口をふさぐ。

　我ながら不用意すぎる発言だった。

　ちょっとした声のトーンの変化すら気がつかない様な相手で気がゆるんでいたのかもしれない。この件に関しては部外者が少しの情報でも知るのは危険だ。

「あ、いや、なんでもない。ごめん、今の聞かなかったことにしてくれないかな？」

「いやいや、むしろ気になるよー。何、その守護アルカナってばさ？　この学園の都市伝説に出てくる言葉じゃん」

「都市伝説？」

「皇くんは知らない？」

　知らないも何もない。皇はその都市伝説に深く関わってきたのだ。

　沈黙する皇に対して歌乃は「知らない」と判断したのか。上半身を机に乗り上げて耳元で囁ささやく。

「実はさぁ。この学園、表向きは学業のために集められた生徒ということになっているけど、夜な夜な開催されるデスゲームに出るために集められたって噂があるんだよぉ。

　ＧＡＴＣ試験というのも、実は遺伝子というよりも、その人が持っている潜在能力を測るためのものなんだってさぁ」

　歌乃はそれを噂と言ったが、かなり事実に近いと言えた。

　ＧＡＴＣ試験は遺伝子だけでなく、人が持つ特殊な特性も浮き彫りにした。

　これは『糸』や『因果』などと言われ、守護アルカナと人をつなげる重要な鍵かぎとなっている。

「区画が分けられているのも、その潜在能力ごとに生徒が集められているからなわけよ」

「ああ、そうだね。歌乃の言う通りだ。

　第七区の学生なんて適正がないからほとんどの人間が知らないけど、高レベルの区画の生徒たちはその事実を知っている。だから勉強とかスポーツだけじゃなくてアビリティとかいう独特な能力を磨き、ランクを上げているんだ」

　歌乃のみならず止水も知っているらしく、その話に乗ってきた。

「アビリティが無い人間を『遺伝的ゼロ級適正者』って言うらしい。

　この第七区の人間を指して上位区画の人間がそんな風に言っているとか」

　さすがにこれ以上こんな場所でその話をされるのは困る。

「その話、歌乃さんは誰から聞いたの？」

「うん？　止水かな？」

　それを聞いた皇が止水の事を見つめると、何故なぜか目を伏せる。

「止水くんはなんで知ったの？」

「え？　な、なんかインターネットとかで調べてたら、そんな話が出てきたってだけだよ」

「止水くん、今後あまりその話はしない方がいいと思う」

「な、なんでだよ？　名前だって知ってるんだぞ。天球儀アーミラリースフィアゲームって言うんだ！　い、意味は知らないけど」

　目を逸そらしながら、それでも精一杯に不満だという感情をあらわしている。

「深い意味はないのだけど、やっぱり良い噂ではないからね」

　あまり刺激しても仕方がないので止水にはやんわりと忠告しておくのにとどめる。

　だが、その態度が止水のかんに障ったらしく、彼はさらにまくし立てる様にネットで知った知識をひけらかす。

「世界には78種類の守護アルカナというのがあって、そのカードが持つ特殊能力を使う能力者がいるんだ。ネテスハイムは世界財閥の一つだけど、これは世界的な影響力を持つ力の一つにすぎないんだ。

　世界にはこの他に十二の力、ネテスハイムも入れて十三血流という権力者がいて、こいつらが、守護アルカナを使ってゲーム内で戦わせるんだ！」

「そんな陰謀論めいた事を言っているとおかしな人だと思われるよ。だいたいなんでそんなゲームをするんだい？」

「代理戦争だよ。十三血流という世界を裏で操あやつる連中は、このゲームを現実の戦争の代用として使っているんだ！」

「そんな妄想めいた」

「妄想なんかじゃない！　皇くんこそ、何か知ってるんじゃないの！

　だって守護アルカナとかランクとか、なんか知ってる素振そぶりじゃないか！」

　止水が皇を睨にらむ。

　陰キャラと言われる止水がこんな強い意思表示をする事に皇は若干驚いたが、だが、そういうものなのかもしれない。

　普段はおとなしい人間だが一度スイッチが入ると止まらない。否いな、感情の制御がうまく出来ていないからこそ、普段は極端に喋しゃべらずにおとなしく見えるにすぎない。だから一度感情が高まったら止まる事はない。

　彼が言う事を否定するのは逆効果だと思われた。

　それを聞いていた歌乃が大声を出す。

「あー、そうかー。皇くんが否定するわけが分かったよ！」

「え？」

　あまりの突拍子とっぴょうしのない発言に皇も止水もリアクションに困る。

「だからさぁ！　止水が言っている事は事実でね。皇くんはその事をよく知っているんだよ！

　それで、あまりに深く知りすぎると殺されちゃうの。

　いや、もしくは、そのゲームに強制的に参加させられて殺されるんだよ」

「なんだよそれ。そのゲームに参加するとボクが死ぬみたいな言い方だな」

「えー、漫画とかだとそういう流れじゃん。こういう噂とかしてるとー、本人がその恐ろしいゲームに強制参加させられるんだよ。

　んでね。止水なんかは見た感じからやられキャラだから、中盤あたりで死ぬ設定！」

「ぼ、ボクは中盤で死ぬ設定のキャラじゃないっ」

「そうかな？　皇くんとかだったら、参加させられても生き残れる感じだよねぇ。お話的には雑種がスーパーエリート達をバンバン倒していく感じだね。

　もしくは、すでに参加してて、沢山の敵を倒してきたかー」

　歌乃がにやにやして皇を見つめるが、そんな表情されても困るだけだ。

「歌乃が言ってる事が本当ならさ！　噂話してる歌乃も参加させられるじゃん！」

「それなら大丈夫。私は死なないからね。後ろに立ったやつ全部殺してきたぐらいだから」

「ボクは歌乃ちゃんの後ろの席だから、後ろに立ってばかりなんだけど」

「過去形だからねぇ。よかったねぇ皇くん。昔の私だったら皇くんは死んでるぜ！」

　歌乃はキメ顔だ。

　だが歌乃のおかげで、話の腰が折れて、うやむやになってくれた。

　この話は正直、こんな場所で大声でするものじゃない。

　この状況、嫌な予感しかしない。




　カチ……。




　機械音がした。

　その後、鐘の音が鳴りひびく。

「わ、授業の時間だ」

　歌乃が急いで前を向く。

　教師が入ってきて、教室は静かになる。

　第七区画普通科Ｆ高校とは言っても、洛外から見れば十分なエリート校、授業の邪魔をする様な輩やからはいない。

　皇が教科書を開くと、一枚の桜の花びらがひらりと落ちる。

　窓の外は、満開の桜であった。

　この美しい風景の下には屍体したいが埋まっていると、昔の小説家が言っていた事を思い出す。




　たしかに、この美しい日常の下には、残酷が埋まっている。

　彼はその事をよく知っている。

「すでに参加してて、敵を沢山倒す……か」

　皇は自分に課せられた使命を再び思い出していた。

　今回は、ただ敵を倒せば良いというものではない。

　クリア難易度は非常に高い。
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　夜。深い夜。

　下弦の月のもと、大聖堂セフィラ・ダアトの鐘が鳴りひびく。

　月明かりは満月の半分、明るすぎず、暗すぎず、世界を照らす。




　学生寮の自室で勉強をしていた皇すめらぎは鉛筆を止めて、その音を聴く。

　窓から外を見上げると、遠くの時計塔クロック・タワーの姿が黒くそびえ立っているのが分かる、ぼんやりだが時計盤が月明かりに反射して青く光っている様に見えた。

　鐘の音が終わる。

　皇が机に視線を戻す。

　その時、机の上に『封蠟ふうろうがされている重々しい封書』があるのを皇は見た。

　先ほどまで間違いなくなかったもの、まさに目を離した瞬間にあらわれたのだ。

　皇は別段驚きもせずに、その封書を手にする。

　触れると、パキリと乾いた音を立てて封蠟が砕けた。

　この独特な音は、封印でも解かれた様な感覚がする。

　封書は招待状、だから決まった人間にしか開けられない。

　自分以外の人間が触っても決して開かない封書なのだろう。

　封書の中から一枚のカードが出てくる。

　トランプにも見えるが、見るものが見ればそれがタロットカードにおける【Lesser Arcana小アルカナ】《Ace of Swordsソードのエース》である事が分かる。

　タロットカードの図像は、一本のソードが天にかざされている、その剣先は王冠を貫いており、柄は雲からあらわれた手に握られている。

　カードを裏返すと白金プラチナの輝きの文様が刻まれており、その上から走り書きでこう書かれていた。




「天に動きあれば、地の天球儀に動きあり。

　大聖堂セフィラ・ダアトの道は開かれた。さぁ扉を開くがよい」




　その文字を皇が確認した瞬間、タロットカードが青白い炎をまとって燃えだす。

　手に収まった燃えるカードを皇は眺めている。不思議と熱くはない。

　カードが燃え尽きる瞬間、青い炎が突然大きくなり、炎が空中を奔はしった。
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　炎の筆が空中を奔り、光る文字を浮き上がらせる。

　すでに、タロットカードは燃え尽きて消失していた。

　カードなき今、皇が自身の力で手の甲から光る文字を浮き上がらせている様にも見える。

　不可思議。

　たしかに不可思議な光景であった。だが皇は始終落ち着いていた。

　当然、彼にとってこれが初めての経験ではないのだろう。さらに言えば、この程度の不可思議さなど、これからはじまる遊技ゲームに比べたら、まったくの子供だましである事も良よく分かっているのだ。

　だからこそ彼はうっすらと笑みすら浮かべている。

　ふたたび窓から外を見る。

　大聖堂セフィラ・ダアトの時計塔クロック・タワーが不気味に黒く浮かび上がっている。

　ここからあの塔まではかなりの距離がある、歩けばゆうに１時間はかかるだろう、だが大聖堂セフィラ・ダアトに行くというのはそういう問題ではない。

　そもそも、第零区画ダアトは物理的にいける場所ではない。完全に閉じた区画、それが第零区画ダアトなのだ。

　手のひらをぎゅっと閉じた。

　すると炎の文字は消える。

　皇はゆっくりと振り返り、自室の出入り口を見る。

　変哲もないただの扉であるが、ゆらりと鈍く光っている。

　迷う事なく彼は扉に近づくと、そのドアノブを握って開いた。

　扉の先がひらかれた。







　扉を抜けると、巨大な、とてつもなく巨大な礼拝堂であった。

　小さなビルならまるごと入りそうなぐらいの高い吹き抜け天井てんじょう。

　頭上を見ると、尖頭ゴシックアーチに囲まれた巨大なステンドグラスが左右から月明かりを取り入れて輝いている。

　足下はやや暗いが、幾層もロウソクが重なるシャンデリアが左右に何個も連なっており、この建物の荘厳そうごんな造りの陰影を形作る。

　あまりに高い天井のせいで、その空間は巨大な通路の様にも見えたが、視線の先にある壁一面の万華鏡の様なステンドグラスが行き止まりである事を告げている。

　皇は歩を進める。薄暗く青いモザイク床が甲高い音で鳴る。

　礼拝堂の行き止まり、一面ステンドグラスに囲まれた場所に巨大な祭壇があった。

　そこから元来た道を振り返ると、暗闇くらやみの先にステンドグラスで作られた円形の窓が見える。ゴシック建築において薔薇ばら窓といわれるもので、かなり巨大なものだ。

　この様な巨大な礼拝堂など世界においてもそう多くは無い。

　ここは学園都市の中心部、大聖堂セフィラ・ダアトの礼拝堂。

　自室の窓から見えた、不気味な影を落としていたあの時計塔クロック・タワーの根元にあたる。つまり皇は自室から瞬時にこの場所まで移動したのだ。

　皇は自分が出てきた扉があったとおぼしき場所を見つけようとするが、ただ暗闇が広がるだけである。

　この様な事をはじめて体験するものがいれば大声を出して驚くであろう。

「うぁぁ！　な、なにここ!?」

　ちょうど、あんな感じに。

　叫び声の方向を見ると、あからさまに場違いな人間の姿があった。

　同じクラスの昕門あさかど止水しすい。

　あの男だ。

　嫌な予感が的中してしまう。

　教室の会話の一件から可能性はあると思っていた。

　今回の指令にはあらゆる妨害が入るであろう事を皇は理解していたが、ここまであからさまな事をしてくるとは……。

　皇の姿を見つけると、すぐに止水は駆け寄ってくる。

「こ、これ何？　何が起きているの？　皇くん！　ぼ、ボクね。と、トイレに行こうとしたらこんな場所に出ちゃって」

　なるほど、トイレに行こうとしてこんな場所に出たら、そりゃ驚くだろうなぁ、とは思った。

「止水くんは封書を開いたのかい？」

「封書？　何の事？」

　止水にはその言葉が意味するところがわからないらしい。

　皇の表情が曇る。

　自室の扉から皇をここまで結んだものは転送魔法である。

　その様な魔法があの封書に仕掛けられている。

　ネテスハイム学園都市の中心にあたる第零区画ダアトは一般人が絶対に足を踏み入れる事が出来ない。

　大聖堂セフィラ・ダアトはただの礼拝堂ではない、この学園の存在価値を覆おおい隠すために建造されている。つまりこの学園の最重要機密が眠る場所こそが第零区画ダアトなのだ。

　だからこそ、関係者のみがあの様な不可思議なカードによって召還される。

　通常の手続きでここにいたる事は絶対に出来ない。何故なぜならば、第零区画ダアトを囲む城壁にはそもそも入り口などない、扉が存在しない完全に隔離された空間、それが第零区画ダアトなのだ。

　故に大聖堂セフィラ・ダアトへの道は転送魔法によってしか開く事はない。決してイレギュラーで入れる場所ではない。

　昕門止水は皇が言った『封筒』の意味が分からない。

　たぶん彼はあのタロットカードを手にしていないのだろう。

　そもそもカードがないという事は──

「あ、皇くんだ！」

　不釣り合いな明るい声によって、思考が中断される。

　女の子が手を振りながらこちらに近づいてくる。

　軽く跳ねるような足取り、彼女のネクタイには第三区画ケセド女学院の校章が縫い付けられている。当然だが皇が所属する高校よりもはるかに名門だ。

「良かった。皇くんがいるって事はさぁ。今回の天球儀アーミラリースフィアダンジョンで同じパーティって事だよね。良かった。良かったっ」

　女の子は皇を輝く目で見つめている。

「今回のタロットカードの裏側って銀色だったじゃない。あれ私見た事ないんだよね。たぶんすごい高クラスのダンジョンって事だよね。皇くんがいてくれて心強いよ」

「うん、白金プラチナはあまり良くないね。でも県あがたさんだって高ランク保持者じゃない。たぶん大丈夫だよ」

「あ、銀じゃなくて白金プラチナだったんだ！」

　たしかにこの二つの見た目はあまり変わらない。だが貴金属としての銀と白金は価値が格段に違う。

「それよりも、県さんとか他人行儀だなぁ。今までだって命がけで一緒に戦った仲じゃない。そろそろ下の名前、咲乃さくのって呼んでほしいなぁ」

　今朝けさも同じ様な事を言われたなぁ、と苦笑いしていると、県咲乃の後ろからさらに人影があらわれる。

　今度は男子生徒の様だ。

　彼の校章は第二区画ケテル学園のもの、皇を見るとゆっくりと近づいてきて、拳こぶしを軽くあげる。

　皇もそれを見て拳をあげて、たがいに拳を合わせる。

　彼もまた皇と知り合いらしい。

「祁答院けどういん一馬かずまくんまで仲間かぁ。うん、心強い味方だね」

　咲乃は満面の笑みで祁答院を迎え入れる。

　まったく状況を理解出来ない止水だけは、落ち着かない様子ではいているズボンをなでつけている。

「あのさ！　皇くん！　こ、これってどういう事かな!?　なんかみんな知り合いみたいだし、いろいろ知ってるみたいなんだけどさ。ボクには全然わからない事ばかりだしさ。お、同じクラスなんだし、皇くんはボクに説明する義務があるんじゃないか!?」

　早口でまくし立てる止水。

　それを見た咲乃が怪訝けげんな顔をする。

「誰だれなの？」

　当然といえば当然だ。この場所で、この様な態度を取る人間など完全な新人ルーキー、つまりど素人しろうとしかあり得ない。

「えっとさ、君はなんなのかしら？

　今回って私見た事がない白金プラチナタロットだったんだよ。

　私は一番下のクラスのダンジョンからはじめているから分かるんだけど、すごい実力がないと生き残れない。だったら君が新人ルーキーなんて事はないよね」

「ダンジョン？」

　ダンジョンという言葉で止水が何か納得した様だ。

「えっとボクが知っているのは、なんかネテスハイム学園から選えりすぐりの生徒が夜に集められて、ゲームみたいな事をするって言うヤツで……。

　ダンジョンって事はＭＭＯみたいなゲームなんだよね！　みんなでＭＭＯをプレイするんだね！」

「ふざけないで！」

　咲乃の声に止水はビクリと身体からだをすくめる。

「天球儀アーミラリースフィアゲームと言われてるのは、それを管理している側から言った場合なのよ！　偉い人にとっては私達は手札なわけだから、彼らの視点から見ればゲームなの！

　でも、実際にやらされてる私達からすれば天球儀アーミラリースフィアダンジョンでしかないわ！」

「え？　ええ？」

「ごめん、ごめん咲乃さん、止水くんにいきなりまくし立てても分からないよ」

「皇くんはこの人知ってるの？　誰なの？」

　咲乃が皇に詰め寄る。

「ボクと同じ高校の昕門止水くんなんだけど」

　皇の紹介にそれまで無表情だった祁答院の顔つきが変わる。

「同じ高校だと!?　皇、それってこいつが通っているのが第七区画にある学校という事なのか？」

　皇は苦笑いして頷うなずく。

　祁答院は止水を睨にらみ付つける。それに対して止水はその場で下唇を嚙かんでうつむくだけだ。

「そ、それって、皇くんみたいな例外存在なんだよね！　皇くんほどじゃないにしても、私達ぐらいのランクなんでしょ！　じゃないと天球儀アーミラリースフィアゲームには呼ばれないわ！　手違いでもないかぎり!!」

　咲乃が言いたい事はわかる。だが、たぶん止水が高ランカーである可能性は低い。それどころか守護アルカナすら持っていない可能性がある。

　彼は封書の存在を知らなかった。

　つまりあのタロットカードを受け取らなかったという事であろう。あれの表の図像はそれぞれの守護アルカナをあらわしている。そのタロットを受け取ってない止水には守護アルカナそのものがない可能性すらある。

「第七区画は『遺伝的ゼロ級適正者』が集められる場所だぞ。ほとんどの人間がまったく能力アビリティを持たないと聞いている。その上こいつ新人ルーキーなんだろ？」

　祁答院が皇を見つめる。

　皇は黙って頷くしかなかった。

　手違いの可能性をも考えた。当然、他ほかの可能性も考えてみた。

　今回の天球儀アーミラリースフィアが特殊である事は皇自身百も承知だ。その事は嫌なほど聞かされている。

　だとしたら、単なる手違いで同級生が紛まぎれ込こんでくるだろうか？

　招待状が白金プラチナタロットのダンジョン。それがどの様な意味を持つか、この時点では皇以外理解していない。

　そんな思考を中断させる様に、カツリと固い靴の音が響く。

　音の方向を見ると祭壇の前に執事のような姿をした老紳士が立っている。

　いかにも案内人といった雰囲気を醸かもし出だしている。

「お集まりの様ですね。先にお二人が到着しております」

　咲乃は止水の腕を摑つかんで老紳士の前に突き出す。

「す、すみません。この人は手違いか何かでここにいるだけだと思うのです。だからこの先に進ませるのは危険すぎます。今回は白金プラチナクラスのダンジョンですよね？」

　咲乃はすがる思いでこの老紳士に事情を説明した。

「手違い？　ですか？」

　老紳士は止水の事を見つめる。

　止水は首をすくめる。

　老紳士は一瞬だけ笑みをこぼした。

「問題ございません。ここにいる事そのものが封書の効力ですから」

「で、ですが！」

　老紳士は咲乃の事を無視するかの様に背中を見せる。

　すると祭壇から岩が擦すれる様な不気味な音がしはじめる。

「な、何!?　な、何なの!?　なんか祭壇が動いてない!?」

　怯おびえる止水。

　一同はその事でさらに動揺する。

　この程度の状況で取り乱しているのであれば、この先彼がどんな行動を取るか分かったものじゃない。

　高クラスのダンジョンの攻略となれば不確定要素はなるべく排除したい、ここにいる人間すべてがそう願っていた。

　音が鳴り終わると、祭壇がズレて下に降りる階段があらわれていた。

　老紳士は何も言わずにその階段を降りていく。

「司祭さまに言えば止めてくれるかもしれない。最後まで諦あきらめるな」

　祁答院が咲乃の耳元でささやいた。

　だが、それは無駄な期待だと皇は思った。







　暗い、仄暗ほのぐらい、一本のロウソクだけの階段をどこまでも、どこまでも降りていく。

　暗闇の階段はどこまでも続くかと思われたが、その終わりは突然告げられる。

　階段は明るい空間に出て、その中をさらに螺旋らせん状に降りていった。

　降りても、降りても続く螺旋の階段。

　下るたびに、その空間がどれほどの広さかが分かる。

　だが、それよりも驚かされたのは、螺旋階段の目の前にそびえ立つオブジェであった。

　真鍮しんちゅうの鈍い光を放つ巨大なリングがいくつも重なって作られた球体。

　幾重いくえにも重なったリングの中心には、ガラスの様な透明な球体があり、それは幾何学きかがく的な奇妙な光を発していた。

　リングで作られた球体の直径は巨大すぎて直観ではわからないが、七階まである第七区画普通科Ｆ高校の校舎より大きい様に見える。

　リングの中心に位置する球体ですらかなりの大きさだ。

「止水くんは言ってたよね。この学園の地下では天球儀アーミラリースフィアゲームとよばれるものが開催されている。

　君が言ったそのゲームの由縁となっているのが、この天球儀アーミラリースフィアだよ。

　ボクらは単純に『門』って言ってる」

「門？」

　止水は再び天球儀アーミラリースフィアを見上げる。

　天球儀アーミラリースフィアは、天体を模したいわゆる天球儀をそのまま巨大化させた様な形をしている。とてもじゃないが門には見えない。

「あらゆるダンジョン、というよりも異世界への扉だ。

　専門の魔術師に言わせれば『門』というよりも、異世界を召喚している形らしいけれども」

「へぇ……そ、そうなんだぁ。すごいねぇ」

　なんとなく感心したそぶりをみせる止水。

　最終段まで階段を降りる。

　床につま先を落とすと、波紋の様なものが浮かび上がった。

　その事に驚き声を出しそうな止水を制止する皇、目の前を見ろというジェスチャー。

　皇の視線の先。

　巨大天球儀の前に聖職者が立っていた。

「だいぶゆっくりとした登場だな」

　聖職者にしてはやたら精悍せいかんな顔つきの男だ。

「すみません。神氏しんしさま。いろいろと手違いがありまして」

「手違い？」

　皇は神氏に止水の事を説明しようと思った。だが、それは簡単に遮さえぎられる。

「私はこの『門』をあずかる者だ。何が起ころうと私はただここに来た者を『門』まで導く。

　皇悠真はるまよ。貴様がどんな思惑の下で動かされているか知った事ではない。

　ただ一つだけ言おう。お前は、与えられた状況の中で、それを成し遂げるべきではないか？」

　皇もそれを当然のことと理解していた。

「いえ、報告だけでもしておこうと思いまして」

「必要のない事だ」

「ちょ、ちょっと待ってください！　司祭様！」

　聞く耳を持たない神氏に、咲乃が食い下がろうとする。

「咲乃さんやめよう。説明するだけ無駄だ」

「で、でも、このままじゃ」

「大丈夫。ボクがフォローする。それに……」

　皇は司祭の奥に視線を向ける。

　そこには二つの影があった。

「先に到着している」と言われていた二人だ。

　二人の校章は、ネテスハイム最上位の第一区にあるティファレト学園のもの、一人はまだ年端もいかない少女、というよりは幼女に近い。

　実際、彼女が付けている校章はティファレト学園高等学校だが、その制服は通常で言うところの小学生、ティファレト学園幼稚舎のものだ。

　ただその見た目とはそぐわないほど気品に満ちていた。

　もう一人の顔を皇は見たことがあった。







[image: ]







　ティファレト学園幼稚舎の制服を着た少女の名はすぐに分かった。

　雨宮あまみや羽玖はく、この学園都市全体を統括する雨宮家の一人娘。

　皇すめらぎにとって最重要人物である。

　問題はもう一人だ。

　あの顔は、たしかに今朝けさ教室で見たものだ。

　あの独特な人懐なつっこさはどこへやら、非常に落ち着いた雰囲気を醸かもし出だしている。

　それでも間違いなくその顔と姿は、第七区画普通科Ｆ高校一年Ｆ組、小鳥遊たかなし歌乃かのである。

　最低区の学校の生徒が最高区のティファレト学園高等学校の制服を何故なぜ着ているのか？

　その疑問は次の一言で氷解した。

「詩乃しのだよね。歌乃の妹の」

　そういえば、歌乃には双子の妹がいると言っていた。

　高いランクであるとは聞いていたが、よもや最高区のティファレト学園だったとは皇も思わなかった。

　双子の姉妹しまいでそれほどの差が出るものなのだろうか？

「はい、おひさしぶりです止水しすいさま」

　声質は似ている、だが、しゃべり方でこうも人は印象が変わるものなのか、と感心させられるぐらいに妹と姉の雰囲気は違う。

「良よかった。知らない人ばかりで困ってたんだよねぇ」

　止水の喜びとは裏腹に詩乃の表情が曇っている。

　小鳥遊詩乃もまた他ほかの人間と同じ様に、止水の場違いさに戸惑っているのかもしれない。

「詩乃の横にいる人は？　友達？」

「友達といいますか、今回私はこの方の従者をしております」

「従者？」

　雨宮羽玖はこの大財閥の後継者だ。

　空気が読めていない止水がどんな無礼を働くか分かったものではない。

　止水を皇が止めようとするが、羽玖の方から止水に話しかけた。

「私の名前は雨宮羽玖です。あなたはどなたですか？」

「ボク？　ボクは昕門あさかど止水というんだ。第七区画普通科Ｆ高校ななえふこー一年なんだ」

「そうですか。止水よろしく」

「うん」

「止水くん、あまり失礼がない様にね。彼女はこの学園財閥を統括する雨宮家の一人娘なのだから」

　皇の言葉に止水は驚く。

　そのまま驚いて黙ってくれればいいものの、何故か止水のテンションが上がる。

　今朝も見た、陰キャラ特有のあのテンションの落差だ。

「財閥の!?　すごい、お姫さまなんだね。うん、雰囲気からしてお姫さまっぽいなって思ったんだ！」

「止水さま、その言い方は……」

　詩乃がたしなめようとする。

　だが、それを羽玖は止める。

「良よいのです。詩乃さん。

　たしかに、私はこの学園都市において、その様な存在でしかありませんから」

「そうですか。羽玖さまがそうおっしゃるのでしたら」

　その言葉尻じりから、羽玖が「お姫さま」と言われる事をあまり良く思っていないことがうかがえる。

「お姫さまと言われるのはそんなに好きじゃないの？」

「いいえ、ただ、私はその様な大層なものではありません、それだけです」

「そうですね。羽玖さまはお姫さまというよりは、幼女さまと言った感じがします」

　詩乃がなんか言った。

「……」

　空気が凍っている。

「詩乃が従者だったら、ボクも従者にしてください。お姫さまの役に立って見せますよ」

　空気が一瞬変わった事などまったく気がつかない止水は、大ぶりな動きをしてその場で片膝ひざをついた。

　お姫さまにやる例のポーズだ。

　さすがの羽玖もこの行動には驚いた様子であった。

「さぁ、どうかお姫さま。ご命令を、っっっ痛ぁぁぁああ！」

　あまりの悪ふざけにキレた祁答院けどういんが止水の耳をひっぱる。

「ふざけるな。貴様！　ここがどういう場所で、これから何をするのか分かっているのか!?」

「わ、わかってないけど、お姫さま可愛かわいいし」

　可愛い？

　たしかに羽玖は可愛い。

　とは言っても、それはあくまでも幼女的な可愛らしさである。

　なのだが止水のそれは、そういう意味以外のものが含まれている様に聞こえた。

　いや、勘違いであろう。

　空気が読めない止水であるが、その様な性的趣向があるとは思いたくは無い。

「止水さまはロリコンだったのですか？」

　皇の脳裏のうりを一瞬よぎり消え去った言葉を詩乃は簡単に口にする。

「詩乃さん。それは私に失礼です」

　表情に変化はないが、お姫さまは少しご立腹の様だ。

「申し訳ありません。幼女さま。止水さまはペドフィリアでした」

「俗称か学術名かの問題ではありません！　それと、ロリコンよりひどくなってます。ついでに幼女さまというのはなんですか!?」

「羽玖さまの事でございます」

「私はその様な呼ばれ方をされるほど幼くありませんっ」

「羽玖さま！　それは違います！」

「な、何がですか？」

「ちっちゃくないもん！

　この場合、羽玖さまの対応としては、もっとも正しい反応かと」

「ちっちゃくありませんし！　その様な反応もいたしません！」

　微妙に羽玖さまは、そんな対応をしている様な気がしなくもないが……。

「そうだよ。詩乃。お姫さまに失礼だよ。

　そういうのは心の中だけでつぶやくものなんだ」

「いや、止水くん。そういうのは心の中でも失礼だよ」

「皇さま、それは違います。止水さまのそれは仕方がないのです」

　詩乃が拳こぶしを握りしめる。

「止水さまはロリ……、否いな、ペドフィリアですから、この幼女さま特性の塊を見て、幼女さまと思わない方がおかしいのです！」

「幼女さま特性ってなにかな？　詩乃さん……」

「良い質問ですね、皇さま。

　それは、ロリでペドでありながら気品がある！

　そう！　まさに羽玖さまの様な存在を言います!!」

「うん、言うね」

「言いません!!」

　同意した止水をにらみつける羽玖。

「い、言いません。はい……」

「心の中だけですよね。止水さま」

「うん」

「心の中でもダメです！」

「それは違います！　羽玖さま。

　民衆の心中まで禁止するなど、思想信条の自由を奪う行為です。

　人の上に立つ者として器量が小さすぎます。ついでに胸とおしりと身長も小さすぎです」

「最後の三つは余計なお世話です!!」

「いや、最後の三つはいい意味で小さいのです。褒めてるんですよ。

　そうですね。止水さま」

「そうだね」

　同意した止水をにらみつける羽玖。

「ち、違います……。はい」

「そうやって羽玖さまはすぐににらみつける」

「だ、だって、二人してひどいじゃありませんか、私は幼女じゃありません。一応は今年からは小学生の高学年になるのです。

　実際は飛び級でティファレト学園高等学校一年となりましたが」

「その通りです。小学四年生は一応は高学年です。たまにティファレト学園幼稚舎でも大人びた小学四年生を見かけます」

「そ、そうですよ。ですから私も！」

「羽玖さまって、整列とかする時に前から何番目でしたか？」

「え？」

「去年まで羽玖さまは幼稚舎でしたよね。

　だったら同学年の子達と一緒だったハズです。

　それで思い出したのですが、あれって身長順で並びますよね。

　最初が一番小さい子で、最後が一番大きい子」

「……」

　ゆっくり目をそらす羽玖。

「何故、突然、目をそらされるのですか？　羽玖さま？」

　めざとく指摘する詩乃。

　なにも言えずに、その場で口を強く結ぶ羽玖。

　そんな羽玖を、詩乃は笑顔で見つめる。

「っッ」

　そんな詩乃をにらむ羽玖。

「何故、頰ほおを膨らませて私を睨むのですか？　羽玖さま？」

「詩乃さんがいじわるだからです」

「何故でしょう？　私はただ羽玖さまが朝礼などでどの辺りに並んでいるかと尋ねただけでありますが……」


「ぷくぅ～～ッ」



　どんどん羽玖の頰が膨らむ。

「い、いちばん……まえじゃないもん……」

「はい？」

「一番前ではありません!!　といいました」

「ですからぁ。何番目ですか？」

「くっ」

　羽玖は目をそらす。

「二番目ですか？」

「……」

「二番目なのですかー」


「ぷくぅ～～ッッ」



　羽玖の頰がまた膨らんでいく。

「幼女さま、ご質問にお答えください」

「私は幼女さまではありません！

　いろいろダメです!!

　この会話はいろいろダメすぎるので禁止です！

　以後禁止ですからね!!」

「雨宮権限を使ってでしょうか!?」

「いちいちそんなものに家の権限は使いませんっ」
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「そうですか。良かったです。

　今後もこまめに使っていこうかと思っていましたので」

「雨宮権限を使います!!」

「ペドの止水さま大変です！　もう羽玖さまの事を幼女さまとは呼べません！」

「詩乃さん。禁止したそばから言ってますよね」

　苦笑いで皇は指摘する。

「はっ!?　言われてみれば。

　なるほど、以後は気をつけます」

　絶対に、以後も言うと思われるぐらい適当な謝罪を詩乃がした。

　どうでもよい話だが、ロリコンよりもペドの方がより年齢低め狙ねらいとなり犯罪度は増す。

　止水が再び羽玖に近づく。

「それより話の途中だったけど、お姫さまの願い事って何かな？」

「願い事ですか？」

「うん、従者はお姫さまの命令を聞くものじゃない。だったらその願い事をかなえないといけないと思うんだよ」

「命令と願い事では相当違いますね」

　羽玖は小さく笑う。

　相変わらず、本筋に関係ない話を止水は続けようとしている。

　祁答院が拳をあげてやめさせようとすると、この問いに羽玖がぽつりと一言だけ答えた。

「願いは、ここにいるみんなが無事に帰ってくる事でしょうか」

　その言葉に、誰だれも何も言えなくなる。一名を除いて。

「んじゃ、みんな元気に帰ってこよう！」

　あまりに無邪気な止水の反応に、祁答院があげた拳をそのまま振り下ろした。

「ぎゃんっっ」

「お前に言われなくたって、俺おれ達は今までだって無事に帰ってきた！」

　その言葉に咲乃さくのもうなずく。

『みんなが無事に帰ってくる』

　咲乃や祁答院の知るかぎりにおいては、これまでの天球儀アーミラリースフィアゲームでプレイヤーが死亡する様な例はほとんどない。

　だからこそ、彼らはこのダンジョンに挑戦する事に躊躇ちゅうちょがないのだろう。

　ただし、それは彼らの知るかぎりにおいてでしかない。

　少なくとも皇は知っていた。

　今回のダンジョンに限って言えば、羽玖の言う『全員が無事に帰ってくる』というのがいかに困難であるか。

　白金プラチナの招待状の意味、そして、羽玖をめぐる十三血流じゅうさんけつりゅうの思惑。これらを総合的に考えれば、誰も帰ってこられない可能性の方が高いぐらいなのだ。

　その事は他ならぬ羽玖自身が一番分かっているのだろう。

　だからこその願いなのだ。

「痛たた……、なにもそんな本気で叩たたかなくても……」

　クスリと笑い、羽玖は止水に手を伸ばす。

「止水は私の従者なのですよね」

「はい！」

「でしたら、止水こそ無理はなさらずに、怪我けがに気をつけてください」

「がんばります!!」

　止水は羽玖の言葉にうれしそうにこたえた。




　カラン──




　突然とても固い鈴の音が鳴った。

　司祭の手には小さな真鍮しんちゅうの鈴がある、すべての会話が途切れた。

「無駄話はそのぐらいにしてもらおうか。

　さて本題だ。貴様らの手元にタロットカードがいったと思う。カードの裏側は白金プラチナだ。通常貴様らが見るだろう最高クラスは金ゴールドだと思う」

「あ、あの私は金ゴールドのタロットカードを手にした事がないのですが」

　咲乃は神氏しんしに質問する。

「そうか、そんなレベルのヤツが今回は混ざっているのか。

　通常ならば金ゴールドを最上級としているが、預言者がクリア条件を予想出来ないものを、レアな超難関として白金プラチナと称している」

「つ、通常の最上級って!?　そ、それってクラスＡって事ですよね？」

　咲乃が青ざめる。

「なるほど、県あがたくんはクラスＡすら経験がないらしいが、祁答院くんはあったかな？

　貴様らが今思った通り、白金プラチナはクラスＡの上だ。

　預言者がはじき出した計算によると今回のクリア難度はクラスＳ、つまり今回の天球儀アーミラリースフィアは超難関ダンジョンとなる」

　涼しい顔で神氏は答えた。

「え、Ｓ級ってなんですか!?　私、そんなクラスのダンジョンがあるなんて知りませんでしたよ！」

　咲乃が悲鳴に近い声を出す。

　だが、神氏はまったく表情を変えずに言い放つ。

「だったらやめるのか？」

　その問いに咲乃は答えることができずに、ただ皇と祁答院に助けを請こうだけだった。

「俺だって最高でもＡ級しかもぐった事がない。皇はどうなんだ？」

　祁答院は皇に聞く。皇は慎重な声で答える。

「三度もぐった事があるよ」

「三度も？　ど、どうだった」

「うん、大変だったけど、なんとかなったよ。世の中にはもっとひどいタロットカードの裏面があると聞くし」

「もっとひどいタロットカードの裏？」

「皇が言っているのはブラックのタロットカードだ。

　図像の裏面が黒い文様で埋められたカードが来た時は、二度と地上には帰ってこられないと思った方がいいだろう。

　入り口しかない出口なき地獄だ」

　さらりと神氏は恐ろしい事を言う。

　それは死亡宣告と言うヤツではないだろうか？

「うん、だからブラックカードじゃない分、大丈夫。ここにいるみんなが協力すれば十分生きて帰ってこられる」

「そうかもしれぬが、生きて帰る事がお前達の目的ではない。

　天球儀アーミラリースフィアが作り出すダンジョンの謎なぞを解き、『至宝』を誰よりも早く奪う事が貴様らの使命だ。

　誰よりも早く、そう他の血流。世界中にある十三血流の『門』、ケリー、ヴァイスハウプト、カリオストロ、パスカリ、ディー、ベザレル、ホーエンハイム、ローゼンクロイツ、フラメル、藍らん、ゾシモス、トリスメギストス。

　これらの血流が所有する守護アルカナパーティより早く、我がネテスハイムが『至宝』を手にする。そのための天球儀アーミラリースフィアゲームだ」

「生きて帰る事だって十分な目的だ。

　生きて帰れなければ至宝は持ち帰れない」

　神氏に対峙たいじするように皇は睨む。

　神氏は歪ゆがんだ顔で笑う。

「そうだな。生きて帰らなければなんの手柄もない。

　貴様ら自身もそれぞれのご家族に期待され、そしてこのゲームに送り出されているのだろう。せいぜい、親御さんのご期待に応こたえるのだな。

　さて、今回のダンジョンの名だが──」

「かんむり座の二つの変光星に動きがありました。

　かんむり座に関連する神話といえば数えるほどもない。

　たぶん今回のダンジョンの化物はミノタウロスでしょう」

「さすがに勘が良いな皇よ。察しの通り、今回はミノタウロスに関かかわるダンジョンが天球儀アーミラリースフィアに出現している。至宝も『ミノスの王冠』であると推測され、ダンジョン名は『ダイダロスの館』とする」

『ダイダロスの館』とは、ギリシャ神話の中に出てくる、牛頭人身の怪物ミノタウロスが棲すんでいる迷宮の名前である。

　今回のダンジョンは、この『ダイダロスの館』攻略がクリアの条件となる。

「すでにダンジョンにもぐっている血流は？」

　冷静に皇は神氏に聞く。

「すでに、カリオストロ、ケリー、ゾシモス、トリスメギストス、ローゼンクロイツ、ベザレル、ディーの守護札アルカナパーティが『門』をくぐっている事が確認された。さらに起動している『門』は藍、パスカリ、ホーエンハイム、フラメルだ」

「ヴァイスハウプトは？」

「ヴァイスハウプト血流の『門』の起動は確認していない」

「なるほど、ヴァイスハウプト財閥は静観しているという事ですか……」

「さぁな。他の血流が何を考えているかまでは分からん」

『門』をくぐっていない血流はタイミングを見計らっている。当然ネテスハイムの出方を見ているのだろう。

　今回は宝物のみならず雨宮羽玖の命もターゲットとなっている。

「皇くん！　すごいや！　ネットで書いてあった通りだよ！

　十三血流の名前って他の世界財閥だよね。これって、財閥同士が世界覇権をかけてそれぞれが所有する学園の生徒達をゲームに参加させて殺し合わせるってヤツだよね！」

　自分の知識が合っていた事に止水は興奮している様であった。

　だが、彼が言うとおりにこれが殺し合いならば、止水自身はどうする気なのだろうか。

　少なくとも皇がいままで経験した天球儀アーミラリースフィアの高レベルダンジョンは、普通の人間が生きて帰ってこられる場所ではない。

　それこそ守護アルカナという魔術的な恩恵を受けていないかぎり、ダンジョンに仕掛けられた罠わなすら避さけられないだろう。

　ましてや、他の守護アルカナパーティと殺し合いなどありえない。あるのは一方的な殺戮さつりくだ。

　それと、止水は「学園の生徒達」と言っていたがこれは大きな間違いだ。

　血流によっては軍隊の様な組織でゲームに挑む場所もあるし、特殊な研究機関によって生み出された強化人間を守護アルカナとして使う組織もある。

　このネテスハイムが学園都市の生徒を守護アルカナとして使っているにすぎない。

　召還されるダンジョン内での戦いには、ありとあらゆる種類のパーティが参加する。

　今回はクラスＳのダンジョン。

　守護アルカナの上位ランカーだとしても、生きて帰れる保証はない。

　いろいろな意味で……かなりの難易度だな。

　皇が思考を巡らせていると、脳天気な大声がまた聞こえる。

「わ、すごい手から炎が出てる！」

　止水が大きな声で咲乃の方を指さしていた。
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～Rankランク4 Pentaclesペンタクル6～






　咲乃の手の甲から青い炎の文字が浮き出ている。

「あれは咲乃さんのパラメーターだよ」

　皇が止水の疑問に答える。

「パラメーター？　なんか本当にゲームみたいだね。ペンタクルって何？」

「ペンタクルはタロットカードで『護符』をあらわす言葉だね」

「そうなんだ」

　止水は物珍しそうに咲乃のパラメーターを眺める。

　それに対して、若干、咲乃が嫌な顔をする。

「どうやって出すの？」

「基礎能力アビリティを発動させると自動的に出てくるわ」




　咲乃にあらわれたパラメーターだが、最初の文字は所属。次が基礎能力アビリティのランク。最後が守護アルカナとなる。

《Nettesheim》はネテスハイムの綴つづりであり、これが能力者の所属する血流をあらわしている。軍隊でいえば旗の様な役割だ。

　ランクは４、最高ランクが６となっているので高めの数字だ。

《Pentaclesペンタクル》は【Lesser Arcana小アルカナ】の一つで、皇が説明したとおりに『護符』をあらわしている。
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～Rankランク5 Wandsワンド14～






　祁答院のランクは５、かなり高いものだ。

《Wandsワンド》も《Pentaclesペンタクル》と同じく【Lesser Arcana小アルカナ】の一つで『杖つえ』の意味を持つ。14番のカードにも別名があり《Kingキング ofオブ Wandsワンド》とも言われている。
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～ Rankランク6 Swordsソード1 ～






　皇も手から青い炎の文字を出す。

　彼のランクは６、当然これは最高のランクとなる。

　このランクに属しているのは、世界にいる守護アルカナ持ち千五百人の中で上位三十人ほどと言われている。

《Swordsソード1》の別名は《Ace of Swordsソードのエース》。

「最高ランクがいると安心するねぇ。さすが皇くんだよ」

「ああ、咲乃も能力的に悪くはないが、皇は抜群だな」

「私の能力は皇くんとの組み合わせで、あらゆる事態に対処出来るからね」

　咲乃と祁答院、そして皇は何度かパーティを組んだことがある。なので、すでに何通りかの戦術パターンを作っている。

「なんと言っても《Ace of Swordsソードのエース》は五大元素にもっとも近づくと言われてるじゃない。

　皇くんは伊達だてに『遺伝的ゼロ級適正の例外者』と言われているわけじゃないからね。

　それに例のあれだって噂うわさを私は信じてるから」

「いや、単なる噂だよ」

「いいや、俺も大アルカナを皇が倒したという噂を信じている」

　祁答院が皇を見つめる。

　皇は困ってしまう。

　天球儀アーミラリースフィアダンジョンに挑む者は原則、守護アルカナを持っており、その加護を受けている。

【Lesser Arcana小アルカナ】にはキングやクイーンやエースなどが存在し、トランプに酷似こくじしている。

　ただし、アルカナにはその一枚に厳密な意味が存在している。

　それぞれのタロットカードを見てみると意味深な図像が描かれていることに気がつくだろう、実際タロットカードには一枚一枚に深い図像的意味が込められている。

　これがゲームなどで使用される事を前提とされて作られたトランプとの差である。

　そしてそのアルカナ図像的な意味が、それぞれの能力者の固有能力ユニークスキルに関係している。

　ただし、能力者の固有能力ユニークスキルは、本人がそのアルカナの図像を最初に見た時のイメージに反映されると言われている。

　なので守護アルカナの能力は必ずしもその図像に一致するわけではない。あくまでも本人が抱いたイメージがベースとなって固有能力ユニークスキルは形成される。

　だから、仮に同じ守護アルカナを持っていたとしても、固有能力ユニークスキルは違ったものになる。

　守護アルカナの加護には基礎能力アビリティの高さをあらわす《Rankランク》がある。

　これは全部で六階層あり、数字が高いほど基礎能力アビリティが高い事になる。

　皇は６の最高ランクで世界に三十人ほどしかいない。

　祁答院の５も世界で八十人、咲乃の４でも百四十人程度しかいない。

　彼らがそれなりの能力者である事が分かる。

　基本的にはランクの高さが強さをあらわすと考えて差し支えないが、集団戦となる天球儀アーミラリースフィアダンジョンにおいては、ランクの高さのみで勝敗は決まらない。

　相性あいしょうや戦略によって、さらには固有能力ユニークスキルの組み合わせ方によって勝敗の行方ゆくえは変わる。

　ランクは高ければ高いに越した事はないが、それで押し通せるほどの力関係はない。

　ただし、その力関係がはっきりする存在もある。




　それが【Major Arcana大アルカナ】である。




　タロットカードは全部で78枚ある。

　その内訳は56枚の【Lesser Arcana小アルカナ】と、寓意画ぐういがが描かれた22枚の【Major Arcana大アルカナ】に分けられる。

　皇の《Ace of Swordsソードのエース》

　祁答院の《Kingキング ofオブ Wandsワンド》

　咲乃の《Pentaclesペンタクル６》

　それぞれが優秀な守護アルカナであると言えるが、すべて【Lesser Arcana小アルカナ】に含まれる。

【Major Arcana大アルカナ】は、

『愚者《Theザ Foolフール》』

『魔術師《Theザ Magicianマジシャン》』

『女教皇《Theザ Highハイ Priestessプリーステス》』

『女帝《Theジ Empressエンプラス》』

『皇帝《Theジ Emperorエンペラー》』

『教皇《Theザ Hierophantハイエロファント》』

『恋人《Theザ Loversラヴァーズ》』

『戦車《Theザ Chariotチャリオット》』

『正義《Justiceジャスティス》』

『隠者《Theザ Hermitハーミット》』

『運命の輪《Wheelホイール ofオブ Fortuneフォーチュン》』

『力《Strengthストレングス》』

『吊つるされた男《Theザ Hangedハングド Manマン》』

『死神《Deathデス》』

『節制《Temperanceテンペランス》』

『悪魔《Theザ Devilデビル》』

『塔《Theザ Towerタワー》』

『星《Theザ Starスター》』

『月《Theザ Moonムーン》』

『太陽《Theザ Sunサン》』

『審判《Judgementジャッジメント》』

『世界《Theザ Worldワールド》』

　の計22枚がある。

　このアルカナに関してはダブリが存在しない。

　なぜならば、これらは神の力を22個に分割したものだからである。

　今から７００年ほど前に、十三血流の始祖の一人、ニコラ・フラメルが地上に霧散していたヘルメス・トリスメギストス神の力を継承可能な形で『22の力』として再現した。

『フラメルの22の力』と呼ばれるこの力こそが守護アルカナの【Major Arcana大アルカナ】なのである。

　逆に言うと【Lesser Arcana小アルカナ】にはダブリと言われるものが存在する。

　たとえば皇が持つ《Ace of Swordsソードのエース》は、皇以外の守護アルカナとしても存在する。

　だが【Major Arcana大アルカナ】に関しては、同じ時代に同じアルカナは存在しない。

　十三血流が持つすべての守護アルカナの合計は千五百を超えると言われるが、【Major Arcana大アルカナ】に関しては最大でも22枚しか存在しない。

【Lesser Arcana小アルカナ】に比べれば極希少なレアアルカナであるといえる。

　ただし、その力は絶大で、【Lesser Arcana小アルカナ】が数十人集まったとしても【Major Arcana大アルカナ】は倒す事が出来ない。

　戦えば必ず一方的な虐殺になると言われるほどの戦力差がある。

　故ゆえに、一人の【Lesser Arcana小アルカナ】が一人の【Major Arcana大アルカナ】を倒す事などほぼあり得ない。

　ただし、ほぼあり得ないというだけで、絶対に起きない事ではない。

　そう信じられている。

　守護アルカナ持ちの間では、【Major Arcana大アルカナ】を倒した【Lesser Arcana小アルカナ】を『大アルカナ殺し』と呼び、そしてそれは例外カードという意味で《Jokerジョーカー》とも称される。

　噂の中には複数の【Major Arcana大アルカナ】を葬ったとされる《Jokerジョーカー ofオブ Deathデス》も存在するが、そこまでいくと本当にいるのか噂なのかも怪しくなってくる。

　祁答院や咲乃は皇を《Jokerジョーカー》だと信じているのだ。

　たしかに、皇のランクは最上位であるし、これまでの活躍でもしばしばその様な片鱗へんりんを見せてきた。

　だからこそ彼らがそう信じたい気持ちも頷うなずける。




「え!?　こっちも!?」

　咲乃が驚いた先には小鳥遊詩乃の姿があった。
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～Rankランク6 Pentaclesペンタクル10～






　詩乃のランクは皇と同じ６。最上位ランカーだ。

　一つのパーティに二人も最高ランクがいる事が相当めずらしかったのだろう、咲乃が声をあげる。

「すごいですね。あなたも最上位ランカーなのですね。世界の上位三十人のうち二人もこのパーティにいるって事ですよね！」

「はい、とは言いましても私の戦闘力はほぼ皆無かいむですけど」

「え？　皆無？」

《Pentaclesペンタクル10》は小アルカナの中でもっとも象徴的であり、その図像は何層もの深い意味を持つと言われる。

　何故ならば、10個の円形護符は神秘主義思想カバラにおける真理の象徴『生命セフィロトの樹』と同じ形の配置であるからだ。

　もちろんイコールでこの守護アルカナが『生命セフィロトの樹』をあらわしているわけではないが、ただしその図像の類似は他の【Lesser Arcana小アルカナ】にはないすぐれた恩恵を与える。

「でも、ペンタクルの10ってすごい特殊なアルカナだって聞きます。それこそ皇くんのアルカナと同じぐらい」

「そうですね。特殊なのは特殊です。ただ戦闘力がほとんどないのも事実です。ついでに治癒能力もありません。ただし治癒能力に関しましては──」

　羽玖の手から炎の文字が浮かび上がる。
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～Rankランク6 Cupsカップ13～






「え？　こんなちっちゃい子まで最高ランクなの!?」

　小さいと言われて不機嫌になるかとも思われたが、羽玖の表情は変わらない。

　やはり、詩乃独特のからかい方に腹を立てたのだろうか。

「雨宮さんまでランク６って、世界上位三十人が三人もこのパーティにいるって事ですよね。すごすぎるわ！」

　羽玖の守護アルカナの《Cupsカップ13》は別名《Queenカップ ofの Cupsクイーン》と呼ばれるものだ。

　小アルカナの中でもっともバランスが取れたアルカナだと言われている。

　図像的には、人形で装飾された玉座が水で満たされた大地の上に立っている。そこに座る王女のドレスは水と同化しており、彼女からまるで水が生まれているかの様な錯覚を受ける。

「羽玖さまの能力は治癒です。死んでいないかぎり、どんな致命傷でも生きていれば治癒する事が出来ます」

　詩乃が羽玖の能力を説明すると咲乃は飛び上がる。

「すごい、完全治癒能力って聞いた事はあったけど、本当にあるんだ！」

　完全治癒能力。たしかにこの能力は、あらゆる場面で有利なものだ。

　ただし即死しなければなのだが。

「あれ？　なんかお姫さまの炎がすごく揺れてるよ」

　止水が指摘した次の瞬間、

　羽玖が掌てのひらの文字が青色から、真まっ赤かな炎に変わる。
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～ RankランクI NXIVナンバー14～






　文字の表記が変わる。

　それを見た人間、その場に集められたパーティ全員の顔がこわばる。

　一人を除いて……。

「なんかお姫さまの文字が変わったよ。みんなアラビア数字なのにお姫さまだけローマ数字になったね」

　止水は脳天気に見たまんまを口にした。すると、「そんな事も知らないのか？」という視線で全員が睨み付つける。

　自分がそんな場違いな事を言ってしまった自覚がない止水は、その事にひどく驚いた様子であった。

　守護アルカナの種類だが、【Major Arcana大アルカナ】と【Lesser Arcana小アルカナ】がある事は先ほど説明した通りだ。

　その【Lesser Arcana小アルカナ】はさらに四つのスートにわかれる。

　スートとは四大元素の事である。

　それぞれの四大元素スートは、

《Wandsワンド》が『炎』。

《Swordsソード》が『風』。

《Cupsカップ》が『水』。

《Pentaclesペンタクル》が『大地』。

　これらが、各アルカナの能力の基底部分をあらわしている。

　この四大元素スートはさらに一から十四まで数字であらわされ、合計56枚の【Lesser Arcana小アルカナ】で構成されている。

　それに対して【Major Arcana大アルカナ】には四大元素の特性は存在しない。

　何故ならばそれぞれの寓意画が特性そのものをあらわしているからである。

　そのため【Lesser Arcana小アルカナ】で表記される四大元素スートの部分は、ナンバーをあらわす《Ｎ》と書かれ、さらにランク番号やアルカナの番号は小アルカナと区別するためにローマ数字で表記される事になっている。

　羽玖にあらわれた、《XIV》は十四番目の大アルカナをあらわす、これは『節制テンペランス』とよばれる大アルカナにあたる。

　これら、四大元素スートの力を理論化し実用魔術としたのが、ネテスハイム家の始祖であるアグリッパと歴史的錬金術師であるパラケルススである。

【Lesser Arcana小アルカナ】は別名『アグリッパ=パラケルススの56の力』と言う。

　神の力を分割した『フラメルの22の力』は『22の力』しか存在しないが、自然の力を利用する『56の力』は理論上いくらでも複製可能である。

　これこそが、【Major Arcana大アルカナ】にはダブりが存在せず、【Lesser Arcana小アルカナ】にダブりが存在する理由となる。

　そして、守護アルカナとひとくくりにされる二種のアルカナが、何故これほどまでに絶大な力の差を生み出すかの原因でもある。

【Major Arcana大アルカナ】は神の力、【Lesser Arcana小アルカナ】は自然の力、故に二つの力には大きな差が生まれる。

「こ、これって【Major Arcana大アルカナ】？　しかも『節制テンペランス』？　すごいこんなの初めて見た」

　咲乃が感嘆をもらす。

「『節制テンペランス』またの名を錬金術師のアルカナ」

　皇がつぶやく。

「ほう、『節制テンペランス』が錬金術師のアルカナとよばれている事をよくご存じですね。皇さま」

「《N》表記の《XIV14》と言えば『節制テンペランス』だし、守護アルカナの歴史を知る者なら知っていて当然じゃないかな？」

「そうでしたか。なるほど。

　でしたら羽玖さまは『錬金術師の幼女さま』なのですね」

「賢者を司つかさどる錬金術師のイメージは老人なんだけど、詩乃さんはかけ離れた事を言うのだね。

　あと、羽玖さまがこっち見つめているよ」

「あれは見つめているのではなく睨んでいるのです。

　羽玖さまはかわいい瞳ひとみなので睨んでいる様にすら見えませんが」

「錬金術師の幼女さまかぁ。なんか可愛い呼び名だねぇ」

「可愛くありません！　止水！　あなたもその幼女さまという言い方は禁止です！」

「あ、うん！　分かった。お姫さまはボクにとってはお姫さまだから、そんな言い方はしないよ」

「心の中ではするのですよね」

「うん、可愛い呼び名だからね」

「心の中でも禁止です！　あと詩乃さんは余計な事いわない様に！」

「なんて横暴でしょうか、ふたたび心の中まで禁止されるなど。

　先ほど従者の私が忠告した事などまったく聞き入れずに……、

　悲しいです。その様なお嬢様に育ってしまった事を、詩乃は悲しく思います。うっ……」

　その場で詩乃はハンカチで顔を隠す。

「[image: ]っ……、す、すみません。たしかに、心の中まで禁止はいきすぎかも……。

　詩乃さんの言う通りかもしれません」
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「ニヤリ」

「って！　今、なんか笑いましたよね！　ハンカチの隙間すきまから見えました！」

「さて、何の事やら、私はただ羽玖さまには、寛容な主君に育っていただきたいだけです。

　とりあえず心の中まではセーフだそうです。

　止水さま、あと三秒ルールも追加の様ですよ」

「勝手なルールを作らないでください！　だいたい三秒ルールって何ですか!?」

「三秒間の間に『幼女さま』を言い切れば大丈夫なルールの事です」

「実質使い放題じゃないですか！」

「Ｗｉ-Ｆｉなどのうたい文句の様な事を言いますね。羽玖さま」

「詩乃さんが言わせているのでしょう！」

「てへ」

　史上最高に抑揚よくようのない「てへ」であった。

　皇は少し困惑する。

　彼女は本当に従者なのだろうか？　主人である羽玖をもてあそんでいる様にしか見えないが……。

　いまいち、その関係性が見えない。

「これが《Ｎ》表記……、つまり【Major Arcana大アルカナ】をあらわすナンバーなのか、まさか噂が本当だったとは……」

　祁答院だけ、ずっと表情をこわばらせている。

　まるで羽玖にあらわれたパラメーターが好ましくないものであるかの様に……。




【Major Arcana大アルカナ】の番号表記《XIV14》にナンバーをあらわす《Ｎナンバー》を加えているため《NXIVナンバー14》となる。

【Lesser Arcana小アルカナ】との混同を避けるためアラビア数字を使った《Ｎ14》などとは決して表記されない。あくまでも表記はローマ数字なのだ。

　この表記差が、命運を分ける時もある。

　基礎能力アビリティ発動時には必ずパラメーターが出現する。

　逆にいえば敵にパラメーターを知られたくない場合はギリギリまで能力を発動させないという手がある。

　その場合、守護アルカナの加護オーラがまったくない状態、いわば丸腰状態となるので注意が必要とはなるが、時として得るものも多い。

　カードゲームにおいて手札は隠すにかぎるが、それはこの天球儀アーミラリースフィアゲームにおいても変わらない。

　実際、相手との実力差を見極みきわめるのは天球儀アーミラリースフィアの中で生き残る上で必要な事である。

　天球儀アーミラリースフィアにおいて戦いに勝つ事はなんら価値はない。

　極端な話、戦いに負けたとしても、天球儀アーミラリースフィアの謎を解き、その『至宝』を手に入れる事が出来たら、その人間こそが勝者となる。

　だから、逃げるために特化した能力は、攻撃以上に重宝されるぐらいである。

「あ……」

　羽玖が小さな声を出す。

　羽玖の掌に浮かんだ文字がゆらめいた後、ふたたび青くなり、元の表記に戻った。

　表記は《Rankランク6 Cupsカップ13》。

　羽玖は元に戻った文字を見て、息を大きく吐いた。

「羽玖さまは小アルカナのカップの13、そしてランクが６ですね」

　神氏が最終確認をする。

「はい」

　羽玖も頷うなずいて返事をした。

「え？　で、でも、今たしかに大アルカナの表記が」

　咲乃の疑問に神氏は答える。

「文字が赤くなったのは不完全な炎の証拠だ。安定しているのであれば青い。

　一瞬だけあらわれた文字はあくまでも彼女がその資質を持っている事を示すにすぎない」

「つまり現状での羽玖さまの守護アルカナは小アルカナでしかない。

　ただし、大アルカナの予兆が出ている」

「そういう事だ。皇、お前がよく知っている様にな」

　羽玖はあくまでも、現状は小アルカナのカップ13であり、【Major Arcana大アルカナ】にあたる『節制テンペランス』ではない。

　ただし、その能力の発現がかなり近いのも事実ではある。

　咲乃がふと見ると、祁答院の口が一文字に結ばれていた。

「どうしたの？　さっきからなんか怖い顔してるけど」

「いや……」

　祁答院が咲乃に小声で囁ささやく。

「ここに来る前にある噂を聞いていてな」

「噂？」

「ネテスハイムの要人で大アルカナ『節制テンペランス』に目覚めつつある人物がいる」

「要人というか、それって目の前にいる雨宮さんの事だよね」

「ああ、そうだな。その要人が雨宮羽玖さまだった」

　祁答院はさらに険しい顔をする。

「ど、どうしたのかな？　すごい顔だけど……」

「『節制テンペランス』のアルカナは不老不死を操あやつる能力があるといわれている」

「不老不死って？　え？　死なないって事？」

「ああ、不死者アデプトというらしいが、この能力は他の血流にとって非常に厄介やっかいなので、その覚醒かくせいを他の血流は死にものぐるいで止めに入るらしい」

「な、なんで？」

「古今東西、不老不死といえば支配者が一番欲しがる力だ。それを十三血流の中でネテスハイム家のみが手に入れるなど他の血流が許すわけがない」

「で、でも守護アルカナの力って、地上だとほとんど使えないじゃない？　あれはあくまでも天球儀アーミラリースフィアが生み出す力であって」

「俺もつい最近、知った事なのだが……、

　十四番目のカード《節制テンペランス》は《錬金術師アデプト》とも呼ばれてきた。

　長い歴史の中で錬金術が目指したのはまさに『不老不死』。

　それに守護アルカナの力は地上でまったく使えないわけじゃないだろ。『門』が近ければ力は作用する」

「つまり、『不老不死』の力を地上でも操る事が出来るという事なの？」

「分からん、ただ俺が知っている事が正しいとすれば、『節制テンペランス』の芽は必ず他の血流によってつぶされるだろう」

「それってどういうことなの？」

「簡単に言えば、今回の天球儀アーミラリースフィアゲームで俺達はすべてのパーティの標的になるって事だ」

「す、すべてのパーティの標的って……、そ、そんなのさすがに言い過ぎじゃないかしら？」

　祁答院は黙ったまま答えない。

　不完全な炎である赤い文字であろうと、彼女の下にその名はあらわれたのだ。

　その覚醒が近ければ近いほど、天球儀アーミラリースフィアゲームは彼女をめぐって熾烈しれつな戦いとなる。

　だとするならば、雨宮羽玖を含めるネテスハイムのパーティは間違いなく標的にされる。

「今回のダンジョンクラスってＳなんでしょ？　それだけでもきついのにこのパーティが標的とかになったら、私とか生きて帰れる気がしない……」

「俺自身、少なからず動揺している。クラスＳのダンジョン、そしてすべての血流から標的にされるパーティ。

　棄権するのなら今かもしれないぞ。咲乃」

「祁答院くんはどうするの？」

「棄権なんて出来るか。俺はこのネテスハイム社で生きているんだ。これは俺だけの問題じゃない」

　祁答院が言うネテスハイム社で生きるとは、ネテスハイムの経済圏の中で生きていくという意味である。

　このゲームから降りるというのは、彼の一族そのものがこの経済的恩恵の場から降りると同義なのだ。

「私だって、降りられるわけないよ。お父さんの地位だって、私がこうやってがんばったから得られたんだもん」

「少なからず、このゲームに参加させられている人間はみんなそうだ」

「私達って、やっぱり、雨宮さん助けなきゃいけないのかな？」

　その質問に祁答院は何も答えない。

「ご、ごめん……当たり前だよね」

　その後、祁答院は唇を嚙かんだ。

　祁答院と咲乃は、羽玖の『節制テンペランス』覚醒の事もその意味も知らされていなかった。にもかかわらずこの危険な天球儀に挑まなければならない。

　その事が二人の心にかすかな不信感を抱かせていた。

　だからこそ皇は言った。

「大丈夫。僕たち三人ならばどんな試練だって乗り越えられるよ」

「す、皇くん？」

「ごめん、ボクはこの事を知っていたんだ。だけど、今回のメンバーが誰になるかまでは分からなかった。

　君達だと分かっていたら、この事実を事前に伝える手段もあったかもしれないのに」

「いいや、皇が気に病むことはない。どちらにしても召喚状が来たのならば、俺達はここに立たなければならないのだからな。

　それに今回はお前がいてくれて本当に助かった」

「うん、そうだよ。皇くんがいてくれて良かったと思ってる。

　私達は何度も組んで天球儀アーミラリースフィアダンジョンを攻略してきたんだから、今回だって大丈夫、きっとやれるよ」

「そうだよ。僕たちなら出来る。必ずこの試練を乗り越えよう」

　皇のこの行為は大枠で正しい。

　たしかに亀裂が入りかけていたパーティの絆きずなを再び固める行為ではある。

　だが、別の見方をすればあくまでも三人の結束だけが強まったともいえる。

　それ以外のメンバーである羽玖や詩乃そして止水との溝が埋まったわけではない。

　切り札としての彼のこの判断が、その後どの様な意味を持つだろうか。




「え？　何これ？　ランク０って何？　それよりもＮＯノーって何？　ＮＯノーって否定ひてい語でしょ？」

　止水が叫ぶ。

　だが、その光景を見たのならば、むしろ叫びたいのは他のメンバーであったかもしれない。

　彼の掌に青く浮かんだ文字は、
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　ランクは０となっており、さらに守護アルカナの欄にはＮ０と書かれていた。

「し、司祭さまが手を出せって言ったから出してみたら文字は出たよ。でも、な、なんかみんなと違うねぇ」

　頭を強くかきながら止水が言い訳らしき事を言うが、咲乃は黙っていなかった。

「ちょ、何それ!?　いくら七区だからって！　あなただって、ここに召還されたんだから、それなりに力はあるって事じゃないの!?」

「えっと、ボクも良く分からないなぁ」

「ランク０って何よ！　それよりも守護アルカナの表示がノーって何よ！　こんなの見たことがないわ！

　つまりあなたには守護アルカナがなくて、なんの能力もなくて、まったくの無能って事なのかしら!?」

「し、知らないよ！　そんな事言われても！」

「すべてのパラメーターの確認は出来た。

　知ってのとおり、基礎能力アビリティを発動させるとパラメーターが自動的に出現する。

　パラメーターが表示されるという事は手の内を明かすという事にもなるから気をつけろ」

「だ、だったら、パラメーターが表示されたんだから、ボクにも基礎能力アビリティはあるって事ですよね」

「いいや、ランク０ならば基礎能力アビリティは０だ。パラメーターが表示されるのはあくまでも天球儀アーミラリースフィアの力だ」

「ああ、最悪！　一つだけ言っておくわよ！　昕門くんって言ったっけ？

　君は絶対にパラメーター出しちゃだめよ！　出したら間違いなく相手が襲ってくるから！」

　咲乃の言うとおり、今回のゲームで羽玖が所属するネテスハイムの名は厄介だ、さらにランク０がパーティに混ざっているなどとバレたらカモ以外の何物でもない。

「さて、そろそろ二つの鍵かぎを授与しておこう。

　一つは『至宝』の鍵。

　もう一つは『門』の鍵。

『至宝』の鍵は、当然、『至宝』を手に入れるための鍵となる。

　これが失われたら『至宝』は手に入らない。

『門』の鍵だが、これは天球儀アーミラリースフィアをくぐるための鍵だ。

　これがなければ天球儀アーミラリースフィアダンジョンに入れないし、帰ってくる事も出来ない。

　当然これが失われた場合は、天球儀アーミラリースフィアダンジョンから出るのは不可能となる。

　つまりは生きて帰ってこられないという意味になる。

　どちらも大切な鍵だ。失わない様に細心の注意を払え」

「『至宝』の鍵は私が受け取ります」

　羽玖が手をあげる。

「いや、『至宝』の鍵はもっとも敵に狙われやすい。それこそボクが授さずかるよ」

「いいえ、皇さまがおっしゃりたい事も分かりますが、『至宝』を手にしたいのは我が一族なのです。だからネテスハイムの血族の人間として、この鍵は私があずかります」

「雨宮さんが言うのだから『至宝』の鍵はまかせた方がいいわ。

　それに私は『門』の鍵を皇くんが受け取った方がいいと思う」

「そうだな。皇が持つのが一番安全だろう。

　あれが失われたら、帰りの切符を失うのだからな」

「それで決まりなのだな。

　ならば、この二つの石版に手を置くが良い。

　右の石板が『至宝』の鍵。

　左の石板が『門』の鍵だ」

　神氏が言い終わらないうちに、なんと昕門止水が左の石版に手を置いた。

「な！　きさま！　なにを!!」

　祁答院がその手を引き剝はがそうとするが、手遅れであった。




　シュバッ──




　止水が石版に手を置いた瞬間石版から白色はくしょくの炎がわきあがり、それが止水の手の甲に宿る。

「へぇ、これが鍵なんだ。手の甲に鍵の様な紋章が記されるんだねぇ」

「ど、どういう事だ。止水くん！」

　さすがの皇もこの行動を読む事は出来なかった。

　いきなり鍵を奪い去る様な真似まねを止水がするとは。

「簡単な事だよ。この鍵って、帰りの『門』も開くものだよね」

「ああそうだ!!　お前が持っていていいものではない！　だから今すぐ石版に戻せ!!」

「何を言っているのだ祁答院。

　一度授与された鍵が石版に戻るわけがないであろう。

　この鍵は天球儀アーミラリースフィアダンジョン『ダイダロスの館』が消えるまでこの昕門止水に宿る」

「この鍵って、ボクが死ぬとどうなるのですか？　司祭さま？」

「当然、失われる。お前が死ねば、全員が今回の天球儀アーミラリースフィアダンジョンに閉じこめられる事になるだろうな。

　さらに言えば、お前が生きていたとしても、腕が切り取られたりすれば同様の結果になるだろう」

「やっぱりそうなんだ」

「やっぱりって何だ！　きさま！　自分が何をしたのか分かっているのか!!」

「ああ、分かっているよ。ボクは冷静だ。

　残念だけどボクには何の力もない様だからね。生き残るための手段ってヤツを考えたんだよ。

　こういうデスゲームって、漫画とかアニメだと裏切りとかつきものなんだ、だとしたら普通に考えてお荷物なボクは最初に見捨てられる可能性が高い」

「お前のその身勝手な行動は、裏切りに等しい行為だ！」

「祁答院くんだっけ？　君がボクの行動をどう捉とらえようが関係ないよ。ボクはただ、自分の生存の可能性が一番高い事をしただけだ。

　こういう事をやっちゃいけないってルールなんてないんでしょ？」

「止水くん、君は勘違いしているよ。そもそも天球儀アーミラリースフィアゲームはデスゲームじゃない。全員が協力してクリアしなければならない。とうぜん信用関係が非常に大事なんだよ。

　君のやった行為は、その信用関係を壊しかねない」

「優等生らしい皇くんの意見だね。

　ただ、安心していいよ。ボクは今は能力がないけれども、絶対に必要な人間だから！」

「何を根拠にそう思うんだ！　お前は！」

　祁答院が止水に摑つかみかかる。

「だ、だって、ボクはこのゲームによばれたんだからさ。

　それってボクに何かしらの資質があるって事なんだよ。たぶんすごい能力がボクには隠されているんだ。それが目覚めるのがこのダンジョンなんだと思う」


「はぁぁぁ？」



　大きく息を吐いたのちに咲乃が声を荒らげる。

「いい！　良く聞きなさい！

　天球儀アーミラリースフィアダンジョンでいきなり資質に目覚めるなんてあり得ないのよ！　守護アルカナを手に入れるためには、それに応じた手段を講じなければならないわ。それにはとてつもない努力が必要なの。

　もし仮に、運良く守護アルカナを授かったとしても、最初はランク１からのスタート。

　私はランク１の基礎能力アビリティからコツコツとここまでのぼりつめてきたから、それがどれだけ大変か分かる！」

「君はそうかもしれないけど、ボクは違うね！　たぶん、一瞬で力を手に入れるんだ！」

「そんなわけないでしょ！　いい加減にしなさいよ！　あなた！」

「さ、咲乃さん……」

　咲乃のすごい剣幕に皇は驚く。こんな短期間でこれほど空気が悪くなるとは……。

　もう一つの石版が金色こんじきの炎をあげる。

　羽玖の手に至宝の鍵が浮かび上がる。

「もう良よいでしょう。

　言い争うのはやめましょう。そろそろ『門』をくぐらなければなりません。

　夜が明けるとこのダンジョンは消えてなくなります。

　そうしたら私達は本当にこの地上に戻ってくることが出来ません」

「よくないわ！　だいたい、私達はあなたのせいで！」

「咲乃！　やめないか！」

　祁答院が咲乃を怒鳴る。

　さすがの咲乃もハッとする。怒りに身をまかせて、自分はとんでもない事を雨宮羽玖に言うところであった。

「ふふふ、『門』をくぐる前にここまでパーティ内部が崩壊しているのを初めて見るぞ。

　貴様らは生きて帰ってくる気があるのか？」

「ありますよ！」

　祁答院が神氏に怒鳴る。

「だったら！」

　神氏の鋭い声に、一同固まる。

「だったら、雨宮さまがおっしゃる通りではないか？

　すべての用件は終わっている。速やかにダンジョンにもぐるべきだろう。

　いまさら騒いだところで状況は何も変えられない。

　違うか？　県？　祁答院？」

　反論の余地はない、二人は黙るしかない。

「そうだよ。もう済んだ事だし、君達も少しはお姫さまやこの司祭さまを見習った方がいいよ。君達はすぐに怒って話にならないな！」

　他人事ひとごとのように止水が文句を言う。

　二人が再び止水を睨む。

　その視線に驚き、止水は神氏の後ろに隠れる。

　どういう状況だ？　これは？

　話にならないどころの騒ぎではない。

　この様な人間が、今回のクラスＳの天球儀アーミラリースフィアダンジョンに混ざるとは、誰が予想したであろうか。

　すでにパーティの信頼性はぐちゃぐちゃになりつつある。

「不確定要素がこれほどまでとは……」

　さすがの皇も呆然ぼうぜんとした。




　ジャキン　ジャキン　ジャキン　ジャキン　ジャキン──




　鋼鉄の音をたてて、地面からいくつもの筒が飛び出る。

　パーティがいる場所から天球儀アーミラリースフィアの中心部に向かって、その筒は階段状に高くなっている。

「さて、鍵の授与も終わった。そろそろ『門』をくぐってもらおうか。

　良い結果を楽しみにしている」

「神氏さまが言う、良い結果とはどの様なものなのでしょうかね」

　皇は神氏に向かって言う。

　神氏は笑いながら答えた。

「ネテスハイム家にとってもっとも優良な結果だろうな。

　当然、切り札であるお前の働きとやらにも注目はしている」

　切り札としての皇。

　その言い方に皇は表情を変えずに答えた。

「切り札は隠れてこその切り札。その様な言い方をされる事自体が嫌がらせです」

　皇はきびすをかえし階段を登りはじめる。

　神氏に問うた自分が愚かであった。

　自分は自分が望む未来のために、この門をくぐらなければならない。そう、自分に言い聞かせた。

　階段を登り終えると、皇はガラスの球体の中に入っていった。

「え？　今、ガラスすり抜けなかった？」

　天球儀アーミラリースフィアの中心部の球体に入り込んだ皇を止水は指さした。

「うるさい。いいからお前も入れ」

　祁答院に背中を押され、止水も球体の中に入る。

　球体内部は美しい幾何学きかがくの光の模様で満ちている。

「すごい。これどうなってるの？」

「いいから、手をかざせ、そして『門よ開け』と心で念じろ」

「こ、こうかな？」

　止水は光が幾層にも重なる球体の中で手をかざし、心の中で念じた。




　ガガ……ガガガシュンガシュンガシュン──




「な、何？」

　球体を取り囲むリングがゆっくりと回り出す。

「集中しろ！　お前が鍵を選んだのだから、せめて『門』を開ける事だけは集中しろ！」

　祁答院に言われ、止水は門を開く事に集中する。




　ガシュンガシュンガシュンガシュンガシュガシュガシュ──




　リング達がどんどん加速していく。その速度はすでに目で追いかけるのが不可能なぐらい。

　ただ眼前には高速で移動するリングの残像だけが見える。

　そして徐々にその残像によってガラスから見える風景が白く溶けていく。

「す、すごい回転……」

　リングが回転する音と、その残像だけが見える。

　さらに加速するリング。徐々に球体の幾何学の光が大きくなっていく。

「つながる……」

　皇はぽつりとつぶやいた。
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「ここは？　え？　どこ？」

　ダンジョン？　これが？　とてもじゃないがそうは見えない。

　足下には、先ほどの球体の直径と同じ円形が描かれている。

　それが唯一、先ほどの『門』と関連づけられていたが、それ以外はまるで無関係。

　突拍子とっぴょうしもない空間にネテスハイムパーティは立っていた。




　そこは夕方の教室であった。

　綺麗きれいに並べられた机と椅子いす。

　教壇。後方のロッカー。

　右側のガラス窓から差し込む赤い光。

　それらすべてが日常の象徴であり、ダンジョンという名前から想像されるものでは無かった。

　ただし、黒板に書かれた文字だけは異質感をかもしだしていた。




「な、なにこれ？　これって教室？」

　不安そうに咲乃さくのがつぶやく。

「いや、教室じゃない。あくまでもここは天球儀が作り出したクラスＳの超難易度のダンジョンだ。あいにく俺おれはこんな形態は見た事がないが、皇すめらぎは？」

　祁答院けどういんの疑問に皇は答える。

「そうだね。ボクの経験だと、クラスＳ以上のダンジョンはらしくない形状が多いね」

「らしくない？　それはダンジョンらしい姿をしてないという事か？」

「ああ、そうだね」

「なんでそんな事をするのかしら？」

　咲乃は四方を見渡しながら皇に問いかけた。

「擬態だよ」

「「擬態？」」

　祁答院と咲乃の声がかぶって二人は顔を見合わせる。

「動物のあれだよ。体の色とか形などを周囲の物や動植物に似せるやつ。

　まぁ、クラスＳのダンジョンの場合は、侵入者を捕食するための擬態と考えればいい」

「それってどういう事なのかしら？」

「端的に言えば、その場にいる環境に自然と人間の心理は引っ張られる。たとえばＶＲってあるでしょ？」

「ＭＭＯで使うヤツだね！　ゴーグルをつけて体感するやつ、バーチャルリアリティの頭文字」

　何故なぜかうれしそうに止水しすいが答える。

「たとえば自室でＶＲゴーグルをつけているとする。

　その映像が、超高層ビルの間の綱渡りだったりすると、それが映像にすぎないと自身で分かっていても、人の心拍数は上がり、脈拍も高まるし発汗や軽い喉のどの渇きなんかも覚える。つまり安全状態なのに人は視覚情報だけで緊張状態に陥おちいるわけなんだ。

　この逆があるとしたらどうなると思う？」

「え？」

「本来超高層ビルの屋上から綱渡りをしているのに、見ている映像は道路の白いラインで自分はその上を歩いている、子供の時やった遊びだけど。視界情報がこんなだったらどうかな？」

「恐怖心が薄れるかしら」

「そうだね。恐怖心は薄れ、人によってはリラックスするかもしれない。

　それが短期間ならいいけど、何時間も続いたらどうなるだろう？」

「あ……」

　危険を知らせるシグナルっていうのはそれなりに重要である。

　危険なシグナルを感じる事によって生物は緊張状態になる、何故ならばそれが生存率を一番高める反応だからである。

　緊張状態とは、長い自然淘汰とうたの中で生物が獲得した機能なのである。

『危機』に対して生物に刻まれた正しい反応が『恐怖』だとも言える。

「つまり、このダンジョンは日常的な風景を演出する事によって、俺達から危機感を奪うという事か？」

　祁答院の答えに皇は静かに頷うなずく。

「窓の外の夕日、このオレンジ色って何かを連想するよね。

　多くの人が暖炉とかロウソクとかのオレンジ色の炎を見ると安心する、たぶん石器時代のたき火のイメージが残っているのかもしれない。

　このダンジョンは人の根源にある心理を操作する事を狙ねらっているんだろう」

「すごい！　さすが皇くん！　こんな短期間でそこまで見抜くなんて！」

　咲乃がはしゃぐ、もちろん脳天気でこんな態度をしているのではない。

　クラスＡすら体験した事がない咲乃にとってはクラスＳはあまりに未知な領域すぎる、彼女は今にも恐怖で押しつぶされそうなのだ。

「いや、これからだよ。まずはあの黒板の文字がなんなのか考えないと」

　その声に、咲乃が少しだけしょんぼりする。頼りにしている皇に『これから』とはあまり言ってほしくなかった。

「ああ、あれか、あの文字はいかにも、謎なぞを解く鍵かぎといった感じだな」

　祁答院の態度にあまり変化はなかった。

　クラスＡに何度か挑戦した事がある彼にとって、クラスＳはいつかは挑戦しなければならないダンジョンである。

　当然彼も緊張はしていたが、だからといって不安に押しつぶされるほどではなかった。

　そんな二人を皇は注意深く観察する。

　彼にとって、良よく知っている二人の変化は重要な情報だ。

　彼がこのダンジョンをクリアしつつ、使命を全うするには祁答院と咲乃の協力が不可欠なのである。

「皇くんが言う黒板の文字ってこれ？」

　止水が黒板を指さす。

　黒板には以下の様に書かれていた。





七人の司祭はそれぞれ雄羊の角のラッパを携えて『約束の箱』に先立たなければならぬ。

そして七日目には七度町を廻まわり、

司祭たちがラッパを吹き鳴らしたら、

民はみな大声で叫ばねばならない。

そうすれば、町をめぐる石垣は崩れ落ちるのだ。






「黒板に書かれたこれって、このダンジョンの解読に関かかわる文章だよね。どういう意味なのかしら？」

　咲乃が皇の方を向く。

「これは旧約聖書のヨシュア記だ。

　たしか、モーゼの弟子であるヨシュアがユダヤ軍を率いて伝説の城塞都市エリコを制圧して、約束の土地カナンを手に入れる話だったと思う」

「皇さまがおっしゃるとおり、これは旧約聖書のヨシュア記でしょう、この六章はまさに城塞都市エリコを攻め落とした時の物語です」

『門』をくぐってから一言もしゃべらなかった詩乃しのが発言した。

　黒板の文字を見つめ、すこし思案した後にふたたび詩乃が口を開く。

「エリコの記述があるというのは、かなり不可解なものとも言えます」

「不可解？　なんで詩乃さんはそう思うのかしら？」

　咲乃の疑問に詩乃はゆっくりと答える。

「この天球儀アーミラリースフィアダンジョンは『ダイダロスの館』と名付けられました。だとしたらミノタウロスに関わる伝承が攻略の鍵となります。

　ミノタウロスといえば地中海の島クレタを舞台にした神話です。

　それなのに何故、地理的に無関係な旧約聖書ヨシュア記の城塞都市エリコの伝承なのでしょうか？　エリコは死海の北西部にある町です」

　詩乃は皇に向かって問うが、彼は横に首を振る。

「クレタとエリコ、この二つを結ぶ何かがあるのは間違いないと思う。

　だけど、今のボクには分からない」

　その場が沈黙に包まれる。

　この旧約聖書の一節とミノタウロスに何かしらの関わりがあるのは間違いない。だが、その二つを結ぶ答えを誰だれも持ち合わせていないようだ。

「どちらにしても、残り六時間、あまり悠長ゆうちょうにしている時間はありません」

　詩乃が不思議な見慣れぬ物体を取り出す。

　パッと見は真鍮しんちゅう製の日時計羅針盤ディプティックコンパスの様に見える。

　ディプティクとは二つ折りの意味で、羅針盤コンパスを蓋ふたの様にリング状の日時計が覆おおっている。

　中世ヨーロッパで盛んに製作された携帯用の日時計で、針ノーモンの角度を変える事でいろいろな場所で正しい時間を知る事が出来たという。

　なのだが、この機械のコンパス部分の針はＳ極とＮ極ではなく、時針と分針と秒針に分かれており、それらの針が正確に時を刻んでいる。

「これって時計かしら？」

　咲乃が珍しそうにその機械を見つめる。

「はい、魔術式機械の一種で地上の時間を正しく伝えてくれるものです。見た目が羅針図コンパスに見えるのは、時以外、空間なども正しく伝える装置だからです」

　天球儀アーミラリースフィアダンジョンにおいて、通常の時計では当てにならない。この様な特殊な機械が必要となる。

　それでも、こんな奇妙な形のものを咲乃が見るのは初めてだった。

「天球儀アーミラリースフィア用の懐中時計は見たことがあったけど、こんな形をしたものは初めて見るわ、なんか高級そう」

「咲乃さまが言われたように、これは魔術式機械時空時計ディプティックダイアルとよばれるもので高価です。羽玖はくさまの従者の特権といったところでしょうか」

「他ほかに気になる点はなかった？　ほんの微妙な差異でもヒントになると思うんだ」

　皇は落ち着いた様子で他のメンバーにも意見を聞く。

「差なのかどうか分かりませんが、ドアの位置が教室としてはあまり見た事がないものです」

　詩乃が教室の扉を指さす。

　右の壁の後ろ側に一つ、もう一つは前方の壁、黒板の脇わきに扉がある。

「右のドアは良く見るものですが、黒板の脇にドアがあるという構造はあまり見た事がありません。

　あと、ここにある机の天板は相当硬いみたいです。

　だいたいこのぐらい──」

　どこから取り出したのか、詩乃は無骨な形をしたナイフを手にしている。

　そしてそれを力一杯机に突き刺す。

　教室に普通にある机、木製の天板にナイフがグサリと突き刺さると思われたが。

　キィィン──かなり大きなエコーがかかった奇妙な音が響く。

「きゃっっ」

　この音に咲乃が悲鳴をあげる。

「突然！　驚くじゃないですか！」

「少し確かめたい事がありまして」

　詩乃はナイフの先端を見つめる。

「刃こぼれしません」

「そのナイフの形状を見る限り、あえて詩乃さんは欠けないものを使ったと思ったのですが」

「皇さまが言う通り、たしかに欠けづらい平たい刃先ブラントティップブレードにしたのですが」

　平たい刃先ブラントティップブレードはその名の通り刃先が尖とがっていない、故ゆえに先端の耐久性が非常に高く、ドアをこじ開けるときなどにも使われる。

「今の音は金属がぶつかり合うものとも違いました。まるでエコーがかかったような奇妙なもの。

　ここにある構造物はたぶん私達が知る素材ではないのでしょう、それでも見た目はなじみ深いものです。

　たぶんテクスチャーの様なものが貼はられているのかもしれません」

　落ち着いた様子で羽玖が机を撫なでる。

　テクスチャーといっても表面の質感まで完全に再現されている、木には温かみを、フレームには金属の冷たさまで感じる、かなりの完成度だ。

「それにしても詩乃さんは良く気がつきましたね。どうやって？」

　皇は小鳥遊たかなし詩乃とパーティを組むのは今回がはじめてだ。彼女ともなるべく多く意思疎通しておきたい。

「企業秘密です」

「って詩乃さん！」

　咲乃が詩乃に突っかかる。

「冗談ですよ。

　隠し持っていたナイフで机の木製部分を削り取ろうとしたのですが、まったく傷つかなかったので、試しに突き刺したまでです。

　平たい刃先ブラントティップブレードの場合は打撃的な意味合いも強いので、この構造体の硬度こうどおよび靱性じんせいがどの程度か想像出来ます」

　詩乃は部屋中を見回してからぽつりと言う。

「この部屋、あり得ないぐらい跳弾します」

　皇は舌を巻く。

　たしかに物体の硬度だけでなく靱性も重要だ。

　靱性は粘りだと考えて差し支えない。

　いくら硬い物質でも粘りがなければ、打撃の力を逃せずに砕け散る。

　たとえば、硬度が高いといわれるダイヤだが実は靱性が低い、ナイフなどでひっかいても決して削れないが、ハンマーなどで叩たたくとダイヤはいとも簡単に砕ける、当然、ダイヤは銃弾などで撃ち抜くことが可能だ。

　逆に言えば硬度と靱性共に高い物質は撃ち抜く事が出来ない。

「突き刺した時の手元の感覚が異常でした。力を分散されている感じといいますか、良く跳ねると言えば分かるでしょうか？」

　壁に当たった銃弾が砕けずに跳ね返って飛び回る、これが跳弾だ。

　跳弾は弾丸が変形しているので、直接銃撃を受けた時よりひどいダメージを与える。

　つまりこの空間で拳銃の様な武器は危険である。

　敵か味方かどちらにしても、銃火器が使えない。詩乃はそれを確認していた。

　詩乃の行動および推察はかなり素早く明晰めいせきだ。

　彼女は皇と同じく最上位ランカーであるが、たぶんこのクラスのダンジョンにもぐるのははじめてではないのだろう、『門』をくぐってから常に現状分析を怠おこたっていない。

「そ、そうだったんだ。ごめんなさい。大きな声だしてしまって、詩乃さんがそんな事を調べているなんて気がつかなくて……って？　詩乃さん？」

　詩乃がまだナイフの刃先を見ている。

「どうしましたの？　まだ気になる事があるの？」

「面白おもしろいぐらい力を分散させてます。

　刃こぼれどころか一切いっさいの痕あとすらありません。

　素晴らしい素材です……ふふ」

　ナイフの先を見ながらニヤリとする詩乃を、咲乃はなんとなく不気味に感じた。

「なんか、この先すごいよ！」

　脳天気な声の先を見ると、止水が前方のドアを開けている。

「ば、バカか！　どんな危険があるか分からないのにドアを開けるなんて！」

　祁答院が止水を怒鳴るが、その声から逃げる様に止水はドアの先に行ってしまった。

　その先でさらに止水の脳天気な声が聞こえる。

「この先はとりあえず安全らしいな」

「そうみたいだね。僕らもこの先に行こうか」

「ああ、そうだな……」







　くぐった先はまた夕焼けの教室であった。

「また、教室？　え？　でも何これ!?」

　咲乃は声を上げる。それほどに奇妙な教室であった。

　左右の両壁共にガラス窓。

　ガラス窓からはここと同じ教室が見える。さらにその教室のガラス窓から奥の教室の姿が見える、その先にも教室らしき姿、教室の連鎖がどこまでも続く様に見えた。

「も、もしかして、このダンジョンって無限に教室が並んでいるんじゃ？」

　咲乃の言葉に一同黙る。その可能性は皆無かいむではない。

「いや、天球儀アーミラリースフィアダンジョンには時間制限がある。だったら無限という事はあり得ないハズだ。あくまでも有限な空間であると考えた方が無難だと思う」

　皇はあくまでも冷静に答えた。

「それまでにクリアしないと『門』が閉まって、私達は永久に地上に戻れない事になる……」

「咲乃、そんな心配をするよりも、このダンジョンの謎を解く事に集中しろ。何かしらヒントがあるはずだ」

　祁答院と咲乃のやりとりなどおかまいなく、詩乃と羽玖は注意深く教室の内部を探っている。

「答えですか？　答えがあるとしたら、先ほどの一文でしょう。

　あのヨシュア記がこのダンジョンの謎を解く鍵です。

　さて──」

　ガラスを触りながら歩いていた詩乃が突然、ガラスにナイフを突き立てる。




　キィィン──




　先ほどと同じ様に奇妙な反響がする。

「ガラスに見えますが違いますね。手応てごたえや音など考えると、先ほどと同じ材質の様にも感じます」

　皇もそう思った。これをガラスだと思わない方がいい、強固な素材で出来た壁と考えるべきであろう、だとしたら。

「閉じ込められると厄介やっかいかもしれませんね」

　ため息と共に詩乃がこの教室への見解を述べる。

「閉じ込められる？　え？　この部屋ってそういう仕掛けがあるの？」

「いいえ、それは分かりません。ただ不用意な事は出来ません」

「不用意な事って……。

　そ、そういえば、昕門あさかどくんの姿が見あたらないのだけど！」

「昕門!?　また、あいつか！」

　祁答院が青筋を立てて怒鳴る。それに答えるかの様に前方の扉から声がした。

「こっちも教室だよ！」

「あのバカ勝手に先に進んだのか？　皇、あいつをどうにかしろ！　あんなに考えなしで進んでいったら、命がいくらあっても足りない」

　祁答院の指摘はおおむね正しい。

　ここがクラスＳの天球儀アーミラリースフィアダンジョンである以上は、何かしらのトラップがある事はほぼ間違いない、考えなしに歩き回るのは命取りとなる。

「そうだね。注意した方がいいかもしれない」

　前方の扉をくぐると、止水がさらに前方の扉の前に立っている。

「すごいね皇くん。横が教室なのはガラスだから分かるけど、前の扉の先も教室なんだね。

　つまりこれは四方向どこに進んでも教室があるって事だ。うんうん、なるほどねぇ」

　うれしそうに頷く止水に、皇は近づきながら説得するように話しかける。

「止水くん！　あんまり動いちゃだめだ！　危険なんだよ」

「危険？　なんで教室が危険なのさ。それにこれってゲームなんでしょ？　だったら早くクリアしないとダメだよね！」

　教室にしか見えない天球儀、新人ルーキー以前に何の知識もない止水にこの場所が危険だと認識させるのは思おもいの外ほか難しいらしい。

「止水くん、危険に見えないのはこの天球儀アーミラリースフィアダンジョンが擬態しているからにすぎないんだよ。

　なんども言うけど、教室に見えるこの空間は似て非なるものなんだ。

　これがゲームだという考えを捨てないと、君はここから生きて帰れない」

「だってゲームじゃん。これって天球儀アーミラリースフィアゲームって呼ばれるのをボクはちゃんと知っているんだから！」

「そうじゃないんだ。十三血流じゅうさんけつりゅうからしたらこれはゲームかもしれないけど、その手札にすぎないボクたちにとっては命がけでクリアするダンジョンでしかない。

　ここは簡単に人が死ぬ様な空間なんだ」

「そんな事言ってもボクは怖くないよ！　ボクはゲームは得意なんだもん。たぶんこのゲームの謎だって分かっちゃってるし！」

「分かってる事があるのなら情報共有しよう。止水くんの考えを聞かせてほしい！」

「いやだよ。せっかくボクだけが分かってるのに！」

「お前程度が分かるわけないだろ!!」

　皇の背後に立っていた祁答院が怒鳴る。

「なんだよその言い方！　祁答院くんだっけ？　少しいい学区通っているからって、君は失礼すぎだよ！」

　祁答院は舌を鳴らす。

「皇、あいつに何言っても無駄だ。俺にまかせろ」

　祁答院が皇の前に出る。

「う、うわぁ、な、何する気なの！」

　拳こぶしをボキボキ鳴らしながら止水に近づく祁答院、どうやら力尽くで言う事を聞かせる気らしい。だが、それは逆効果だ。

「あ、ま、待てっ」

　その形相に止水はさらに前方の扉に逃げてしまう。

「だめだよ！　祁答院くん、止水くんを刺激しちゃ」

「何故だ！　あんなヤツがいたら、俺達命がいくつあっても足りないぞ!!」

「そうだけど、彼が『門』の鍵を持っているのだから、ボク達が守らないといけない」

「くそ！　雨宮あまみやさまが『至宝』の鍵を手にしたのは分かるが、何故、あいつが『門』の鍵を！　ええい忌々いまいましい！」

「それは、ボクの想像力不足だよ。まさかあんな事をやるなんて思わなかった」

「いや、皇のせいではないだろ」

「違うよ。彼とボクは同級生だ。だったらボクが一番彼の性質を知っているとも言える。にもかかわらず何も出来なかった」

「皇……」

　通り抜けた扉から止水の声が響く。

「ボクは君達みたいに臆病おくびょうじゃない！

　誰よりも早くこれをクリアして、そして上の人に認めてもらうんだ！

　そうすれば、ボクだって君達みたいに上のランクの学校に行けるんだ！」

　止水が叫んでいる。

　彼はこのゲームをクリアする事により、ネテスハイム学園で高いランクの高校に行けると信じている。

　たしかに、このゲームをクリアすれば自分のみならず家族も良い待遇を受ける事にはなるだろう。

　だとしても、天球儀アーミラリースフィアゲームにおいては何の能力も持たない人間が無闇むやみに歩き回ってどうにかなるものではない。

　それは訓練も受けず何の装備もなしで戦場の最前線に突き進む行為に等しい。

「止水くん待つんだ！　そんな先に急ぐと本当に危ない！」

「待つもんか！　君達はボクが『門』の鍵を持っているから心配なんでしょ！　だったら一生懸命ボクを守ればいいだけじゃないか！　それが君達の使命なんだから！」

「だとしたら無闇に動かないでくれ！　そんな速度で動かれたら君を守りたくても守れないじゃないか」

「うるさい！　指図さしずするな！　皇くんだって、これまで誰よりもはやく天球儀アーミラリースフィアゲームをクリアしてきたから、ランクとかいうヤツが上がって、みんなからちやほやされたんだろ！

　ボクばっかりバカにされて！　くやしいよ！　ボクだって出来るんだ！」

　それは止水の勘違いでしかない。

　０をいくらかけても０は０のままなのだ。

　ランク０の止水には磨くべき能力そのものがない、だからこの空間で何をやっても変わる事などない。

　守護アルカナがなければ、何の意味もないのだ。

「皇くんはボクと同じ七区だよ！　君が出来たなら、ボクだってあの底辺からのし上がれるんだよ！」

　違う。まったく違う。

　皇は自みずからの意志で第七区画普通科Ｆ高校に行ったのであって、その気になれば、いくらでも上の区画に行く事が出来た。

　ただそれを彼自身がしなかっただけの話。

「違うんだ！　止水くん！」

　皇もここまでこじれるとは思っていなかった。七区のコンプレックスがこれほどまでのものであると想像出来なかった。

　皇は止水という不確定要素を持て余しはじめていた。

「な！　なんだ!?　う、うわぁっ、て、敵!?」

　さらに奥の教室で止水の悲鳴が聞こえる。

　止水が敵と遭遇した様だ。







「皇！　この先の教室に何かいるらしいぞ！　どうする！」

　敵との遭遇。事態は悪化する一方だ。

「止水くんを見殺しには出来ない」

　皇は教室の前方の扉を開く。

　教室のまん中には止水が立ちすくみ、右側を指さしている。

「す、皇くん！　み、右！　右のガラス窓！」

「っ！」

　二つ奥の教室から戦闘態勢に入りながらこちらに向かってくる集団が見える。基礎能力アビリティを発動させているのだろう。前衛の血流と守護アルカナとランクが表示される。





Cagliostroカリオストロ




～Rankランク6 Swordsソード9～






　紋章と共にあらわれるカリオストロの文字、最上位ランカーの６、そして守護アルカナは【9 of Swordsソードの９】。

　能力者の背後から守護アルカナが姿をあらわす。

『闇やみ黒の空間の中で、苦悩に顔を覆う人物、その背後に描かれた九本の剣は何者かを突き刺すかの様にすべて同じ方向を向いている』

　能力者が固有能力ユニークスキルを発動させると、それぞれの守護アルカナが出現する。

　タロットカードの図像は全世界でおよそ六百種類ほどと言われており、能力者によってカードの図柄は違う。

　その中で最も知られているのが、イギリスの魔術秘密結社《黄金の夜明け団ゴールデン・ドーン》の団員であった神秘主義者Ａ・Ｅ・ウェイトが制作した『ウェイト版』タロットカードである。

　その知名度はダントツゆえに守護アルカナの図像になる事も多い。

　カリオストロ最上位ランカーの守護アルカナも『ウェイト版』であった。

「皇！　か、かなり強敵だぞ！　最上位ランカーだ！」

　敵がとなりの教室に入って来る。

　ドアをくぐるなり、前衛の能力者の背に九つの魔法陣が光りだす、まだ隣の空間なのに能力を発動させるつもりだ、たぶんガラスごとぶち破ってこちらを攻撃する気なのだろう。最上位ランカーであるのならば造作もない事だ。

「敵の攻撃がくるぞ！」

　祁答院が叫ぶ。

　皇も基礎能力アビリティを発動させる。

　それにしても、何故、カリオストロ家のパーティはいきなり攻撃してきたのだろうか？

　たしかに、他血流のパーティとは基本敵対関係にあると考えていい。

　だがいきなり攻撃してくるという事はほぼない。なぜならば相手のパーティがどの様な守護アルカナで構成されているか分からないからだ。

　もし仮にそのパーティに【Major Arcana大アルカナ】でも混ざっていれば先制攻撃は命取りになる。

　さらにいえば、時と場合によっては他血流のパーティと共闘する事すらある。だからこそ、いきなり攻撃してくる事などほぼない。

　それがあるとしたら……。

「我々がネテスハイムだと気がついたのか？」

　羽玖がいるネテスハイムパーティは、他血流のターゲットとなっている。

　いきなり襲ってくるとしたらそれぐらいしか理由がない。

「だったら、何故、こちら側がネテスハイムだとバレた？」

　皇は自問自答しながら攻撃に備える。

「基本的に力を発動させないと、所属血流は表示されないハズだ。

　だとしたら理由は？」

「わ、私にまかせて！」

　皇の思考は咲乃の叫びで途切れる。

「咲乃さん!?」

　咲乃が前衛に躍り出る。

　すると、咲乃の守護アルカナが姿をあらわす。

《Pentaclesペンタクル6》の図像は──




『宙に浮いた六つの五芒星ごぼうせいと秤はかりを持つ商人の姿』




　その様な図像があらわれたと同時に、固有能力ユニークスキルの名が青い炎となって宙に刻まれる。




《跳弾五芒星リコシェディスク》




「五芒星構成一番！」

　咲乃の叫びと共に、六つの五芒星がパーティを守る盾の様にあらわれる。

　それを見て敵の能力者が《9 of Swordsソードの９》の固有能力ユニークスキルを発動させる。能力名が炎と共に浮かび上がる、その名は──




《深い悲しみを与える九つの剣アンゴルモアグラディウス》




　図像同様に不気味な名を持つ固有能力ユニークスキル。

　魔法陣から九本の剣があらわれる。

　ほぼ守護アルカナの図像通りの能力の様だが、その大きさが尋常ではない、あまりにも大きすぎて、魔法陣からは刃先しか姿があらわれていない。

「だめだ！　咲乃さん！　君の能力では、あの大質量は正面から防げない！　《跳弾五芒星リコシェディスク》は防御能力じゃない！」

　皇が叫ぶ。

「さがってください。私がやります」

　咲乃の前に詩乃が立つ。

「詩乃さん!?　出来るの！」

　詩乃が右手をかざす。

　手のひらには魔法陣の様なものが描かれている。

「どんな速度が高くても質量が大きくても私の能力なら問題ありません」

「ど、どういう事？」

「そういう能力なのです」

　詩乃の守護アルカナが姿をあらわす。




『生命セフィロトの樹を模した護符』




　さらに固有能力ユニークスキル名が炎の文字としてあらわれる。




《５４０の扉ヴァルハラゲート》




　能力名はあらわれたが彼女の手元には何の変化もない。

　まるで能力が発動している感じがしない。

　そうこうしているうちに敵の九つの魔法陣が強く光を放つ。




　バシュ──




　一線、雷光のごとき速さで発射される巨剣グラディウス。

　だが──





　ギャギィィィィィン!!






　とてつもない轟音ごうおんが耳をつんざき鳴りひびく。

　轟音の中で、双方信じられぬ光景を見た。

「な、なんだ？　ありゃ!?」

　九本の巨剣アンゴルモアグラディウスはすべてガラス窓に遮さえぎられている。

「これが詩乃さんの力？」

「ち、違います……。これは私の力ではありません」

「だったら!?」

「こ、これ天球儀アーミラリースフィアダンジョンの力だ!!」

　皇が叫ぶ。

「天球儀アーミラリースフィアの？　皇くんそれってどういう意味？」





　ドガガガガッッッガガガッッッッ──






　巨剣グラディウスがガラスを破ろうと、重破砕機のタンピングの如ごとき速さで、何度も打ちつけられるが、ガラスはびくともしない。

「これが天球儀アーミラリースフィアの力だと!?　あのガラスが止めているのか!?

　ぶつかっているのは最上級ランカーの能力だぞ!!」

　祁答院も叫ぶ、だが、叫びたいのはこちらでなくあちらのパーティであろう。

　巨剣グラディウスは、その大質量と速度による物質的な破壊力もさることながら、守護アルカナの力によって魔術的な加護を受けている。

　複合術式が編まれた刀身はこれまでも幾度となく高ランカーの防御壁を切り刻んできた。

　カリオストロのパーティはこの技に絶対の信頼を寄せていた。

　その《深い悲しみを与える九つの剣アンゴルモアグラディウス》を、敵ではなく、あろうことか一枚のガラス窓がはじいたのだ。

　これは双方にとって信じられない事実だった。

　一瞬の動揺を見せたカリオストロパーティだが、さすがは手練てだれの集まり、術者以外の人間がこちらに特攻してきている。

　本来は、部屋ごしで攻撃を仕掛けた後に、追い打ち攻撃を近距離まで詰めて仕掛ける気だったのだろう。

　カリオストロの前衛二名が扉のすぐ近くまでせまる。




　ランク５《5 of Wandsワンドの５》

　ランク５《8 of Pentaclesペンタクルの８》




　かなりの強敵だ。

　だが、敵が入って来るタイミングに合わせて、皇、祁答院、咲乃は落ち着いて連携する。

　速攻の攻撃に対してもっとも有効なフォーメーション。

　何度も組んだこの三人にとって、相手が格上であろうが、対処出来る自信がある。

「さぁ、来やがれ！」

　相手が教室のドアをくぐる瞬間を狙って祁答院が固有能力ユニークスキルを発動させようとする。

　敵と同じ空間に入った瞬間ギリギリを狙う、そこまで祁答院は能力を見せない。

　図像から能力を気取けどられる様なミスがあってはならないからだ。

　カリオストロパーティの前衛が教室のドアに手をかけた。

　ドアが開き、カリオストロとネテスハイムの戦いが始まる。

　と思われたその刹那せつな──




　ガシィン！　ガシィン！




　二つのパーティを別わかつ教室のドアが強い音を立てて閉まった。




　ガシィン！　ガシィン！




　敵側の教室、残り二つも閉まった。

「扉が全部閉まった!?」

　一瞬、皇は相手の能力かと疑った。だが、目が合った敵の表情を見てそうでない事を悟る。

　困惑。

　いや、絶望に近い顔をしている──

　カリオストロパーティが隣の教室に閉じこめられた。

　教室と言っても、それは見た目にすぎない。

　あの巨剣グラディウスすら軽々とはじき飛ばした壁に囲まれた空間である。

　そこに閉じ込められたとしたら、脱出するのは相当困難だと思われる。

　が、そんな想像など遙はるかに凌しのぐ状況がカリオストロパーティにおとずれた。




　熱




　光よりも熱を強く感じた。

　肌の熱が一瞬で数度上がった様な感覚。

　そして、低く曇った轟音に気がつく。





　ゴォォォォォオオオ──






　ガラス窓の向こうが突然紅蓮ぐれんで覆われた。

　それが何なのかつぶさに理解出来ない。出来るはずがない。

「あ、あれは？」

　咲乃が、それを業火だと理解するには少しの時間を必要とした。

　それほど不条理な光景であった。

　隣の教室は焼却炉の内部の様な恐ろしい熱の渦が巻いている。

　炎などという表現では事足りない、見たこともない灼熱しゃくねつの竜巻が荒れ狂っている。

「こ、これは!?」

　祁答院が皇に答えを求める。これに対しての解答など一つしかない。

「これが今回の天球儀アーミラリースフィアダンジョンの真の姿だ。

　このダンジョンは最上位ランカーですら、平気で喰くらうんだ」

　守護アルカナの加護オーラは絶大であり、弾丸はもとより高ランカーならば火炎放射器の様なものですら受け流す事が出来る。

　なのだが、その様な加護オーラの許容など遙かに超えている。

　否いな、こんな熱量を生み出す固有能力ユニークスキルを持つ守護アルカナだってそうそういないだろう。

　それほど、このダンジョンのトラップは常軌を逸していた。

　当然、カリオストロパーティの生存など絶望的と思えた。




　ズドン！




　閉鎖された教室内から巨大な爆発ばくはつ音がする。

「な、何あれ？」

　音に驚く咲乃、だが皇には何が起きたのかだいたい想像が出来た。

　あれは、水蒸気爆発であろう。

　炎中で《Cupsカップ》の術者が室内を冷却するため、否、本能的に熱から逃げる様に水の能力を発動させたのだ。

　だが、術者が生む水などではこの地獄の業火を弱める事は出来ない。それどころか、急激に熱せられた水は一気に膨張して爆発となる。

　その後も数度の爆音が鳴り響いているが、それでもガラスも壁もびくともしない。硬度と靱性などというレベルではない。

　ありえない構造体だ。




　ガン！　ガン！　ガン！




　呆然ぼうぜんとするネテスハイムパーティは、轟音の中で人がぶつかる様な音を聞いた。

　ドアだ。

　隣のドアに誰かが体当たりしている。

　カリオストロのパーティの誰かがドアを開けようとしているのだろう。

　皇をはじめとして、目の前の地獄の光景に動く事すら出来ない。

　と、その中で一人が走る。

　羽玖だ。

　羽玖がドアに手をかけようとする。

「だめだよ！　お姫さま！」

　その手を止水が止めた。

「ドアに触っちゃだめだ！　すごい高温で熱せられているんだよ。こんなの触ったら火傷やけどしちゃうよ！」

「止水、どいてくださいっ！」

　羽玖は止水を押しのける。

　ジュワッ！

　羽玖がドアのハンドルに指をかけると、煙があがり、肉の焼けた臭いがする。

　羽玖は表情をゆがめるが、その手を離さない。

「やめて！　お姫さま！」




　ガン！　ガン！　ガン！




　ドアの体当たりの音に悲痛さが増していく。

「私の治癒能力があれば、どんな火傷だとしても、生きてれば！　生きてさえいれば、治す事が出来ます！　彼らを助けなければなりません！」

「雨宮様！　手を離すんだ！　あんな巨大な剣で破れなかったガラスだ。そのドアが人の力で開くとは思えない！　あの教室は、中の人間の命を完全に喰らうまでは絶対に開かない！」

　皇の発言は至極当然であった。だが羽玖は首を縦には振らない。

　羽玖の手が燃えはじめる。それでも羽玖はドアを握るのをやめない。

　羽玖は最後まで敵を助けようとした。

　だが──

　ドアを叩く音が徐々に小さいものになっていく。

　そして、それがまったく聞こえなくなる頃ころ、窓の向こうの業火が黒煙に変わっていた。







　あれほどの炎だったのだ、当然教室内部は焼けただれ、この黒煙が晴れる事などないと思われた。

　だが数十秒のうちに黒煙は消え、教室が姿をあらわす。

　その光景に一同は絶句する。

「な、なんだ、この教室は!!」

「あの業火で、まったくの無傷なの!?」

　隣の教室は、日常の放課後の様にまるで何事も無かったかのごとく存在していた。

「その通りだよ。だってこのダンジョンにとってボクらは餌えさにすぎないのだから」

　胃袋の中が、どんな強力な酸で満ちていたとしても、胃壁に傷は付かない。

　皇はこのダンジョンにとって冒険者は餌にすぎないと言った。その例えは極きわめて的確なのかもしれない。





　ザッーッッ






　冷却のためだろうか？

　隣の部屋で大量の水が放出されはじめる。

　熱された教室は一気に水蒸気に覆われた。




　ガタッ──




　それから数十秒後。

　あれほど羽玖が力を入れても開かなかったドアの鍵が開く。

「だ、ダメです！　雨宮さま！」

　祁答院が叫ぶが、羽玖はまったく聞かずに歩を進める。

　今しがたまで紅蓮の業火に焼かれていた教室であるにもかかわらず、彼女はその扉をくぐろうとしている。

　真横にいるのが皇や祁答院ならば止められたと思う。

　だが、羽玖の横にいたのは、何の力も判断力もない止水であった。




　ガラガラ……




　日常的な、きわめて日常的な音をたててドアが開く。

　まだ水蒸気が立ちこめる教室、羽玖はなんの躊躇ちゅうちょもなくその扉をくぐる。

「っッッ!!」

　咲乃は思わず目を逸そらし耳をふさぐ。

　また、無情な音を立ててドアが閉まり、紅蓮の業火が幼い羽玖の身体からだを焼き尽くす。そう思えた、が、何の音も聞こえない。

　ドアが閉まる甲高い音も、地獄の様な業火で人間が焼かれる叫び声も何も聞こえない。

「トラップが作動しない!?」

　それを見て祁答院は驚く。

「ひ、姫さまぁ！」

「ちょ、ま、待てっ、きさまぁ！」

　止水が羽玖の後を追う。

　二人の姿が水蒸気で覆われた教室に消えた。

　それを見て祁答院が頭を抱える。

「どうするんだ？　皇!?　この状況!!」

　皇はかぶりをふる。

「至宝の鍵を持つ雨宮様や出口の鍵である昕門がトラップの作動した部屋に入っている！　警戒心なさ過ぎだ！　どうなってるんだよ。このパーティは！」

「でも良かった。あの部屋に入るとかならず炎が出てくるわけじゃないんだ。私、思わず耳をふさいじゃったから」

「咲乃、耳なんてふさぐな！　こんな時に耳をふさぐなんて命取りになるぞ。

　せめて俺達だけでもまともに行動しないとな」

「う、うん……。そうだね。そうなんだけど……なんで雨宮さんが入っているのに、隣の教室のトラップが作動しなかったのかしら」

「発動条件があるのだろうね」

　皇が部屋を見渡しながら言う。

「発動条件？」

「部屋に入るだけではトラップは作動しない。たぶんトラップには発動条件があるんだと思う。決められた手順を踏んだ時だけトラップは発動する」

「だったらトラップの発動条件がなんなのか分からんと、ここから無闇に動けないな」

　祁答院が眉間みけんに皺しわを寄せて腕を組む。

「ここから動かなければ、この天球儀アーミラリースフィアダンジョンに永遠に閉じこめられるだけです」

　詩乃がまるで他人事ひとごとのように答えた。

　その態度に祁答院は思わず詩乃を睨にらみ付つける。

「え、えっと、トラップの発動条件ってカリオストロパーティがあっちの部屋でやった事なんじゃないかしら？」

　険悪な雰囲気を和らげようと咲乃が二人の間に入る。

「だったらやつらは何をした？　壁に能力魔法で攻撃したからか？」

「でしたら、先ほど私が窓にナイフを突きつけた時に発動していてもおかしくはないですね」

「ああ、そうだな！　そんな危険な真似まねをあんたは気楽にやってくれたんだよな！」

　祁答院は詩乃をまた睨む。

「まー、まー、祁答院くんも落ち着いて、あと詩乃さんもあんまり挑発的な発言は控えましょうよ」

　なんとか二人を咲乃はなだめようとする。

「分かりました。私の見解を述べさせていただきます。

　天球儀アーミラリースフィアゲームで戦いは不可欠です。

　能力が壁に当たっただけでトラップが発動するのであれば、ゲームとして成り立ちません。一切のバトルが禁止された天球儀アーミラリースフィアダンジョンなどありえません」

「そんな事ないだろ！　強い衝撃を空間に与えずに戦わなければならない。

　こういう条件だって十分あり得る！」

「いいえ、それはありえません」

「なぜ貴様は断言できる！　単にお前の想像力不足だろうが！」

「想像力不足ですか……」

　詩乃が苦笑いする。

「なんだ貴様！　その笑いは！」

「別に意味はありません」

　そう答えると詩乃は続ける。

「これは天球儀アーミラリースフィアダンジョンなのです。

　無意味なトラップなど存在しません」

「無意味なトラップって何だ!?　トラップは侵入者を排除するものだ。それこそトラップの意味だろう」

「いいえ、そういう事ではありません。トラップの発動条件そのものが天球儀アーミラリースフィアダンジョンの謎の一部となっているハズです」

「だからそれの意味が分からねぇって言ってるんだよ!!」

「なるほど、たしかに詩乃さんの言う通りかもしれない」

　激昂げきこうする祁答院に対して、やけに落ち着いて皇が発言する。

「どういう事かしら？　皇くん」

　咲乃は皇に尋ねる。

「強い衝撃って、少し曖昧あいまいすぎる仕掛けだと思う。どの程度だとトラップが発動するのかわからないし、そもそもそのトラップに意味がない」

「だから意味って何の事かしら？　祁答院くんも言ってたけど、トラップって侵入者を排除するためのものでしょ？」

「いや、天球儀アーミラリースフィアダンジョンというのは、その夜にあらわれた天体に模した空間を生み出す。

　天体を模した謎を解く事こそが、ダンジョンのクリアを意味する。

　トラップの発生条件は、かならずその謎に含まれていて無関係であるはずがない」

「えっと……、つまり……。

　あ！　発生条件が分かれば、この天球儀アーミラリースフィアダンジョンをクリア出来るという事かしら？」

　咲乃が希望にすがるように尋ねる。

「ボクも詩乃さんと同じくそう考えている」

「だったら、カリオストロの連中がやったトラップの発動条件ってなんなんだよ!?」

　答えがわからない祁答院はややイライラしながら聞く。

「引き返したからでしょう」

　その問いに詩乃が難なく答える。

「引き返した？　え？　どういう事なの詩乃さん？」

「今回の天球儀アーミラリースフィアダンジョンは『ダイダロスの館』と命名されています。

　これがギリシャ神話に出てくるミノタウロスが棲すむ迷宮だとするならば、一つの入り口と一つのゴールが存在すると考えるべきでしょう」

「ごめんなさい。そもそも『ダイダロスの館』って何なのかしら？　私はそこからして分からないのだけど」

「とりあえず、今までの経路を図に出します」

　詩乃が例の魔術式機械時空時計ディプティックダイアルを取り出す。

「これって？　あの時計？」

「先ほども説明した通り、時間だけでなく、天球儀アーミラリースフィアの空間座標も表示されます」

　詩乃は上部リング部分を開く。

　すると、ホログラムの様に何かが浮かび上がる。

「何これ？」

「これまでの経路から類推される地図です」

　そう言うと詩乃はホログラムを指さし説明を始める。

「他よりも濃い部分が私たちが通ってきた経路、そしてその周りの薄い部分がその経路からガラス越しに見えた隣の教室です。奥の教室がグラデーションの様に消えているのは、それがどこまで続くか分からないからです」

「という事は、この一番濃い部分がトラップが発動した教室だね」

　皇はその部分を指さして続けた。

「そして、この濃い部分、トラップが発動した教室のさらに奥にある教室、これが彼らが元々いた教室だ」

　それまでの経路よりやや濃く塗られた場所を皇は指さす。

「皇さまの言う通りです。

　さてここから仮説になります。

　もし彼らが我々と同じ場所に転送されたとしたら、

　彼らは我々と同じ経路をたどり、そして引き返した事になります」

「待って、なんで天球儀アーミラリースフィアダンジョンに転送された入り口が同じだって考えるの？　普通ならそれぞれの『門』から天球儀アーミラリースフィアに通じる入り口は別々じゃないかしら？」

「普通ならそうでしょう。ですが、これは『ダイダロスの館』です」

「だから！　俺たちはその『ダイダロスの館』が何なのか聞いているんだよ！」

　祁答院が声を荒らげる。

　そんな事などまったく気にせずに、詩乃はゆっくりと説明を続ける。

「ギリシャ神話の中ではこう語られています。

　エーゲ海と地中海にはさまれたクレタ島、この地でミノスは自分が王位に就くためにポセイドンと契約をしました。ですがミノスは契約を破ってしまい、その呪のろいとして妻パシパエが牛頭人身ミノタウロスを身ごもってしまいます。

　ミノス王は化物といえども息子を殺すのは忍びがたく、アテナイの『巧みな工人』ダイダロスに島の岩盤をくりぬき迷宮ラビュリントスを建造させます。

　その迷宮ラビュリントスこそ『ダイダロスの館』です」

　詩乃の説明に皇がさらに付け加える。

「ミノス王は当時クレタ島の支配下にあったアテナイの町から、九年に一度、七人の少年と七人の少女をミノタウロスのための生いけ贄にえとして捧ささげさせた。
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　そんな話を咲乃さんは聞いた事ないかい？」

「それって、勇者がみずから生け贄になって迷宮に侵入してミノタウロスを倒したとかだったかしら？」

「そうだね。その勇者はテセウス。

　ここで重要なのは、アテナイの英雄テセウスが脱出不可能とされる迷宮から生還したという事なんだよ」

「私は、この迷宮が『ダイダロスの館』だとするならば、神話の通り、一つの入り口と一つの最深部があると考えるのが妥当だと思います」

　突然、咲乃が手を打つ。

「思い出したわ！　その話だと、たしか、お姫さまから糸玉もらって、その糸をたどって帰ってくる。

　だとしたらこのダンジョンも糸玉が必要なのかな!?　もしかして今までの教室にあったとか!!　それがこのダンジョンの謎の鍵なんじゃないかしら!?」

「その様なものはありません」

「なんでお前はいちいち断言出来るんだ！」

　いらだつ祁答院にため息交じりで詩乃は答える。

「その様な可能性は最初に考えました。実際、羽玖さまと私がすべての机や棚を確認しましたがその様なものはありませんでした」

「す、すでに探してたんだ」

「羽玖さまも私も、このクラスの天球儀アーミラリースフィアダンジョンは初めてではありません。攻略の定石じょうせきというのはそれなりに心得てます」

「だったら糸玉の意味はどういう事なんだ！」

「それだったら、たぶん、このダンジョンは行きと帰りがまったく同じ道順になるって事だとボクは思うよ」

「行きと帰りが？」

「皇さまが言いたいのは、糸玉はあくまでも隠喩いんゆとしてとらえるべきという事です。

　行きに糸玉をたらして、それをたどって帰ったとするならば、行きと帰りは同じ経路になるはずです」

「あ、ああ！　そうか！　つまり、引き返すのは、ダンジョンの最深部まで行ってミノタウロスを退治してからなんだ！」

「そうなりますね。このダンジョンにおいては神話を模した行為が求められます。

　だとするならば、カリオストロ側がやった様に、途中で引き返す行為は神話を無視したものとなります」

「なるほど！　カリオストロのパーティは、昕門くんを見て引き返してきた。

　つまり、元来た道を戻った！　だからトラップが発動したのね！」

「そう考えるのが一番道理に適かなっています」

「すごい詩乃さん！　伊達だてにランク６じゃない！」

「ありがとうございます。ですが、ランクと考える力は関係ありません。

　咲乃さまももう少しご自分の頭で考えてもいいかもしれません」

「うっ……」

　詩乃の言葉に咲乃は言葉を失う。

　当然、あれほど詩乃に突っかかっていた祁答院など、顔を真まっ赤かにしてその場でうつむくしかなかった。

　そんな二人など気にせず、詩乃は表情も変えずに経路の先を見つめた。

　そこはトラップが発動した場所。

　そして、雨宮羽玖と昕門止水が今現在いる場所である。




　詩乃や皇の推察によってトラップの発動条件の一つは分かった。

　だが、果たして、トラップの発動条件はそれだけなのだろうか？

　ここは、クラスＳ。超難関ダンジョンと言われる天球儀アーミラリースフィアである。

　数多くの高ランクの守護アルカナを喰い殺した異世界空間なのだ。
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　すべてを焼き払う煉獄れんごくのごとき炎の姿はそこにはない。

　机も椅子いすもすべてが綺麗きれいに並べられている。

　焼け跡もなく、煤すすすら残さず、教室は恐ろしいほどの静寂に包まれていた。

　だが、そこには不釣り合いな六体の亡骸なきがらが転がっている。

　五つは人の形をしているが、一体は完全に爆はぜている。

　あの爆発ばくはつを引き起こした術者であったのだろう。

　炎の力を弱めるために使った水の能力が、みずからを原形をとどめない亡骸とさせてしまったのだ。

　羽玖はくは一人ずつ遺体を確認する。

　ほとんどすべての人間が両手で顔を覆おおったまま事切れている。

　人が炎に包まれるとほぼ例外なく顔を両手で守ろうとする。

　これは口から気管や肺に入る高温の熱があまりに苦しく、本能的に顔だけを守ろうとするからだという。

　羽玖が片手をはずしてやると、押さえていた手のひらと苦悩に歪ゆがんだ顔だけは黒焦くろこげにならずにそのままの状態になっている。

　むごたらしい光景だ、それでも羽玖は眉まゆ一つ動かさず、一人一人の顔を確認して、かすかでも息をしていないか確かめる。

　だが、この教室の静寂と同じ様に、誰だれ一人からも鼓動の様なものは感じられなかった。

　まだ、うっすらと水蒸気が残る教室。

　すべてがぼやけた世界で止水しすいは羽玖に問いかける。

「お姫さまはその人達も助けたいと思ったの？」

　止水の質問に羽玖は静かに答える。

「敵である事は分かっています。ですが彼らは助けを求めていました」

　止水は羽玖の手をとる。

「すごい火傷やけどだ。こんなの見た事がないよ」

　羽玖の手は火傷というにはあまりに惨いもので、小さな指先はほぼ炭化している。

「問題ありません。自分で治せますから」

「でも痛かったでしょ。こんなになっちゃって……」

　羽玖は首を横に振る。

「お姫さまの考え方は身を滅ぼすよ」

「かもしれませんね」

「だとしても……ですか？」

　羽玖は小さく頷うなずいた。

　止水は教室の先を見る。

　水蒸気を乱反射する光。

　ガラス窓の遙はるか先、続く教室の先に赤光線を放つものが見えた。




「羽玖さま……」

　その声は詩乃しのであった。

　振り返ろうとすると、詩乃が止水の目を手でおおう。

「え？　な、なに!?」

「止水さま。この水蒸気の中でいち早く入った羽玖さまが、今どういう状況になっているか分かってますよね？」

「え？　もう、火傷する様な温度じゃなかったと思うけど？

　たしかに気温と湿度は高かったかもしれないけど、生命維持に異常をきたすレベルではなかったはずだし……」

「本当に、分かってないのですか？」

「分かってないって？　え？　な、なにが？」

「止水さま、以後こちらを振り返ったら、《５４０の扉ヴァルハラゲート》で奈落の底に落とします」

「詩乃さん、どうしたのですか？」

　詩乃の行動の意味が分からない羽玖は、その言葉の意味を聞く。

「羽玖さま、自分のワンピースをごらんになってください……」


「自分のワンピース……………っッッ!!」



　薄手の白いワンピースは、肌が透けるほど濡れていた。

　羽玖は真っ赤になり、その場でしゃがみ込む。

　そして、ちらりと止水の背中を見た。

　相変わらず止水は窓の方を向いている。

「し、止水!!　見たのですか？」

「え？　ええ？　な、なにを？」

「わ、私、びしょ濡ぬれでした……」

「あ、そうだね。この水蒸気だし……」

「止水は見てないのですか？」

「え？　だからなにを？」

「あ、いいえ、見てないのならいいのです……良よかった」

「ほう、なるほど……」

　詩乃が何故なぜか手を打つ。

「幼女さま、分かりました。

　羽玖さまはたしかに幼女さまかもしれませんが、止水さまはロリじゃないかもしれません」

「そもそも、私は幼女さまではありません……」

「それはいいんです」

「まったくもって良よくありません」

「いや、実際、羽玖さまが幼女さまなのは今さらなのですが、それよりも大事なのは、実は止水さまは羽玖さまを性的な目で見てないかもしれないという事です！」

「……はぁ」

　気品あるいつもの羽玖とは思えないぐらい、気の抜けた返事をする。

「大変ではないのですか！　羽玖さまを止水さまは女として見てないのですよ！」

「……ふぅ」

　小さなため息を漏もらしたあとに羽玖が笑う。

「当たり前じゃないですか」

「え？」

「詩乃さんがあれだけ、私を幼女幼女言うぐらい、私は幼女なのですから、止水ほどの年齢の男性が、私の事など女性として見ないのは当然です」

「そうでしょうか？」

　やや不満そうに詩乃が答える。

「はい、私の様な年齢よりも幼く見える人間をその様な目で見るとしたら、昕門あさかど止水は性的倒錯者になってしまいます」

「はい、ですから、私は止水さまが小児性愛異常者であると」

「いいえ違います。止水は正常です」

　かぶせるように羽玖が言う。

「はぁ……」

「詩乃さんは人をからかいすぎなのです」

「鋭いご推察感服いたしました。大変申し訳ありませんでした……」

「いいえ」

　詩乃は、もう少し反応があると思った。

　だが、そんな煽あおりに反応するほど、羽玖は幼くない。

　彼女は、幼少の頃ころより英才教育を受け、この歳としでもっともレベルの高い高校生と同レベルの学力を持っている。

　知力だけでなく、知識、そして感情の制御に至るまで、すべてにおいて高い水準を持っているのだ。

　詩乃のワンパターンな煽りなどに反応するわけがない。

「止水」

　羽玖が止水を呼ぶ。

「はい」

「これから着替えますので、少し離れていてくださりますか？

　といいましても、止水がなんでもなければそのままでも良よいのですが」

「い、いいえっ、離れますっっ」

　止水は教室の端まで走っていく。

　それを見て、満足げな表情をする羽玖。

　前言撤回。

　思いっきり、詩乃の煽りに反応している羽玖であった。




　ザッ!!




　布が四方を囲む音。

「え？　な、何の音？」

「安心してください。これは私の《５４０の扉ヴァルハラゲート》で取り出したものです」

「そ、そんなものが取り出せるんだ。四次元ポケットみたいだね」

「まぁ、それに近いものです。

　あと止水さま！　耳をふさいでください！　お着替えの音たりとて殿方に聞かせるものではありません！」

「は、はいっッッ!!」

　いつもより強い口調の詩乃の声に気圧けおされて、止水は耳をふさぐ。

「羽玖さま、着替えを用意しました」

　そう言って、かしずき羽玖の着替えを手伝う詩乃。

「はい、ありがとうございます」

　詩乃が固有能力ユニークスキルを使うとき、たしかに守護アルカナが出現する様であるが、他ほかの能力者と違い、これといって派手な動きはない。

　ただ、彼女の手元に必要なものがおかれているだけである。

　詩乃は濡れた羽玖のブラウスを脱がし、巨大なバスタオルで上半身を拭ふいた。

「申し訳ありません。次からはドライヤーなども用意しておきます」

「大丈夫ですよ。詩乃さんが用意してくださったこのふわふわな大きなバスタオルで十分です」

「そう言って頂けると助かります」

　羽玖のスカートのホックを外す。

　羽玖の下着は、下着というには布面積が大きい。

　下はドロワース、上は長めのキャミソールで、見た目にはワンピースに近い。

　さすがに水蒸気では下着まで濡れる事はなかった様だ。

　手早く詩乃は羽玖をノリのきいた新しい制服に着せ替える。

「ふむ……」

　一通り終わった後に詩乃が頷く。

「どういたしましたか？」

「いいえ、単に羽玖さまは愛くるしいなぁと思っただけです」

「ありがとうございます」

　そう言ったあとで耳元で小さな声で羽玖につぶやく。

「止水さまには気をつけてください。あの男は危険です」

「どういう意味でしょう……」

「そのままの意味です……」

　詩乃が立ち上がると、

　四方のカーテンは取り払われていた。




「ひぃっ」

　咲乃さくのの悲鳴が聞こえた。

　他のメンバーもこちらの部屋に入ってきた様だ。

　目の前の光景に耐えられずに、咲乃はその場で尻餅しりもちをついている。

　咲乃は守護アルカナ持ちといえども、今まで人がほとんど死なない様なダンジョンしかもぐった事がない。これほど凄惨せいさんな現場などはじめてなのだろう。

　すっかりおびえている。

　それに対して──

「おい！　昕門！」

　祁答院けどういんがすごい剣幕で止水に向かってくる。

　止水は何故かウル○ラマンの様なポーズで構える。

「そ、そんな怖い顔しても、ボクは怯ひるまないぞ！」

「うるさい！　お前は勝手ばかりしやがって！」

「今回は私が勝手をしました。止水はついてきただけです」

　祁答院と止水の間に羽玖が割り込む。

「そうだよ。ボクはお姫さまのあとをついっていっただけだよ！

　なんでボクばっかり怒られるんだよ！」

　お姫さまお姫さまと言ってたわりには、止水はあっさりと羽玖のせいにした。

「その前に、どんどん勝手に進んでいったのはお前だろ！

　それにお前！　使えもしないのにパラメーター表示させただろ！」

「え？　あ、いや、よ、良くわかったね」

　やはり、カリオストロがいきなり攻撃してきたのは、止水がパラメーターを表示させたかららしい。

『節制テンペランス』の卵がいるターゲット、ネテスハイム。

　しかもそのパーティの一人が、ランク０のゼロ級適正者となればいいカモだ。相手も心置きなく攻撃してくるのは想像に難かたくない。

　もし仮にネテスハイムに【Major Arcana大アルカナ】がいたとしても、止水をつかまえれば人質に出来る。彼らが速攻で攻撃してくるには十分すぎる理由となるはずである。

「なんでそんな事をした！」

「だ、だって、敵がいたし、あっち向いてたから、ボクの能力で奇襲とか出来ないかなぁって……」

「だから！　お前に能力なんてないんだよ！」

「そ、そんなの分からないじゃん。他のみんなは持ってるんだし、ボクだって何かあるかもしれないじゃないか！」

「あるものか。雑種の分際で！」

「な、なんだと！」

　止水が祁答院を睨にらもうとしたが逆に睨み返される。

　その圧倒的な威圧感に止水は耐えられず、思わず目を伏せてしまう。

「まともに人の目を見て話せないのか。この負け犬が」

「ま、負け犬なんかじゃない……」

「負け犬だ。貴様が七区の出身である事が良く分かる。なるほど、しょせんは遺伝的ゼロ級適正者だ。遺伝適応が劣等な人間は例外なくどんな場所でも劣等者だ」

「祁答院くん、いくらなんでも止水くんに失礼だよ」

　あまりに挑発的な行動だ、パーティが瓦解がかいしかねない。

　皇すめらぎは祁答院を止めようとする。

「ふん、目を合わせられない負け犬に失礼も何もないだろう」

「ボクは負け犬なんかじゃない!!」

　だが、二人の言い合いは止まるどころかエスカレートしていく、しまいには、止水が拳こぶしをあげてしまう。

　皇はそれを止めようと動くが、祁答院の口元が笑みで歪んでいる、間に合わない。

「え!?」

　祁答院に殴りかかろうとした止水、だがその場から足が動けない。

「な、なんだこれ!?」

「これが遺伝的ゼロ級適正者と遺伝的適正者の差だ」

「祁答院くん！　仲間に能力使うなんて！」

「の、能力!?」

　止水が祁答院を良く見ると、うっすらだがたしかに彼の背後に守護アルカナの様な図像が浮かんでいる。

「こんなもの、能力を使っているうちにもはいらん！

　だが、昕門！　覚えておけ！　敵はお前がどんなに無力であろうと、全力で能力を使ってくるぞ！」

「そ、それがなんだ！　ぼ、ボクは選ばれたんだ。だからこのゲームに参加している。

　だったら、ボクにも何かあるはずなんだ！」

「まだ、そんな根拠のない事を言っているのか！

　貴様などに何の能力もない！　単なる負け犬だ!!」

「違う！　訂正しろ!!」

「訂正だと？　あぁ？　お前が少しでも俺おれに反撃出来たら考えてやるよ」

「え？　うわぁっ」

　止水の身体からだが浮き上がる。

　暴あばれる止水。だがその手足すら動けなくなっていく。


「がっ、きっ、ぎゅうっぎゅっっ……」



　見えない何かによって首が締め付けられている。

　止水は声すら出すことが出来ない。

「祁答院くん！　今すぐやめるんだ！　やめなければ、君の使っている能力を断ち切るよ！」

　皇のパラメーターが浮かびあがる。基礎能力アビリティが発動されている。

「俺達が刃を向け合ってどうするんだ。皇」




　ドサっ。




　止水を締め付けていたものが解かれた。

「何を考えているんだ。祁答院くん、基礎能力アビリティを持たない者に固有能力ユニークスキルを使うなんて、正気じゃない」

　その言葉を聞いて止水が目を剝むく。

「ゆ、固有能力ユニークスキル？　そ、それっておまえたちの必殺技みたいなもんだよね！　お、おまえ！　ぼ、ボクを殺そうとしたのか！」

「バカか、殺す気なら一秒もかからない」

「ちきしょう！」

　止水は祁答院に再び殴りかかろうとするが、その場で足がもつれて倒れる。

「昕門くんやめたほうがいい……。祁答院くんには絶対敵かなわないから」

　咲乃は倒れた止水の肩に手をやる。

　だが、咲乃のその言葉は余計に逆上させてしまう。

「そんな事わかるもんか！　君みたいな恵まれた能力の人間には分からないだろうけどね！」

「そんな事もないわ……、けど、絶対的な力の差ってあるものだから……」

　悲しそうに咲乃はうつむく。

「うるさい！　そんなのボクは認めない！」




　ペチっ




　小さい音だが、止水は頰ほおを叩たたかれた。

「止水さまやめてください。見苦しいです」

　見上げると、止水の目の前には詩乃が立っていた。

「み、見苦しいって……」

「無駄な事はしないでください」

「無駄って？　なんでそんな事言うんだよ。

　無駄かどうかなんてやってみないと分からないじゃないか！」

「いいえ、無駄です。むしろ迷惑です」

「め、迷惑？」

「もうあきらめてください。止水さまは何も出来ません」

「な、何も……」

「そうです。止水さまはここで何もしなくて良いのです」

　倒れた止水に詩乃が手をさしのべようとする。

「止水さまは遺伝的ゼロ級適正者です。ランク０です。そして守護アルカナはNOなんです……」

「詩乃、詩乃までそんな事言うのかよ……」

「ここはゲームの世界ではありません。ここは現実の殺し合いの世界です。

　ここではふさわしい人間だけが、ふさわしい活躍をする事が出来るのです。

　止水さま。あなたは何も出来ない人間らしい振る舞いをするべきです」

「くっ！」

　止水がうつむく。

「ちきしょう、ちきしょう……」

「さぁ、立ってください」

　詩乃がさしのべた手。

　止水はその手を握りしめた。

　そして、そのまま彼女の手を思いっきり引っ張った。

　その行動を予想していなかった詩乃は簡単に前つんのめりになる。




　カラン──




　乾いた鉄の音を立ててナイフが地面に落ちる。

「殺してやる！」

　詩乃が持っていたナイフを素早く拾う止水。

　ナイフを逆手に取り、祁答院に襲いかかる。

「ダメです！　止水さま!!」

　祁答院の口元が綻ほころぶ。

　祁答院からパラメーターが消える。

　かざしたナイフを止水は一気に振り下ろす。

　だが、

　止水の視界から祁答院が消え、天井てんじょうと地面が入れ替わり、そして。




　バチィィン！




　大きな音と共に止水の身体に激痛が走った。




「うがっ」




　何が起きたか止水は理解出来なかったであろう。

　祁答院は襲ってきた止水の力でそのまま背負い投げに持っていったのだ。

　能力の有無など関係なく、祁答院はその身体能力も非凡である。

　なぜならば、彼は止水と違い遺伝子操作出産デザイナーベビーだからである。

「ナイフを持って強くなった気がしたか？

　だが、このざまは何だ？　能力を解除した俺に擦かすり傷一つつける事も出来ないぞ」

「祁答院くん！」

「皇、これなら文句はないだろ！　俺は能力を使ってない」

「だけど、暴力は」

「暴力？　こいつはナイフを持って俺に襲いかかってきたんだぞ」

「そうだけど」

「こいつには少しばかり教育が必要なんだ」

「うっ……」

　背中を強く打った止水はまともに息をすることすらままならない。乱れた呼吸の中で視点も定まらない。




　ゲシィ！




「うぐっ」

　腹に強い衝撃を受けて、止水は地面を転がる。

「お前がどれだけ無力か教えてやる。頭から決して消えぬように、身体に染しみつかせてやる！」

「う、うわぁ……」

　まだ力が入らない止水は、ただ地面を這はいつくばって逃げるだけだった。

　無様に逃げ惑う止水。それをゆっくり追い詰める祁答院。

　その間に入ったのは詩乃であった。

「止水さま、もうやめてください。私はあなたがどの様なものであるか良く知ってます。

　あなたはここでは足手まといでしかありません。それを分かってください」

「くそぉぉお！　詩乃までぇ！　今のボクにはナイフだってあるんだぞ！」

　止水は詩乃にまでナイフを向ける。

「ど、どこまでも性根が腐っている！

　貴様は殴り殺す！」

　祁答院が腕を伸ばす。

　止水は慌あわててナイフを構えようするがその腕を取られ、そして。




　ゲシィ！




「うぐっ」

　再び止水は宙を一回転して地面にたたきつけられた。

「昕門、きさまはどこまでも腐ったヤツだ」

「お、おまえ……ゆるさない……」

　止水が再び立ち上がる。

「え？　ちょ、ちょっと、昕門くん？」

　咲乃が止水の腹を指さす。

　何の事か分からず、止水はただ咲乃が指さした場所を見る。

　シャツがザックリと切れている。

「な、なにこれ？」

　腹を押さえると生暖かい感触。

　その温かさが手のひらにどんどん広がっていく。

「な、なんだよ。これ、なんで、シャツが赤くなってるんだよぉ」

　白いワイシャツがみるみる赤く染まっていく。

　もみ合った時か、あるいは投げた時か、止水は自ら手にしていたナイフで自分の身体を傷つけてしまった様だ。

　傷口はそれなりに深いのだろうか？

　ワイシャツに広がった鮮血は、ポタリポタリとしたたり始める。

「止水落ち着いてください！　それぐらいなら治癒することが出来ます」

　羽玖が止水を落ち着かせようと声をかける。だが動揺している止水の耳には届いていない。

「止水、そのまま、すぐに治癒しますから！」

　羽玖がふたたび語りかけるが、見開かれた止水の瞳ひとみは完全に憎しみに支配されていた。

「近づくな！　お、お前ら、全員、敵だ！」

「止水くんそれは違うよ」

　皇が止水を説得しようとする、だが、この傷は止水とパーティに決定的な亀裂を生んだようだ。

「ちきしょう、知り合いの詩乃ぐらいは味方だと思ってたのにぃ……。どいつもこいつもボクをバカにしやがって、ちゃんとボクだってがんばってるのに、ちゃんとやっているのに！」

　血がポタリポタリと床に落ちる。

　羽玖はなんとか止水に治療を施そうとするがナイフで牽制けんせいされているので近づけない。

　祁答院の先ほどの能力で動きを止めてもらおうと、彼に頼む。だが、祁答院は血がのぼって羽玖の言葉すら聞こえない。

「お前がやっているのはフリだ！　お前は何もがんばってなどいない！」

　祁答院が叱しかりつける様に止水を怒鳴る。

　その声に止水は泣き出しそうな顔をする。

「うわぁぁああ！　ちきしょう！　ボクはお前らより知ってる。お前らなんてボルヘスの言葉すら知らないくせに！」

「ボルヘス？」

「ボルヘス」という言葉に皇が怪訝けげんな顔をする。

　それを見た止水は「しまった」とばかりにみずからの口を塞ふさぐ。

「ち、ちきしょう。お前らなんかに教えてやるもんか。

　なにも分かってないお前らなんてここでのたれ死ねばいいんだぁ！」

　止水はそのまま駆けだしてしまった。

「止水、待って!!

　追いかけないと！」

　羽玖が後を追うとするが誰も動かない。

「羽玖さま放っておきましょう。残念ですが止水さまは使い物になりません」

　詩乃が冷淡に言い放つ。

「ああ、俺も同感だ。あんなのヤツがパーティにいるなど耐えられん」

「だけど、止水くんが出口の鍵かぎを持っているんだよ！」

　羽玖同様に、皇も二人を説得を試みた。

　今、昕門止水を失う事は、パーティにとって損失以外のなにものでもない。

　感情論が支配している今のパーティはかなり危険な状態だ。

「だったら、何故俺を止めた皇！　あのままあいつが気絶するまで殴っておけば、こんな事にはならなかっただろう」

「気絶するまで殴るって……」

「そうだよ。気絶させてそのまま運ぶんだよ。本当ならここに置き去りにしたいぐらいだがな」

「でも、そっちの方がましだったかも……」

　信じがたい事に、極論とも思える祁答院の意見に咲乃までが賛成する。

「だって、昕門くんは殴られるよりもひどい怪我けがをしたじゃない。

　それだったら祁答院くんの言う通りにしておいた方が良かったかもしれない。

　可哀想かわいそうかもしれないけど、やっぱり絶対に超えられない壁ってあるから……」

　それは拉致らちに等しい、ただ拘束して運んでいるにすぎない、パーティとしての大前提がすでに崩れている。

「まぁ、怪我をしてもらって良かったかもしれませんけど」

「何を言うんだ。詩乃さん。君は止水くんの友達じゃないのか？」

　そう言うと、詩乃は地面についた血を指でぬぐう。

「血痕です。

　ほら、見てください。

　血が地面に落ちています。これをたどっていけば止水さまをつかまえる事が出来ます。

　それに結構な出血の様ですし、それほど長くは動けないでしょう」

　詩乃は極きわめて冷静に現状を述べた。

　そんな出血をしている止水に対してはなにも思わないのだろうか？　彼女は彼の友人ではないのか？

「とりあえず進みましょうよ。はやく昕門くんと合流してあげないと。

　それに私達の後から来るパーティがあるかもしれないし、ここにずっととどまるのは危険だわ」

　咲乃が後方を確認しながら皇の肩をたたく。

　たしかに、自分たちより後から『門』をくぐるパーティがあるだろう。

　だとしたら、ここで立ち止まっていると追いつかれる可能性はある。そのような無駄なリスクは出来るだけ避けるべきだ。

「咲乃の言う通りだな。とりあえずここで立ち話していても仕方がない」

「でしたら一刻も早く進みましょう。止水が心配です」

　焦あせるように羽玖は隣の扉を開ける。

　彼女だけは心から止水を心配しているようであった。

　パーティの関係はほぼ内部崩壊しているにもかかわらず、意見だけは一致している。

　なんと逆説的な光景であろうか。







　血痕をたどっていくと、教室を三つほど横に進んだ後、今度は前に進んでいた。

「方向を変えているな。逃げているつもりか？」

「かもしれませんね。祁答院さまの恫喝どうかつは相当なものでしたから」

「あぁ？　それがどうした？」

　詩乃の言葉に祁答院はやや威圧的に反応する。

「どうもいたしません。

　ただ私は祁答院さまの行為に感謝しています」

　文句でも言われると思っていた祁答院は拍子ひょうし抜けして笑う。

「ふっ、ずっと思ってたのだが、やけに小鳥遊たかなしは昕門に冷たいな。

　やつとは知り合いじゃないのか？」

「知り合いですが、それが何か？

　今の私は雨宮あまみや羽玖さまの従者です。羽玖さまをお守りするのが私の役目、

　なので、ここで重要なのは、敵か味方か、利用出来るか出来ないか。ただそれだけです」

「なるほど任務に忠実というヤツか」

　詩乃は小さく頷く。

　祁答院はその答えに満足したかのようだ。

　七つほど教室を直線に進んだ後に、血痕は横に伸びていた。

「そろそろ追いつけると思ったんだが、まだヤツの姿が見えないな」

「もしかしたら走って逃げているのかもしれない」

　その可能性が高い。実際彼はパーティから離脱するときに走っていた。皇の指摘通りにそのまま走り続けている可能性は高い。

「それって昕門くん危なくないかしら？

　敵と遭遇する確率が上がると思うのだけど」

　咲乃はやや不安そうに皇に問いかける。

「ふん、もし仮に敵に出会ったとしても、あんな雑魚ざこは殺さないだろう」

「私も祁答院さまと同意見です。

　止水さまが再びパラメーターを表示させてネテスハイムの人間だとバレたとしても、何の能力もない人間、普通に捕獲するでしょう。

　彼は鍵を持っているので、人質として使える可能性が高いです」

「それはそれで厄介やっかいだがな」

「まぁ、その時はその時です。どうにかなるでしょう。

　最悪、鍵は腕さえあれば大丈夫ですから」

「命がなくても大丈夫なものなのか？」

「過去に試した事があります。

　腕だけ生きていれば問題ありません」

「なるほど、そういえばこのパーティには絶対治癒能力の持ち主がいたな」

　そう言って羽玖を見つめる。

　羽玖は祁答院を見ようともしない。

「羽玖さまの手を煩わずらわす事もありません。いろいろ方法はありますから」

「さすがは最上位ランカーさまと言ったところだな。頼りになる」

　詩乃の発言に祁答院は笑いをもって答えた。

　あまりに冷酷な言葉に咲乃は言葉を失う、だが彼らを見て少し前向きになれる部分もあった。

「最初は結構険悪なムードだった祁答院くんと詩乃さんの意見が一致するなんて思わなかったわ」

「ふふ、咲乃の言うとおりだな。

　まぁ、あいつがバカでどうしようもないヤツという認識は、どうやら一致している様だからな」

「バカでどうしようもないですか。

　そうですね。たしかにそういう人は利用出来るかぎり利用するべきでしょう。

　その事については祁答院さまと同意見です」

　冷たく言い放つ詩乃。

　その表情を羽玖はずっと見つめていた。
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　どれほどの教室を越えてきたか分からない。

　止水しすいの血痕は行ったり来たりを繰り返し、その道筋に一貫性があるとは思えなかった。

　それでもパーティが教室を進んでいくと、風景が変わった。

「窓の向こうが夕日だわ」

　咲乃さくのが指さした先には真まっ赤かな太陽が沈んでいた。

　いや、あれからずっと夕方なのだから、たぶん沈んでいるわけではないのだろう。

「ああ、だが奇妙だな。

　最初の教室では左側が夕日だったし、さっきまでの教室も左側に夕日が見えていた。

　だが、今度の教室は右側が夕日だ」

　祁答院けどういんの指摘通り、夕日は左右の窓ともに正面から見えていた。正反対の太陽が見える場所などありえず、それは二つの太陽が存在している事をあらわしている。

「あくまでも、見えているものはすべて演出装置にしかすぎないって事だよ。この教室の風景も夕焼けもただボクらの感覚を麻痺させるためだけのものだ、大した意味なんてない。

　それより重要なのは、ボクたちは左右両方の端まで来たって事だと思う。

　ボクが数えたかぎり、この空間は有限で、縦13、横15個の空間で構成されていると思う」

「案外小さいんだ。なんかすごい距離歩いた様な気がするのだけど」

「そうだね。ボクもそう思うよ」

　皇すめらぎは血痕をたどりながら頷うなずく。

「なんかのどかな感じすらするわ。トラップが発動した瞬間は驚いたけど、その後はなんもないし、クラスＳってこんなもんなのかしら？」

　咲乃の問いに今度は答えない。

　たしかに、皇も少し引っかかっていた。

　今までわかった条件でクリア出来るのであればクラスＳのダンジョンとしては異様に簡単すぎる。

　あれほど強固な閉鎖空間を作り出し、パーティを閉じこめた今回の天球儀アーミラリースフィアダンジョンのトラップ発動条件が、果たしてこれほど緩ゆるい発動条件なのだろうか？

　だとしたら、いかにも意味ありげに連なるこの空間の塊にはどんな意味があるのだろう。

　これらも謎なぞの一部ではないのだろうか？

　その様な事を考えながら皇が進んでいると、前方の教室からドアが閉まる様な大きな音がする。




　忘れもしない。

　あの音だ。




「扉が閉まった音だ！　前の教室が閉鎖空間となっている！」

　皇が叫ぶ。

「え？　昕門あさかどくん？　もしかして教室を引き返したとか!?」

「分からない。だがトラップが発動しているのなら大事おおごとだ。あいつが死ぬ」

　祁答院は走り出す。後に全員が続く。

　前方の扉をくぐる。

　音がするのは真横の教室だ。




　シュンシュンシュンシュン──




　ガラスの向こうでは巨大な回転音と共に血煙が渦巻く。

　何が回転しているのか分からない。

　ただ相当な回転速度らしく、中の気流は、血しぶきと共にまるで濁流の様に見える。




　ガキィンッ！　ガキィンッ！




　時折、鋼鉄がぶつかる様な音。

　そしてその巨大な音に紛まぎれて悲鳴も聞こえる。

　交戦中!?　皇は一瞬そう考えた。いや、だとしたら、何故なぜ、教室の扉が閉じる大きな音がしたのであろうか？

「先ほどと同じです！　扉が開きません」

　羽玖はくが扉を開けようとしたが動かない。

　やはり戦いではない。間違いなく隣の教室ではトラップが発動している。





　ウィィィィン──






　巨大な回転音が緩やかなものに変わる。

　速度がおさまると、気流が収まり、無数の回転している物体が見える。

　サイズは大きめな傘ぐらいだろうか？

　徐々にその速度もおさまり、円形に見えていたものの回転が完全に止まった。

　するとそれは円形の刃物ではなく四角形である事が分かる。

　空中に浮かぶ不気味なほど眩まばゆく輝く鋭い板だ。

　滑らかな表面らしく、引き裂いた人体の血や脂は回転ですべて振り払われている。

　ガラス越しに隣の教室の惨状が見える、誰だれからも言葉は出ない。

　長方形の刃物の光が失われていき、模様の様なものが浮かび上がると、すぐに木目である事が分かった。


「テクスチャー……」



　皇がつぶやく。

　木目のテクスチャーを得た板はそのまま元の場所に戻る。

　それらは机の板にはりついた。




　ガタ──。




　すべてが終わると、ドアの鍵かぎはすんなりと開いた。

　火炎の教室の時とまったく同じだ。

　扉を羽玖がくぐろうとするが、今度は皇に制止された。

「雨宮あまみや様、今度はボクが行く」

「待って！」

　咲乃が皇を止める。

「少しだけ確かめさせてくれないかしら？」

　咲乃は窓から隣の教室を見る。

　バケツ数杯分の絵の具をぶちまけたかの様に、真っ赤に染まる教室。

　あまりの凄惨せいさんな光景に胃の内容物が口までこみ上げそうであった。

　それでも咲乃は耐えてみせた。

　真っ赤の染まった教室のさらに先まで確認する。

「やっぱり昕門くんはすでにここを通過している」

「何故そんな事が分かるんだ咲乃!?　隣の惨状を見る限り、死んだ人間の数なんて分からん、あいつが混ざっていたとしても不思議ではない!!」

　祁答院がいらつきながら壁を叩たたく。

「ううん。この先の教室に昕門くんの血痕が見える。彼はすでにここを通り抜けたあとだと思う」

「すると、先ほどと同じ様に、昕門の姿を見て引き返してきた連中がそのトラップに当たったというわけか？」

　祁答院の疑問に咲乃は首を横に振る。

「私も一瞬それを考えた。

　けど、そんな偶然違和感しかない」

「違和感だと？」

「いくらなんでも出来すぎじゃない？

　ずっと気になってたんだけど、本当に『引き返す』ってだけがトラップの発生条件なのかしら？　詩乃しのさん言ってたけど、クラスＳって相当難しいのでしょ？」

「だとして、咲乃さまはどの様にお考えですか？」

　詩乃が咲乃に尋ねてくる。

　詩乃は始終、表情も口調も変わらない。

　正直、咲乃には彼女が何を考えているのか分からない。

「このダンジョンって、教室型の空間が綺麗きれいに並んでいるわよね」

　詩乃は頷く。

「その空間は四方に通じるドアがある。

　だとしたら、どのドアを選んで開けるか、どの様に進むかによって、全然経路が変わってくる事になる」

　詩乃はふたたび頷く。

「『ダイダロスの館』って脱出困難な迷宮なのでしょ？

　だったら、適当に進んでいっていいわけないと思うわ」

「つまり、咲乃さまは、正しく開けるドアを選択しないと、トラップが発動するとおっしゃりたいのですか？」

　詩乃の問いかけ。

　表情も口調も変わらないが、少しだけいつもと違う様な感じが咲乃はした。

「トラップが発動するかどうか分からないけど、これがクラスＳ、超難関ダンジョンなら、一つの選択を誤ったとしても、ダメって事もあり得ると思う」

「だが、今まで俺おれ達にトラップは襲ってこなかったぞ？」

「もし咲乃さまの説をとるのであれば、最初の教室にはドアが二つ、それ以降には四つのドアがあります」

「そうね。最初は１／２、だけど次は１／８、１／３２、１／１２８、１／５１２……１／２０４８……えっとだんだん暗算出来なくなってきちゃったわ。

　でも、もし仮に必ず正しい順路を通らなきゃいけないってルールだとしたら、すでにその確率は天文学的単位になっているはずよ」

　何故か、その言葉を聞いて、詩乃が少し微笑ほほえんだ。

「そんな偶然があってたまるか！　だいたい正しい順路ってなんだ!?　ただ教室が並んでいるだけの空間に正しい順序も何もないだろ！」

　祁答院が声を荒らげて言う。

　咲乃の説をとるのであれば、ここまで無事にたどり着けるわけがない。

　偶然などという言葉では説明がつかない確率だ。

「咲乃さまはどうお考えなのですか？」

「私が？」

　詩乃は二本の指を立てて説明する。

「咲乃さまの説をとるのなら、二つ解釈があります。

　一つ目は、すでに私達は間違った道を進んでいる。

　トラップこそ発動していないが、決して生きて帰る事は出来なくなっている。

　二つ目は。ここまで奇蹟きせき的に正しい順路を歩んでいる。ただ一回のミスもなしに……」

　咲乃は少しだけ考えたあとに目をつぶり、そしてふたたび詩乃を見つめる。

「二つ目だと、奇蹟的じゃなくて、昕門くんは順路を分かっていた。という事になるわ」

　その答えに祁答院が目を剝むいて反論する。

「昕門？　あのゼロ級適正者がか!?　バカ言え、そんなわけがあるかよ。あいつは七区の学生だぞ」

「成績も一番下だと姉から聞いてます」

　詩乃がこまかい情報を付け加える。

「そんなヤツに解けるわけがないだろ！　俺達は、身体からだや知能に至るまで高いレベルで遺伝子操作ゲノムデザインされている。普通に産まれてきた連中が俺達に敵かなう事なんてありやしない」

　遺伝子操作出産デザイナーベビーの優位性を強調する祁答院。

　自分の仲間である皇もまた普通出産で産まれたにもかかわらず。だが彼にとってはそれほどに、自分が分からない謎を止水が解いているかもしれないという事実は認められないものだった。

「でも、昕門くんは始終、このダンジョンの謎が解けたって言ってたわ」

「それは、単にあいつの妄想でしかない！」

「妄想で、ここまで来られないと思う。

　昕門くんゲームが得意だって言ってた。もしかしたら、私達じゃ分からない様な、ゲームばかりやっている人なら解ける謎なのかもしれないわ。

　だとしたら、無能力の昕門くんがこのゲームに参加した理由にもなる」

「咲乃はあの昕門が『ダイダロスの館』の謎を解いていると本気で信じているのか!?」

「たぶん。

　もしかしたら、そう信じたいだけかもしれないけど。

　だって、もう私達は道を誤って進んでいて、帰れないなんて考えるの、嫌じゃない」

　そう言われると、祁答院も反論しづらい。

「あいつが謎を解いているなんてにわかには信じがたいが……」

　祁答院は顎あごに手を当ててその場で考え込む。

「私は信じる」

　そう言い残すと、咲乃はトラップが発動した部屋に入った。

「さ、咲乃!?」

　異様な臭い、人間をミキサーにかけてぶちまけた様な光景。

　咲乃の震えは止まらない。

　だが、力一杯拳こぶしを握りしめる。

「さっき、詩乃さんに言われたわ。

　自分でも少しは考えろって。

　うん、そうだよ。

　皇くんとか詩乃さんとか、ランクが高い人に頼ってばかりだけど、自分でもいろいろ考えないといけない。

　だから思う。

　一枚の扉でも間違って開いてたら、こうなってたのは私達だと思う。

　間違いなく、昕門くんは正解の道を知っているわ」

「バカバカしい。俺は単に他ほかの連中が引き返してトラップを発動させただけだと思うぞ」

　祁答院はかぶりを振りながら咲乃の後に続く。

　さらに皇も教室に入り、その惨状を確認する。

　こんな陰惨な場所に躊躇ちゅうちょなく咲乃が入っていった事に皇は少なからず驚いていた。

　彼女はこれまでいつだって自分や祁答院の後ろにいた人間だ、みずから望んで前に進むタイプではない。

「何故、止水を信じる気になったのですか」

　羽玖が咲乃に問いかける。

「なんででしょうねぇ。正直分からないです。

　けど、私ももともと裕福な家じゃないから遺伝子操作出産デザイナーベビーではあるけど出来損ないなんです。遺伝子操作ゲノムデザインにかけられる金額が限られていたから……。

　だから結構努力でここまでがんばってきた自負心があったりして、

　そういう部分が強いから、私は昕門くんに少しつらく当たったかなぁって思ったんです。

　昔の自分を見ているみたいで、なんか彼を見ているとイライラしちゃうんですよね」

「近親憎悪ぞうおでなくともアレはイライラすると思いますよ」

　血まみれの教室を確認しながら詩乃がつぶやく。

「そうなんだけど、彼、どことなく真剣な感じがするんだよなぁ。

　あんな態度だから空回りしているのかもしれないけど、なんか一人でがんばりすぎな気がするんだ」

「だとしてもだ！　それであいつが謎を解いたという事にはならないだろ」

　祁答院はまだ納得できずに意固地に反論しつづけた。

「どうだろう。でもボクも咲乃さんが言うとおりに、止水くんが謎を解いている可能性が高いと考えている」

　皇は血に濡ぬれた部屋を歩きながら答える。

「皇、何故、そう思う!?」

「縦13で横15個の区切られた空間。

　それにしてはボク達は歩きすぎだと思うんだ」

「歩きすぎ？　もしかして、ここはもっと巨大な空間なのか？　時空が歪ゆがんでいるとか？」

「いや、違うと思う。たぶん、ボクらは縦13で横15個の空間で最長の距離を歩かされているんだと思う」

「最長の距離を歩かされている？」

　その言葉の意味がわからず祁答院はただ反復するだけだった。

「最初の一文、ヨシュア記ばかりに気を取られて、根本的な事を忘れていたんだ。

　でも、止水くんが言っていたボルヘスという名前で思い出した事がある」

「ボルヘス？　そういえばあいつが最後に言ってたな。そもそもそれは何だ？」

「ホルヘ・ルイス・ボルヘスは大読書家として知られる作家です。二区に通う祁答院さまが知らないとは思いませんでした」

「お、俺は理系だから、そういうのは知らん」

「そうですか。一般教養だと思いますよ。あの止水さまですら知ってた様ですし」

　祁答院は何か言い返そうと思ったが、ぐうの音も出ない。

「彼の言葉にこんなものがあるんだ。

『秩序整然たる迷宮』

　ボルヘスが言うには、実は迷宮とは数学的秩序を持っているもので、それは迷路とは違う。

　迷路の様に混乱と錯綜さくそうの空間ではないんだ」

「迷路と迷宮が違う？　なんだそりゃ？」

「ボクもうろ覚えなんだけど、迷宮の通路は入り口から最深部まで一本道で、迷路の様な分岐ぶんきなどはせずに、そして振り子上に方向転換している。

　そしてここからが重要なのだけど、迷宮内には余さず通路があって、そのすべての空間を通過するんだ」

　その言葉に詩乃が応こたえる。

「皇さまは、縦13で横15個の空間すべてを通過しているから、長い距離だとおっしゃりたいのですね」

「いいや、待て！　その前におかしいだろ。

　迷宮は一つ道で？　分岐しないだと!?　だったら迷わないだろ!!」

「そうだね。迷路は迷宮とほとんど正反対の要素を持っている、だから迷宮なんて迷いようがない。

　そう思い込んでしまったから、このダンジョンに関連づけて考える事が出来なかったんだ。これはボクの不覚だ。

　けど、今まで歩いてきて思ったんだ。迷宮本来の性質を備えつつ、迷路の様な迷宮が出来る」

「あ、そうか！　四つの扉を持つ空間に分けられたこの天球儀アーミラリースフィアダンジョンは、迷う一本道の迷宮なんだわ！」

「待て、咲乃、良よく分からん。説明してくれ」

「迷宮は一本道。

　たしかに迷宮の性質上は迷わないけど、その性質を再現させるために、四方向に進める空間を分断していったらどうなるかしら？

　つまり、このダンジョンは迷宮そのものではなく『迷宮』を再現させるものだとしたら？」

「そうだね。たぶん、このダンジョンは、神話に出てくる『ダイダロスの館』を再現しながら道を選ばなければならない。

　一本道である以上、一回でも間違ったドアをくぐってはいけない。

　迷宮の性質を逆手さかてに取った迷路なんだよ」

「なるほど、皇さま咲乃さまがおっしゃる事は理解出来ました。でしたら、何故、その様な事を止水さまは存じてたのでしょうか？」

　二人の意見を静かに聞いていた詩乃が疑問を挟む。

「どうだろ。私達が知らないだけで、ゲームの設定だとおなじみとかじゃないかな。そのボルヘスとか言う人」

「たしかに、ホルヘ・ルイス・ボルヘスというのはいわゆる厨二ちゅうに心をくすぐる作家ではありますね」

「昕門くんが謎を解いたと言ってたのは噓うそじゃないんだと思うわ」

「咲乃さまは止水さまを信じるわけですね」

「そうだね。少なくとも私は」

　咲乃の姿を見て、祁答院は嘆息を漏もらす。

「ふぅ、どちらにしろ、これが館とか言うのだからとんだ迷宮物件だなぁ」

「たしかに、人が住む様な館ではないわね」

　咲乃が笑う。

　ゲームの中でおなじみの設定。

　だから、昕門止水は迷宮の謎を知っていた。

　果たして、その様な設定が盛り込まれたゲームなど存在するのだろうか？

　皇が発言した通り、そもそもの『迷宮』の定義からしたら迷う要素などない、だがそんなものが果たしてゲームに使えるのだろうか？

『迷宮』と『迷路』の差。これがクラスＳの天球儀アーミラリースフィアダンジョンの謎の全貌ぜんぼうなのであろうか？
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　その空間はこれまでのどの空間とも似ず、完全に異質なものであった。

　教室の姿はすでになく、あるのは殺風景な白い長方形の空間。

　その白い壁の側面に、不自然なほど荘厳そうごんな装飾が施された巨大な二枚扉がある。

　無機質な白の空間の広さは今までの教室と同じと思われるが、静まりかえった何も無い空間というのはやけに広く感じられる。

　皇すめらぎは縦横の個数を数えながら慎重に進んできた。

　だからこそ、ここが中心部の手前になるのは確実と思えた。

　この荘厳な扉をくぐればダンジョンの最深部となる。

　皇は足下を見る。真まっ赤かなしたたりが糸の様にここまで続いていた。

　当然の様に、血痕の行き先は扉の向こうである。

　昕門あさかど止水しすいはこの扉をくぐったのだろうか？　ネテスハイムパーティは息を殺して、その扉に近づく。

　皇は扉の近くに耳をやるが、扉が厚すぎて中の音は一切いっさい聞こえない。

　だが、そこは間違いなく『ダイダロスの館』の最深部。なにもいないハズはない。

　ここまで神話の模倣をさせつづけてきたダンジョンなのだ、最後の難関を置き忘れるわけなどない。

　詩乃しのが魔術式機械時空時計ディプティックダイアルを見せる。

　天球儀アーミラリースフィアの終了時間は刻々とせまってきている。

　あと三十分足らずで、この空間と地上を結ぶ『門』は閉ざされる。

　彼らに迷っている余裕などない。

　皇と祁答院けどういんが扉の前に立つ。自分の身長の倍はあろうかという扉を二人で同時に押す。すると、拍子ひょうし抜けするぐらいいともたやすく扉は開いていく。

　まるで、ここに来るものを歓迎しているかの様に滑らかに静かに扉が開かれた。

　完全に扉が開く前に、中に一斉に突入するパーティ、そのまま散開し敵の攻撃に備える。

　前衛は皇と祁答院。

　後衛は咲乃さくのと詩乃と羽玖はく。

　前もって決めていた布陣だ。

　だが、神殿の最深部は静まりかえっている。

　ただ、左右に燃えるたいまつの音だけがやけに不気味な音で響いていた。

　たいまつの小さな破裂音に、パーティは緊張感を高める。

　仄暗ほのぐらい空間に目が慣れてくると、神殿中心部の姿が徐々に分かってくる。

　天井てんじょうは今までと比べものにならないほど高く、左右には石柱が並び、壁にはラピスラズリを思わせる美しい青色に黄金の絵画が刻まれている。

　縦に長細い空間は、まさに異形な神を祭った神殿を思わせる。

　広さはたぶん教室二つ分を縦につなげたぐらいだろう。

　神殿内のたいまつは左右合わせて六つ。

　全体を見渡すにはやや心許こころもとなく、神殿全体が陰影に沈んでいた。

　だが、目が慣れてきた一同は、神殿の奥、その床に広げられた絨毯じゅうたんと思われた紅い存在に息をのむ。

　その時にはじめてたいまつの音に紛まぎれていた異質な破裂音がある事に気がつく。

　大理石を思わせる白く磨かれた床、深紅の絨毯と見紛みまがうほどに滑らかに広がるそれは、絨毯などではなく液体。

　皇の足下から五メートルほど先に人が倒れている。

　さらに先には一体、二体、三体、ついには折り重なるように積み上げられている。

　伝説での英雄テセウスも『ダイダロスの館』最深部でまったく同じものを見たのかも知れない。

　まさに、それは生いけ贄にえとして捧ささげられた少年少女達をむさぼる化物の影。




　肉を引き裂く音と骨を砕く音。

　巨大にねじれた二本の角。

　皇はさらに距離を詰める。

　たいまつの灯あかりでゆらめく二本の影がぴたりと止まる。




　死骸の山から影がゆらりと背を向けて立ち上がる。その巨軀きょくはどこまでもどこまでも大きくふくらんでいった。

　見上げる様なその巨軀に、パーティの緊張がこれまでにないほど高まる。

　暗がりで不気味に紅く光る身体からだ、筋肉のくぼみ部分がまるで溶岩流の様に蒸気をあげながら流動していく、筋肉が張り出した部分はどす黒く鉛色に光っている。

　ゆっくりと舌を出すと、炎が口の脇わきから零こぼれ出す。

　もし火山が人の形を取るとしたらこの様なものになるのではないか？　これは人の形をしている人と似て非なるもの。

　巨大な顔が完全にこちら側を向く。

　身体の大きさに不釣り合いなほど小さな紅くれないの目玉。

　そこにはおおよそ理性と呼べるものは感じ取れない、それどころか怒りや殺意、その様な感情とよべるものがそもそも欠落しているかの様なただ見るだけの器官。

　見たものを機械的に破壊して食い尽くすだけの存在。

　その片手には、信じられない大きさの両斧ラビュリスが握られている。

　それがこの天球儀アーミラリースフィアの『迷宮』にあらわれた『ミノタウロス』であった。

　ミノタウロスの胸が大きくふくらむ。

「なにか仕掛けてくるぞ!!」

　祁答院の声はミノタウロスの咆吼ほうこうによって打ち消される。

　耳を塞ふさいでも全身が振動して脳に直接響く様な雄叫おたけび。

　その声を聞いた刹那せつな、身体が金縛りにあったがごとく動かなくなる。

　恐怖!?　いや違う。敵の特殊能力だ。

　羽玖が素早く、皆の身体に触れていく。するとすぐに手足が動く様になった、どうやら羽玖の守護アルカナの力で敵の能力解除を行った様だ。

　動けなくなった隙すきを逃さず、「號ごう」と巨大な音を立てて両刃の斧ラブリュスがパーティを襲う。

　全員が身体をかがめて、なんとかその一撃をしのぐ。

　巨大な両刃の斧ラブリュスは壁にぶつかると大きな火花を散らした。

　その一薙ひとなぎでほぼ全員を引き裂くほどの範囲がある。当然、一撃でも食らえば守護アルカナの加護オーラなど関係ないだろう。

　皇の背後に《Ace of Swordsソードのエース》の守護アルカナが姿をあらわす。




『天にかかげられた剣は王冠を貫く』




　ミノタウロスがそれに反応して再び咆吼をあげる。

　また先ほどと同じ様に叫び声で硬直させてから攻撃しようとしたのだろう。

　だが、すでに羽玖の守護アルカナの加護オーラはすべてのパーティに行き届いていた。そう易々と同じ能力は効かない。

　皇が指を奏かなでる様に動かす。

　すると室内の空気が大きく動く。

　まるで、皇の手のひらにすべての空気が吸い込まれる様に気流の渦が出来上がる。

　渦の中から皇の両手に身長ほどはあろうかという巨大な十字架の様な剣が具現化する。

　皇が剣を構えると、さらに室内の空気が激しく皇の剣に流れ込んでいく。

　その姿にミノタウロスも一瞬怯ひるむ。




《断ち切る叡智の十字剣キルウィスダム・スタヴロス》。




　固有能力ユニークスキルの名前が空中に浮かんだ瞬間、大気を巻き込む様に剣が放たれる。

《十字剣スタヴロス》が複雑に空気を巻き込み真空の刃を何重にも生んでいく。

　剣は気流を生み何層もの残像を出しながら敵にせまる。

　皇の攻撃をたたき落とそうとミノタウロスは両刃の斧ラブリュスを振り下ろす。

　だが、高速で複雑に動き回る《十字剣スタヴロス》を、ミノタウロスの鈍重な両刃の斧ラブリュスで落とせるわけがない。

　空振りした両刃の斧ラブリュスが激しい音を立てて地面にぶつかる。

　がら空きの顔面に刃が迫る。




　ガキィッン！




《十字剣スタヴロス》はそのままミノタウロスの頭蓋骨に突き刺さった──。

　と思われたが、巨大な鉄がはじける音と共に《十字剣スタヴロス》は跳ね返される。

　額にクリティカルヒットしたかに思われた刃だが、ミノタウロスのその身体に傷ひとつ付ける事は出来なかった。

　皇の手元に《十字剣スタヴロス》が戻ってくる。

　流動するマグマの様な身体と同じく、その表面は見たとおりに固まった鋼鉄で出来ているのであろう。クラスＳのボスにふさわしいほどでたらめな存在だ。

「皇！　どうするんだ！　俺おれ達にはお前の《十字剣スタヴロス》以上の攻撃力はないぞ」

　皇の能力は四大元素スートの風の恩恵によって生み出される運動力で敵を破壊するというものだが、さらに能力名にもある様に、『叡智えいち』によって『断ち切る』事を得意とする。

『叡智』とは物理的な攻撃ではなく守護アルカナの加護を断ち切る事を意味している。

　全長二メートルにもおよぶ剣の超回転は、いくつもの真空の刃を従え、物理的にもアルカナ的にも切り裂く。

　たしかに対人においては、これは十分すぎるほどの破壊力ではある。

　だが、身長五メートルはあろうかという巨軀、さらに全身が鋼鉄で覆おおわれ、筋肉にあたる動力部分は流動するマグマ、その様な物体を破壊する事は《断ち切る叡智の十字剣キルウィスダム・スタヴロス》も想定していない。

　むしろその様な鉄の塊を破壊出来る能力など想像が出来ない。

　あの巨大な剣を召喚させた《深い悲しみを与える九つの剣アンゴルモアグラディウス》の固有能力ユニークスキルであろうとミノタウロスを破壊する事は困難だろう。

　今の攻撃を脅威と感じたのか、皇だけを狙ねらって斜めに両刃の斧ラブリュスが振り下ろされる。

　地面にぶつかると両刃の斧ラブリュスから巨大な火花が散った。だが、その様な攻撃が当たるほど皇は鈍重ではない。

「七番だ！　咲乃！」




《跳弾五芒星リコシェディスク》




　咲乃は六つの五芒星ごぼうせいを出す。

「五芒星構成七番！」

　カリオストロ戦では自分の正面にすべて向いていた五芒星ディスクだったが、咲乃が複雑に指を動かすと、今度はミノタウロスを取り囲むように構成される。

　先ほどと同じ様に気流を巻き力をためて、皇が《断ち切る叡智の十字剣キルウィスダム・スタヴロス》を発射させる。

　だが、先ほどと違い、その方向はミノタウロスではなく、咲乃が出した五芒星ディスクに向けられていた。

　刃が《跳弾五芒星リコシェディスク》にぶつかる。




　キィィン──




　不思議な音が響き刃が跳ね返る。

　さらに勢いを増して次の《跳弾五芒星リコシェディスク》に刃がぶつかる。

《跳弾五芒星リコシェディスク》はその名前の通り、武器を跳弾させ方向を変える固有能力である。

　攻撃は跳弾によって何度も方向を変える事でその太刀筋たちすじを見切れなくさせる。

　さらに《跳弾五芒星リコシェディスク》に武器が触れた時にそれぞれのディスクに込められたスートの加護を受ける。

　六回の跳弾を加える事で《断ち切る叡智の十字剣キルウィスダム・スタヴロス》の威力は数段増す。

　なんども方向を変え破壊力が増した《十字剣スタヴロス》をミノタウロスの目で追うことは出来ない。

　ほぼ無防備な脇腹わきばら付近に《断ち切る叡智の十字剣キルウィスダム・スタヴロス》が突き刺さる。

　それでも──




　グォキィッン！




　刃は跳ね返される。

　だが、先ほどよりも音は鈍い。

　再び剣が手元に収まる。

　すぐに皇は剣を確認する、先ほどと違う変化があった。剣の一部に飛び散った鉄がはりついている。少しだがミノタウロスの身体をえぐった形跡がある。

　皇は先ほどと違い頭ではなく、ミノタウロスの真っ赤になっているくぼみ部分に《十字剣スタヴロス》をヒットさせた。

　ミノタウロスの真っ赤な部分は禍々まがまがしくは見えるが、その強度は黒く鈍く光った装甲の様な肌に比べればはるかに低い。

　ミノタウロスが咆吼をあげる。

　それは能力を行使するというよりも単純な怒りのための様に感じられた。

　この化物にとって、その感情ははじめてのものかもしれない。

　たぶん、自分の身体が傷つけられた事がないのだろう。

　さりとて、一部をえぐった程度で、目の前の化物がどうにかなるわけではない。

　今の一撃では、あの大質量の身体からしたらかすり傷程度でしかないだろう。

　こちらの圧倒的な不利は変わらない、にもかかわらず。

「祁答院くん！　ヤツの足を止めるんだ！

　それと、十一番だ！　咲乃さん！」

　祁答院が能力を発動させる。

《Wandsワンド14》の守護アルカナが姿をあらわす。




『杖つえを大地に突き立てた王』




　その図像と同じ様に、祁答院はあらわれた杖を地面に突き刺す。

　すると、巨大な幹があらわれて、ミノタウロスの足に絡からみつく。




《大地から生える火炎樹エクリクスィ・ユグドラシル》




　それを引き抜こうとするミノタウロス。だがそれはランク５の守護アルカナ。その加護を受けた幹を簡単に引き裂く事は出来ない。

　絡みついた幹はミノタウロスに触れると数秒もかからず接触面から炎が吹き出す。

　だがそれで問題ない。

　祁答院の四大元素スートは炎である。

　固有能力ユニークスキルの名前通りにあの幹は炎を生み出すためのものである。

　内部から無限に増殖する木が燃えながら敵をなぎ倒すというものである。

　火山の化身であるミノタウロスとの相性あいしょうは悪くない。

《跳弾五芒星リコシェディスク》が先ほどと違った配置で形成される。

　同じ様に《十字剣スタヴロス》を皇は跳弾させる。

　そして──




「七番に変化！」




　その声に咲乃は指を躍らせると、陣形が変わる。

　さらに──




「六、から四から五」




　陣形が変わるたびに《十字剣スタヴロス》は《跳弾五芒星リコシェディスク》にぶつかり、その方向を変えて速度を増していく。




「四、五、七、八、十」




　陣形を変え続ける五芒星、当然、一度でも判断を誤れば、《十字剣スタヴロス》はあらぬ方向に飛び出してしまう。

　ゼロコンマの判断で皇の指示通りに咲乃は指先を動かし陣形を変える。

　ほぼ肉眼で見る事は不可能な速度、それでも皇は驚くべき動体視力で的確に陣形を指示していく。

　咲乃は目をつぶっている。

　すでに咲乃が目で追える速度ではない。

　ただ、音とテンポ、跳弾する時の音とリズム、それだけにすべての神経を集中させる。

　目をつぶり指を激しく動かす姿は、まるでピアノでも演奏しているかの様な優雅さがあった。

　すでに速度が上限に達していた、瞬まばたきでもしたらその瞬間に六個のディスクを《十字剣スタヴロス》が一巡する。

　さらに《跳弾五芒星リコシェディスク》から不穏な音が聞こえはじめる。

　咲乃は最初に《深い悲しみを与える九つの剣アンゴルモアグラディウス》を止めるために、この能力を使おうとした。だが、それは無理である事を皇に指摘されている。

　実際、この能力は跳弾させる事が目的で防御の能力ではない。

　故ゆえに《跳弾五芒星リコシェディスク》はそれほどの耐久力があるものではない。

　たとえその角度が跳弾を促すものだとしても、ある一定の破壊力に達してしまうとディスクは破断してしまう。

　今、まさに《断ち切る叡智の十字剣キルウィスダム・スタヴロス》が限界に達しようとしていた。




「最後！　七！」




　咲乃が目を開く。

《跳弾五芒星リコシェディスク》がひときわ大きく輝く。

　六つのディスクに反響した刃がミノタウロスを襲う。




　ドスッ!!




　今までに無い。

　ひときわ低い音が鳴る。

《十字剣スタヴロス》はミノタウロスの首元に刺さっていた。

　だが、刺さっているにすぎない。

　あれほどの速度であったのに、首を落とす事が出来なかった。

　今のが最後の一撃である。




　ミノタウロスが腕を上げ両刃の斧ラブリュスを振り下ろそうとする。

　咲乃は力を使い果たしその場で崩れる。

　皇も片膝をつく。

　そう、すべての勝負は決していたのだ。




　ドスススンン──




　腕をあげたミノタウロスはそのまま仰向あおむけに倒れ込む。

　巨大な音と共に大量の粉塵ふんじんが立ちこめた。

「や、やった！」

　祁答院が声を出す。

　皇はがっくりとうなだれる。

「ほとんど賭かけだったんだけど、当たったね……」

　賭け。

　たしかにこれは賭けであった。




　皇はミノタウロスの耳の後ろを狙っていた。

　牛は頭から突進して攻撃するという性質上、額部分の頭蓋骨が異常に厚く出来ており、これを破壊するのは容易ではない。

　初弾で皇はミノタウロスの首を狙ったが、ミノタウロスはそれをカバーする様に頭を突き出してこれをガードした。

　ミノタウロスにとってはあらゆる場所で一番信頼出来る部位が額なのである。

　次に皇は《跳弾五芒星リコシェディスク》によって太刀筋を変えて、ミノタウロスの脇腹部分を攻撃した。

　これは、脇腹部分がもっとも可動域が多く、赤くなった部分が一番多かったからである。

　冷えた鉄の部分ではなく、流動するマグマの部分ならば刃が通るかを確認するためにその部位を狙った。

　この攻撃により、赤い部分の装甲が薄いと確信した皇は、勝負に出る。

　首元の赤い部分、ちょうど耳の裏側に当たる部分を狙った。

　牛は顔面にあたる部分の骨は非常に強固だ、だが、耳の後ろ辺りの骨についてはさほど頑丈に作られていない。

　牛の骨格と火山の化身であるミノタウロスとに果たして共通点があるかどうかは分からなかった。だが皇はその可能性に賭けたのだ。

　一番弱いと思われる部分をもっとも強い威力の《十字剣スタヴロス》で狙った。

《断ち切る叡智の十字剣キルウィスダム・スタヴロス》はその名の通り、斬きった相手の能力を守護アルカナから断ち切る能力である。

　当然、守護アルカナを持たないミノタウロスに対しては無意味な攻撃とも思えた。

　だが、そもそもあのマグマで形作られた構造体をどの様な力で動かしているのだろうか？

　何かしらの『力』によって制御していなければ説明がつかない。

　皇はその『力』を制御しているのが頭頂部だと考えた。

　何故なぜならば、ミノタウロスのその部分がもっとも強固に作られていたからである。

　次に、ミノタウロスを動かす『力』そのものがどの様なものであるかを考えた。

　ミノタウロスは天球儀アーミラリースフィアによって生み出された怪物である。

　そして守護アルカナの固有能力ユニークスキルも同じく天球儀アーミラリースフィアによって生み出された『力』である。

　だとしたら、ミノタウロスを動かしている『力』も守護アルカナの能力を断ち切るのと同じように《断ち切る叡智の十字剣キルウィスダム・スタヴロス》で切り裂けるのではないだろうか？

　頭部、そこから脳神経の様に張り巡らされているだろうオーラの回路を断ち切れば、この怪物を倒す事が出来るのではないか？

　ほぼ確信に近かった。とはいえ確定ではない。

　万が一、それを制御している部分が頭部ではなく心臓と同じ様に胸部であったならば、次の一矢がない。

　ネテスハイムパーティには『死』しか残されていなかった。

　だからこその『賭け』であったのだ。




「うわーん、死ぬかと思った！　すごくすごく疲れたわ！」

「咲乃さんはすごいよ。あの速度で動く《断ち切る叡智の十字剣キルウィスダム・スタヴロス》に対応したんだからさ」

「いやいや、もう二度とやりたくないよ。すごい神経削ったし、力も使い果たしたし」

　咲乃は寝っ転がりながら笑った。

「あと祁答院くんもナイスフォローだった。ミノタウロスの動きを完全に止めてくれたから、ボクは正確に急所に当てる事が出来た」

「あいつがマグマの固まりで、四大元素スート的には同じ炎系だったからな、相性が良いとは言えないが悪くはない」

「皆様すごいですね。

　私はほとんど何もしませんでした」

「ああ、小鳥遊たかなしは何もしなかったなぁ」

「申し訳ありません」

　ぺこりと詩乃が頭を下げる。

「バカ冗談だよ」

　祁答院も笑う。

　倒したのだ。

　そしてクリアしたのだ。

　あのクラスＳ。

　超難関と言われる天球儀アーミラリースフィアダンジョンを攻略したのだ！




　パキィ……




　ミノタウロスの身体から乾いた音が響いた。

　一瞬パーティに緊張が走る。

　だが、ゆっくりと羽玖がその方向に歩き出す。

　先ほどまで真っ赤な巨軀であったものが、今では完全に鋼の色に変化している。

　まるでその姿は、人の手によって作られた巨大な彫刻の様であった。

　羽玖はミノタウロスの胸元むなもと辺りに立つと手をかざす。

　すると、ミノタウロスの胸が鉄のブロックの様な形で開いていく。

　羽玖の腕の鍵かぎがひときわ大きく光る。そのまま立方体の中に手を入れる。




　キィィィン──




　甲高い音がする。

　だが嫌な音ではない。

　羽玖が手をかざすと、そこには金色に光る王冠の姿があった。

　これこそが、この天球儀アーミラリースフィアダンジョン『ダイダロスの館』に隠された至宝『ミノスの王冠』であった。

「やったわね。本当にやったんだわ」

　咲乃がうれしさのあまり泣き出しそうになる。

「ああ……。

　そうだ、ね」

　何故か。

　何故か、咲乃の言葉に抑揚よくようの無い返事を皇は返した。

　起き上がった皇は、王冠を手にする羽玖にゆっくりと近づく。

「雨宮あまみや様、少しだけそれに触らせてくださいませんか？」

　笑顔で皇が手をさしのべた。

　だが、羽玖は笑っていなかった。

「何故でしょうか？」

「何故って、だってこんな大変な戦いを終えたのですよ。

　ボクもその王冠を手にして勝利を実感したい」

「勝利の実感ですか……」

　羽玖はそのまま皇を見つめる。

「本当に勝ったのでしょうか？　皇悠真はるま」




　ザッ──




　皇の前に、詩乃がすごい速度で立ちふさがる。

「え？　な、何？」

　咲乃が混乱する。

「おいおい、雨宮様、触るぐらいいいじゃないですか。たしかにそれはあなた方ネテスハイム一族のものではあるが、勝ち取ったのは俺達だ」

「そうですよ。雨宮様……触らせもしないのはひどいじゃないですか……」

　皇からゆらりとパラメーターの炎があがる。

「な、何してるんだ？　皇!?　なぜ能力を？」

「二人は心配しなくていいんだ。

　これはボクに課せられた使命だからね」

「え？」




『天にかかげられた剣は王冠を貫く』




　皇悠真の守護アルカナがその姿をあらわす。

「なぜ、エースの剣は王冠を突き刺していると思いますか？　お姫さま」

「悲しいですね。ここまで共に戦ってきたのに……」

「戦っていたのはボク達だけだ！　あなた方支配者はいつだって、安全な場所から見守り、勝利の品だけを奪っていく！」

　声を荒らげる皇。

　それに対して詩乃がいつも通りの口調で喋しゃべる。

「ふむ、これは綿雲わたぐもさまの力ですね……」

「わ、わたぐも？」

　突然、関係ない名前をつぶやく詩乃に驚く皇。

「当たり前ですが、脅威はなにもこの天球儀アーミラリースフィアダンジョンにかぎった事ではないのです。

　そこのところを皇さまは忘れていますね」

　詩乃は表情を変えずにいつも通り抑揚もなくつぶやいた。

　その瞬間──

　巨大な土煙と共に後ろ側の壁が爆発ばくはつした。
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　爆発ばくはつ音、などという生やさしいものではなかった。

　間違いなく、守護アルカナの加護オーラがなければ鼓膜が破けている様な衝撃。それほど巨大な衝撃。

　湧わき上がる煙の中からゆらめく青いパラメーターが見える。

　どうやらこの爆発を起こしたのは守護アルカナの能力者らしい。

「あん!?　ここが最深部か？」

「けほっ、けほっ、ほ、本当にデタラメですね。全部蒸発させて進むとか」

　全部蒸発!?

　何をすべて蒸発させたのであろうか？

　この言葉の意味が、最初、咲乃さくのや祁答院けどういん、そして皇すめらぎにはまったく理解出来なかった。

　だが徐々に晴れていく煙の中で彼らはその言葉の意味を理解する。




　神殿の壁の一面が完全に破壊されている。




　その奥の空間の壁も。




　そのまた奥も。




　またその奥も。




　すべての壁が破壊され、巨大な一本道になっていた。




　最上級ランカーの能力者が大質量をもって攻撃してもビクともせず、さらにミノタウロスがその巨大な両刃の斧ラブリュスを振り回そうと、一切いっさい壁には傷が付かなかった。

　このランクＳの空間である。

　それを何者かが破壊した。

　それまで土煙でぼんやりとしか見えなかった青く浮かぶパラメーターがはっきりと見えた。
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　背筋が氷る。

　黒い土煙の中に浮かび上がるローマ数字。

　千五百以上いると言われるアルカナの中で、唯一同列にしてはならない二十二の絵札。




　天球儀アーミラリースフィアダンジョンにおいて、その表記の意味は「絶対に逃げなければならない存在」「決して戦ってはいけない存在」「接触は死を意味する」。

　それこそが【Major Arcana大アルカナ】である。

　目の前に立っているのは、【Major Arcana大アルカナ】の最上級ランカー、カード名は《NXXIナンバー19 Theザ SUNサン》、空に輝く天体でもっとも存在感がある『太陽』のアルカナ。

　その名前は守護アルカナの中ではあまりにも有名だ。

　ホーエンハイムの『門』を通る『灼熱しゃくねつの暴君』と呼ばれる男、杵島きしま琉生りゅうき。

「おい！　綿雲わたぐも！　さっき言ってた通りか？」

　杵島はめんどくさそうに吐き捨てる。

「はい、先ほど私が言った通りです。

　能力はそれぞれ《Rankランク6 Swordsソード1》、

《Rankランク4 Pentaclesペンタクル6》、

《Rankランク5 Wandsワンド14》、

　それとかなり不安定な《Rankランク6 Cupsカップ13》です」

　綿雲とよばれる少女の能力は敵のパラメーターを把握する固有能力らしい。

「残り二名に関しては、杵島さんも分かっているでしょう」

「ああ、嫌なほど知っている」

　パラメーターを言い言い当てられたのは、皇と祁答院と咲乃、さらに羽玖はくであった。だとしたら「残りの二人」とは誰だれの事か？　「分かっている」とは何の事か？

「んで、綿雲、お前が言ってた殺意の方向性。今も変わらないのか？」

「はい、同じです。たぶんネテスハイムの内部抗争でしょうね。

『節制テンペランス』は他ほかの十三血流じゅうさんけつりゅうにも厄介やっかいな存在ですが、他ならぬネテスハイムの派閥内でもその扱いに困っていると聞いてます。

　あ、杵島さん来ますよ」

　皇が《断ち切る叡智の十字剣キルウィスダム・スタヴロス》を出現させる。

　敵は会話中、奇襲のタイミングとしては申し分ない。

　皇の速攻と同時に祁答院が能力を発動させる。

　炎をまとった巨木が杵島にまとわりつき拘束する。

　いくらなんでも油断しすぎだ。

　杵島はあっという間に巨大な幹に取り囲まれ、その姿すら見えなくなる。




「火炎樹エクリクスィ！」




　祁答院が叫ぶと、幹がものすごい勢いで燃え出す。

　皇は一直線に奔はしり《十字剣スタヴロス》を発動させる。

　気流を多く巻きこんだ太刀筋たちすじを初手から見抜く事は不可能だ。

　あの壁を破壊した力はたしかに脅威だが、この絶妙なタイミングで出した固有能力を躱かわす事など不可能。

　気流を巻き上げ幾層もの真空の刃を生み出す《十字剣スタヴロス》が杵島琉生を真っ二つに切り裂いた。かと思われた刃は──。




　ガシィ！




　まるで飛んできたおもちゃのブーメランでもつかまえる様に、造作もなく杵島につかまれていた。

　背後の図像の姿はない。

　つまり守護アルカナを発動せずに基礎能力アビリティだけで皇の固有能力ユニークスキルを止めたのだ。

「遅いし、威力もねぇ。


　はぁぁぁ……」



　杵島は大きくため息をつく。


「うぜぇぇぇぇぇええええええ!!」



　祁答院の《大地から生える火炎樹エクリクスィ・ユグドラシル》は瞬間に蒸発する。

　圧倒的なプレッシャーが空間を振動させる。

《跳弾五芒星リコシェディスク》で最大限まで加速すれば、傷一つぐらいはつけられたかもしれない。などという想像すら出来ない。

【Major Arcana大アルカナ】のアビリティオーラはそれほどの絶対的な力の差、人の心が簡単に折れる様なプレッシャーを持っていた。

　大きな音を立てて《十字剣スタヴロス》が砕け散る。

　つまり、力だけで壊したのだ。

　大メジャーアルカナ太陽の力を使う事なく、ただ力だけでねじ伏せた。

　ミノタウロスの頭蓋骨の様に刃物が通らない。そのレベルなら対処もある。

　だが、必殺の能力である《断ち切る叡智の十字剣キルウィスダム・スタヴロス》も祁答院の《大地から生える火炎樹エクリクスィ・ユグドラシル》も相手の固有能力ユニークスキルを引き出す事なく破られる。

　祁答院に至っては炎の四大元素スートである。

　それが一瞬で炎によって蒸発させられたのだ。デタラメとしか言いようがない。

「なんなんだよぉ。ネテスハイムはぁ！　どうなってるんだよぉ！」

　杵島が叫ぶ。

　殺意の固まりの様なプレッシャー。

　パーティ全員の足がその場で凍りつく、本能が身体からだを動かす事を拒否しているかの様だ。

　それでも、祁答院は叫び、みずからを鼓舞して、再び幹で杵島に襲いかからせる。

　その圧倒的な力の差に啞然あぜんとしていた皇だが、その声で我を取り戻し、新しい《十字剣スタヴロス》を再構築して至近距離での攻撃を狙ねらう。

　たしかに相手は油断している。

　守護アルカナの姿は見えず、基礎能力アビリティのみで終わらそうとしている。

　だとしたら今しかない。今ここで倒さなければ、絶対に殺される。

　皇は決死の特攻をかける。

　だが、

　杵島はつまらなそうに言った。




「目障めざわり」




　瞬間、二人の脳裏のうりにイメージがあらわれた。

　巨大な、それこそ先ほどのミノタウロスなどと比べものにならない、そんなものすら手のひらに乗るような絶対的な質量の巨人。

　そんな存在の腕が振り下ろされる。そんなイメージ。

　二人はとてつもない速度で横の壁に激突する。

　守護アルカナの加護オーラがなければ即死、いや原形をとどめずに肉塊になる様な速度だ。




「「ぐはっ」」




　二人は血反吐ちへどを吐きながらその場で倒れる。

　その場にいる他のネテスハイムパーティは動く事が出来ない。ただ一薙ひとなぎだ。

　大アルカナが手を払ったただけでパーティの前衛二人が一瞬で倒されてしまったのだ。

「はぁ、なんだよぉ。今回のネテスハイムはどうなってるんだよ。なぁ綿雲！」

　綿雲とよばれる少女は、杵島の言う事など聞かずに、一人の人間だけを見つめる。

「小鳥遊たかなし詩乃しのさん……」

　綿雲に呼ばれた詩乃はごく普通に言葉を返す。

「お久しぶりです。綿雲羽香奈わかなさま」

　詩乃の表情から恐れの感情は読み取れない、何故なぜなのか？

　彼女も見ていたはずだ。

　ランク６とランク５の同時攻撃、まったく隙すきなどなく見事な連携であった。にもかかわらず杵島にはまったく刃が立たない。

　詩乃がどれほど強かろうが【Lesser Arcana小アルカナ】でしかない以上は杵島という化物にはかなわない。生殺与奪権は相手に握られているのだ。

　にもかかわらず、彼女から焦あせりは感じられない。

　いつも通り、まったく変わらない様子でホーエンハイムパーティと対峙たいじしている。

「今日は称号付きじゃないみたいですね」

「はい、今回はお休みを頂いてます」

　吐血とけつしながら皇はその言葉の意味を考える。

　称号付き？　聞いた事がない名称だ。何かの隠語だろうか。

　それ以上に不思議なのは、小鳥遊詩乃と綿雲羽香奈とは顔見知りらしく、ごく自然に会話している事だ。

　彼女は何度かホーエンハイムパーティと接触しているのだろうか？　だから綿雲羽香奈を知っているのだろうか？

　だとしたら、今日までたまたまホーエンハイムの杵島琉生とは遭遇してなかったのだろうか？　そうとしか思えない。

　なぜならば、目の前の【Major Arcana大アルカナ】杵島琉生との接触からの帰還。その様なものが今の皇にはまったく想像が出来ない。







[image: ]







　彼との出会いは「死」を意味する。

　戦う事も逃げる事も出来ずに、ただ殺される。

　それ以外あり得ない。

　だからこそ、小鳥遊詩乃が杵島と顔見知りであるわけがない。皇にはそう思えた。

「小鳥遊か、称号なしのおまえには用はねぇ」

　杵島が詩乃に吐き捨てる。

　この言葉は二人は面識があるという意味となる。

　不可解としか言いようがない。

　なんなんだ？　この小鳥遊詩乃という少女は？

　自分と変わらない【Lesser Arcana小アルカナ】にすぎないのではないのか？

「昕門あさかどを出せよ……」

　低い声で杵島が詩乃に言う。

　皇以下、ネテスハイムのメンバーはその発言に驚く。

【Major Arcana大アルカナ】《NXXIナンバー19 THEザ SUNサン》の杵島琉生が昕門の名を口にしている。

　何故、昕門なのか？

　昕門とはあの昕門止水しすいの事だろうか？

　それとも、こんなめずらしい苗字みょうじのものが他にもいるのだろうか？

　分からない。

　まったく分からない。

　理解が追いつかない。

　今、自分たちが置かれている状況。

　それを皇は一ミリも把握する事が出来ないのだ。




　そんなネテスハイムパーティの事など気にせずに綿雲は杵島に話しかける。

「もう少し固有能力ユニークスキルを強くします？」

「ああ、そうしてくれ」
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　パラメーターがひときわ強く輝いた後に、綿雲羽香奈の背後に守護アルカナがあらわれる。




『並べられた八つのカップと背を向ける老人』




　そして能力名があらわれる。




《透視する八つの器サイコメトリー・キュトラ》




「冥土の土産に教えてやろう。

　こいつの能力は、おもにパラメーターの盗み見だが、それ以外にもいろいろなものを読み取れる。その一つが殺意だ。

　殺意があれば、簡単にその場所を特定できる」

「杵島さん相変わらず最低ですね。なぜ、いちいち私の能力を説明するんですか？」

「説明した方が手っ取り早い。

　絶対的な『力』を持つ俺おれがいる以上、綿雲の能力は牽制けんせいになる。

　知らせておけば、下手へたな交渉や策略なんぞする気も起きねぇだろ」

「杵島さんが死ななければそれでいいかもしれませんが、いちいち能力バラされたら、私単体だと生きて帰れませんよ」

「俺が死ぬ事なんかねぇよ」

「だといいんですけど」

　綿雲はネテスハイムに向かって説明する。

「つまりですね。私が物珍しい殺意の方向のパーティがあった事を杵島さんに伝えたら、面白おもしろがって急いでこっちに向かってきたというわけです」

「ネテスハイムの大アルカナ『節制テンペランス』の話は俺も聞いている。

　どうにもお偉いさんどもには厄介な能力らしいなぁ。それを巡っては外部のみならず内部でも抗争があると聞いた。

　殺意が内部に向いているパーティ。そんなものがあるとしたらその『節制テンペランス』の卵がいるネテスハイムぐらいしか考えられねぇ」

　杵島と綿雲に、詩乃がまったく緊張感がない様子で割って入る。

「なるほど、ホーエンハイム側は綿雲さまほどの頭脳があって謎なぞも解かずに直進されてきたのですね」

　ジトリと破壊され一本道となった空間を見つめる。

「一直線に突き進むとは……、

　考えるのを放棄なされたのですか？」

「ち、違う！　私は謎を解いてました！」

　それまで表情少なめだった綿雲の表情に微妙な焦りが見えた。

「でしたら、何故直進されたのでしょうか？」

「[image: ]っ」

　詩乃の言葉に反論出来ない。

「ホーエンハイムの知性とよばれた方が早々にゲーム放棄とは……」

「ち、違います！　そんな事ありませんっ」

　詩乃の言葉に顔を真まっ赤かにして反論する。

「そうですか？　だったら綿雲さまの『迷宮』の定義をお聞かせ願えますか」

　詩乃は相変わらず無表情だが、やや微笑ほほえんでいる様にも見える。

　それに気がついた綿雲は詩乃を睨にらんだ。

　だが、それは余計に詩乃を喜ばせる結果だったらしい。その表情を見て詩乃はあからさまな笑顔になった。

　綿雲は一度うつむき、拳こぶしを強く握る、顔が見えないが耳が真っ赤だ。

　ふたたび顔をあげる綿雲、咳払せきばらいをしてから落ち着いた様子で話し始める。

「六つのルールを持った幾何学きかがく図形、それこそが『迷宮』。

　こう言えば小鳥遊詩乃さんにも伝わるでしょうか？」

　落ち着き払っているかに見せる綿雲と、始終、微妙に笑顔の詩乃。

　綿雲は内心イライラしているのか、口の端がぴくぴくしている。

　この二人のやり取りを見る限り、彼女達の接触は一度や二度ではない。

　それにしても、圧倒的な力を持つホーエンハイムパーティに対して、何故、詩乃はこれほどまでに余裕を持っているのか？

「基本ですね。だいたい天空で王冠座が輝き、ミノタウロスの伝承を模したダンジョンが生まれるとなれば、迷宮の六つのルールが最低限の知識となりましょう」

　その場にいるネテスハイムの全員、いや羽玖以外がその発言に目を剝むく。

　六つのルールを持った幾何学図形!?

　それが『迷宮』!?

　一度も詩乃は口にしなかった。

　綿雲は詩乃を一瞥いちべつする。

　どうも、試されている様でしゃくではあったが、自分の知識にある程度以上自信をもつ綿雲は『迷宮』の定義を説明しはじめた。

「迷宮には厳密な定義があり、純然たる秩序をもって構築されている。

　迷宮学者ヘルマン・ケルンはこうした『迷宮』の通路の諸特徴を以下の様に定義しています。

　一つ、通路は交差しない。

　一つ、一本道であり、道の選択肢はない。

　一つ、通路は振り子状に方向転換をする。

　一つ、迷宮内には余さず通路が通され、迷宮を抜けようとすればその内部空間をすべて通ることになる。

　一つ、中心のそばを繰り返し通る。

　一つ、中心から脱出する際、行きと同じ道を再び通らなければならない。

　これは純然たるルールです」

　その発言の半分ほどは皇の指摘が混ざっていた。ただし、六つのルールと言われるほど厳密に決まっていたとは知らなかった。

「教室を模して作られた空間は四方向へ自由に進むことが出来ます。

　ですが、今、綿雲さまが説明した通り、迷宮としての秩序通り動かなければ、必ずトラップが発動して冒険者を殺傷します」

「まぁ、俺ぐらいの例外的な力を持つ守護アルカナの前ではトラップそのものが意味がないけどな」

「その杵島さんの考え方のおかげで、私がこの迷宮を解く事が出来なかったのですけどね！」

「そんなパズル遊びなんざ、地上でやればいいだろうが、クソめんどくせぇ」

　ホーエンハイムパーティは一番最後、ほぼ終盤になってから『門』をくぐってきた。

　綿雲は、天球儀アーミラリースフィアにもぐる前に、ミノタウロスに関わる謎であるならば『迷宮』となるであろう事を想定していた、故ゆえに六つのルールも熟知している。

　それでも謎をすべて解くことが出来なかった。

「綿雲さまは、この『迷宮』がどの型に当たるか、それが分からなかった。違いますか？」

　詩乃の発言に綿雲は一瞬驚くが、一呼吸してから返答する。

「小鳥遊詩乃さん。あなたは分かったのかしら？」

「はい」

　今度は、表情を変えずに綿雲も答える。

　いちいち詩乃のペースに巻き込まれていたら自分が恥ずかしいだけだと悟ったのだろう。

「そうなんでしょうね。くやしいけど、小鳥遊詩乃ほどの人間ならば分かるのでしょう」

「分かってなければ、ネテスハイム次期当主である羽玖さまを危険にさらす様な真似まねはしません。今回の私は従者です。ですので羽玖さまの命を守る事を最優先しています」

「質問していいかしら小鳥遊詩乃さん？

『迷宮』は、迂回うかい回数と迂回方法によっていくつかに分類される。

　それをあなたは見抜いた」

　詩乃は小さく頷うなずいた。

「『迷宮』にはいくつもの型があります。

　それでも答えは一つです」

『迷宮』とは幾何学図形であり、ボルヘスが言う様に整然たる秩序を持っている。

　その種類は大きくわけて『クレタ型』『オトフリート型』『シャルトル型』『モザイク型』とよばれるものになる。

　七重周回路。

　十一重周回路。

　十字型つき十一重周回路。

　それぞれに特性があり、幾何学図形の形として違う。

　つまり、『ダイダロスの館』とよばれる天球儀アーミラリースフィアダンジョンが『迷宮』だと分かったとしても、それがどの様な幾何学図形なのかまでは分からない。

　当然、クレタ島に関わる神話をかたどった迷宮なのだから七重周回路となる『クレタ型』が一番可能性が高いと考えられる。

　だが他の可能性もある。

　たとえばローマ時代に作られた石床の『迷宮』には中心部にミノタウロスや勇者テセウスの姿が描かれている。

　これはダイダロスの館を模して作ったものであるが『クレタ型』ではなく『モザイク型』と言われるものである。

　綿雲は『迷宮』の概念は理解していたが、何種類かある迷宮の型を特定する事が出来なかった。

　そんな綿雲を詩乃がやや哀れんだ目で見つめた。

「綿雲さま、最初の教室で黒板に描かれていた事を読みましたか？」

「[image: ]……」

「ああ、あれか、綿雲が読む前に、俺が蒸発させた」

　それを聞いてクスリと笑う詩乃。

　綿雲はこれまでにないぐらい杵島を睨む、さすがの杵島も目を逸そらす。

「ホーエンハイムの知性と呼ばれる綿雲さまがそれを見てたら、悩まなかったと思います。

　昕門止水が一瞬で見抜き、私が見抜いた様に、綿雲さまなら一瞬で見抜いたでしょう」

　信じられない。

　いや、ある意味、ネテスハイムの誰もが「もしや」と思っていた事実が、詩乃の口から発せられた。

「昕門止水は一瞬で見抜いた」

　つまり、小鳥遊詩乃のみならず、止水も完全にこの『迷宮』の謎を解いていたのである。

　綿雲は肩の力を抜く様に笑った。

「あなたのところは昕門さんだからね。わたしのところのとは大違い」

「あぁ!?　昕門と俺と何が違うんだよ！」

「全然違うじゃないですか！」

　昕門について会話する綿雲と杵島、二人は昕門を良よく知っているかの様な口ぶりにしか聞こえない。

「最初の黒板に書かれていたのはヨシュア記の第六章、伝説の城塞都市エリコを制圧した時のお話でした。エリコとクレタ。この共通点、ホーエンハイムパーティの頭脳とよばれる綿雲さまなら分かりますよね」

「っ！」

「黒板には以下の様に書かれておりました。





七人の司祭はそれぞれ雄羊の角のラッパを携えて『約束の箱』に先立たなければならぬ。

そして七日目には七度町を廻まわり、

司祭たちがラッパを吹き鳴らしたら、

民はみな大声で叫ばねばならない。

そうすれば、町をめぐる石垣は崩れ落ちるのだ。






　もう分かりますよね。これだけ『七』という数字が連呼されているのですから」

　綿雲は真っ赤になって杵島を睨む。

「それ読んでたら、速攻でクリアできてた……杵島さんのバカ!!」

「知るかよ。どうせぐるぐる回るんだろ？　入り口から一直線に来た方が速いし」

「そりゃ近いですけど！　謎解かないと至宝は手に入りませんし!!　もう嫌ぁ、こんな人がホーエンハイムのエースとかっ!!」

　詩乃をしてホーエンハイムの知性と言わしめた綿雲がぐるぐる目で泣いている。

　それを見ながら、詩乃は何故かうっとりしている。

「知らねぇよ。んで、分かった答えはなんだったんだ？」

「エリコの城塞都市は、その街並みそのものが『迷宮』なのですよ。

　ドイツの都市カールスルーエに『エリコの迷宮』とよばれる最古の迷宮図が残っています。この迷宮は七重周回路つき迷宮とよばれるもので、これは『クレタ型』の迷宮なのです！

　ヨシュア記の第六章にあるエリコの記述にはやたら『七』の数字が出てくるのもその暗示です。

　そもそもその記述に『七度町を廻り』の一文がある以上は、正解なんて一つしかありません。

　このダンジョンは七重周回路です！

　だとしたら」

　綿雲はメモ帳の様なものを取り出すとそこになにやら書き始める。

　何度か失敗したのか、紙をぐしゃぐしゃにして破り捨てて、数度目にしてやっと書き上げる。

「こういう形で進むと正解なんですよ！」

　突き出したメモ帳には奇妙な図形が描かれていた。

　それは一瞬迷路に見えるが、迷路とは違う。

　たしかに、通路は交差せず、一本道であり、道の選択肢はなく、まるで振り子状に通路は方向転換しており、図の中を余さず通路が通され、その空間を抜けようとすればその内部空間をすべて通ることになっている。

　そして何よりも不思議な折り返しで通路は中心のそばを繰り返し通っていた。

　それを見て「正解ですよ」とばかりに詩乃が無表情で拍手をする。

　当然、綿雲は詩乃を睨む。

　だが、詩乃はまったく動じずに説明を続けた。

「大枠でならそれで正解です。

　ただし正しく動くには、それを教室の個数に当てはめて動かなければならないので、相当な空間把握能力が必要となります。正しくはこの様な形になるでしょう」

　魔術式機械時空時計ディプティックダイアルから再びホログラムがあらわれる。

「先ほど魔術式機械時空時計ディプティックダイアルからホログラムを出した時の情報が残っています、一部色分けされている部分は私達がカリオストロと交戦するまでの経路です。

　薄い枠がそれぞれの教室、太い枠が『ダイダロスの館』、クレタ型七重週回路としての経路となります。

　我々が今立っているのは、『迷宮』の中心、『神殿』と書かれた教室二つ分の空間です」
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「でも、小鳥遊詩乃さんはそれを頭の中でやったんでしょ」

「いいえ、私がやったのは答え合わせですよ。

　この空間の個数と図形を当てはめて、一瞬で正解を導き足したのは昕門止水さまです」

　綿雲はため息をつく。

「昕門さんかぁ。ネテスハイムってチート多いよなぁ。

　普通は【Major Arcana大アルカナ】って能力押しで、考えなしのバカが多いのに、昕門さん異常に頭良いからなぁ」

「俺がまるでバカみたいな言い方だな。綿雲」

「みたいではありません。ウチの大アルカナさまは大バカでしかありませんから！」

「なんだとぉ」

「ちょ、ちょっと待て！　昕門って一体何者なんだ!?

　あいつゼロ級適正者だろ!?　学区は七、何の能力もない。

　にもかかわらず、【Major Arcana大アルカナ】がその名前を知っていて！」

　説明を請こうように祁答院が声を荒らげる。

　そんな姿を綿雲は冷めた視線で見つめた。

「どう思われます？　杵島さん」

「さぁな。だいたい今回のネテスハイムは、組み合わせも意味不明だ。

　最強チームじゃないし、

　そもそも、殺意が味方に向いている時点でよく分からん」

「大教皇様が言ってましたね、『節制テンペランス』が生まれるから、ゲームそのものは大荒れになるって」

「そういえば、大教皇に指令とか言うの受けてたなぁ」

「『節制テンペランス』の卵を潰つぶせですか？」

「ああ、仲間内でやり合ってもらってもよかったのだが、どうせなら俺がこの手ですべて片付けるのも悪くないだろうなぁ」

「そうですね。ま、杵島さんがやりたい様にやってください。

　どうせ、今回は私の仕事なんてありませんから」

　杵島がパーティから一歩前に出る。

　パラメーターの表示と共にあらわれる守護カード。




『太陽を運ぶ白馬と子供』




　その図像はギリシャ神話の太陽神ヘリオスだと言われている。

　太陽の戦車を御して天かける存在。

　絶対的な光の存在。

　それを封じ込めた守護アルカナ。

　決して破壊する事が出来ないと思われた、あの空間を難なく破壊し、ダンジョンが持つ秩序など無視して進める絶対的な力。

　とてつもないプレッシャーが場を支配する。

「俺は太陽を作り出す事が出来る。その気になれば、この空間にあるものを一瞬で蒸発させる事も出来る」

「やめてください。それ私達も死ぬやつです」

　綿雲が涼しい顔で突っ込む。

「うるせぇなぁ。なんで綿雲はいちいち話の腰を折るんだよぉ」

「杵島さんの能力は、熱を生み出す事ではなく、熱を封じ込める事です。

　太陽を操あやつる力と言っていいでしょう。

　熱量をそのまま力に変換する事も可能なのでとてつもない力を出す事も出来ます。

　さっきのヤツは基礎能力アビリティで壊したんじゃありません。ちゃんと守護アルカナを使ってますから安心してください。

　守護アルカナが見えない様に少し細工させてもらいましたけどね」

「って、おぉぉい！　俺の能力説明するかぁ!?」

「牽制になるのではないですか？　そもそも杵島さんに固有能力ユニークスキルの応用性なんて求めてません。単にバーって目の前のものを手当たり次第に蒸発させるだけでしょう？　違いますか？」

「ち、違わないが……。そ、それで俺は十分強いからいいんだよ」

「はいはい、そのとおりですよ。杵島さんに敵かなう相手なんてそうそういません。

　そんなこんなで、ネテスハイムの皆さんも死ぬ前に、種明かしぐらい聞いてもいいんじゃないんですか？

　どうせ、ここで杵島さんに全員殺されるわけですし」

　綿雲がめんどくさそうに言った直後。




「綿雲さん、『死ぬ』とか『殺される』とか言わないでくれるかな？」




　突然、どこからともなく声が神殿に響く。

　その声に、それまでまったく見せなかった表情を綿雲がする。

「やはり隠れていたのですね。昕門さん」

　綿雲がつぶやく。




　カツン、カツン──




　どこからか足音が響く。

「ボクのお姫さまにそういう事を言うのはやめてくれないかな？」

　その足音は徐々に大きくなる。

　だがその姿は見えない。

「分かりました。今後、そちらのお姫さま。雨宮あまみや羽玖さまには失礼な事は言いません。

　私も突然、死ぬとか嫌なんで……」

　綿雲が汗をぬぐう。

　彼女は緊張していた。

【Major Arcana大アルカナ】《Theザ Sunサン》を有し絶対的優位に立っているハズのホーエンハイムの綿雲が、何故か極度の緊張感をもって立ち尽くしている。

「安心しろ綿雲、殺させなんかしねぇよ」

「何言ってるんですか！　過去ホーエンハイムパーティはあの人と戦って杵島さん以外全滅したじゃないですか！」

「お、大昔だよ。今は絶対ねぇよ」

　今、ネテスハイム全員が耳にした「あの人と戦って杵島さん以外全滅した」という言葉。

　予感が徐々に確信に変わっていく。

「綿雲さん、お姫さまを怖がらす様な事をしないのなら安心してよ。ボクは何もしない」

「ああぁ！　だったら、俺はどうするんだ!?　昕門止水！　てめぇが出てこねぇんならぁ、お前のお姫さまとやらをこの場で蒸発させてもいいんだぜ」

　杵島の叫びの後、一瞬の沈黙。




「殺すよ」




　ボソっ──耳元、真後ろで声がした。

　さすがの杵島も焦って振りかえる。

　だが、誰の姿もない。

「相変わらずイライラさせるヤツだなぁ。昕門ぉ！」

「太陽。ヘリオスの化身を従えている君だったら、その光で見つけられるだろう。君は圧倒的な光を持つものだ」

「あぁ!?」

　杵島の手元が大きく光る。

　あまりの明るさにすべての人間が視力を失う。

「そこだ！」

　杵島が手で薙なぐと、真横の壁が一瞬で溶解し蒸発する。

　その熱量は計り知れない。

　ただ分かる事は、杵島が熱を封じ込めて使っていなければ、余熱だけでその場にいる全員が蒸発する温度であろう。

「ちっ、ハズしたか。

　でもいいや、めんどくせぇ。

　てめぇが出てこないのなら、お姫さまとやらをやらせてもらうだけだ、さぁ殺すぞ！」

　杵島の手が再び輝いた。




　その瞬間。

　プレッシャーは、

　空間にあらわれた。




　杵島と出会った時とほぼ同じ。

　こちらの生殺与奪を持った存在。

　暴力が具現化したかの様な錯覚。

「え？　そ、そんな。こんなプレッシャーなんて？　まるでこれじゃ」

　咲乃が怯おびえた声を出す。

　つばを飲み込んだあとに皇が付け加える。

「大アルカナがもう一人増えたみたいだ」

　人影が立っていた。

　いや、人影ではないかもしれない。

　それが何であるかは分からない。

　ただ、圧倒的な殺意を持った影が、空間を歪ゆがめその場に立っている。

　一瞬影の力が小さくなる。

　その時に、たしかにネテスハイムのパーティは見た。

　影をまとう昕門止水の姿を。

　次の瞬間にはその姿は見えなくなり、黒い影が立ち登る。

　影は揺らめきながらどんどん巨大化し、その姿を整えていく。

　それに合わせて、その場にいる人間が感じる緊張感プレッシャーは極限にまでふくらんでいく。

「な、なにあれ？　あの黒い化物!!」

「なにあれ？　ってか？　てめえらぁ、バカだなぁ」

　からかうように咲乃の口まねをして笑う杵島。

「あんな能力使うヤツなんて一人しかいねぇだろ。昕門止水だよ」

「あ、昕門止水って、あの昕門止水くんだよね？」

「あぁ、他にいるのか？」

「で、でも、昕門くん、何も能力なくて」

　それを聞いて杵島は笑い転げる。

「ああ、バカだ。本当にバカなんだなぁ。おまえらぁ。

　どうせ、昕門のくだらねぇ芝居に騙だまされたんだろ？」

　芝居？　芝居とは何であろうか？

　止水の行動は芝居？

　だったらどこからどこまでが芝居なのだろう？

　そして彼らは何をどう騙されたのだろうか？

「お前らはずっと見てたハズだぜ。あいつの守護アルカナのナンバーを」

「ナンバーって、単なるＮＯノーって表記しか……」

「かっ。またそれかよ。

　どうせ、あいつの事がわざとらしくお前らの前で叫んだんだろう『Ｎ０ナンバーゼロ』を『ＮＯノー』とかなぁ」

　守護アルカナは【Lesser Arcana小アルカナ】の場合「Wandsワンド」「Swordsソード」「Cupsカップ」「Pentaclesペンタクル」と一から十四までのアラビア数字であらわされるが、大アルカナの場合、ナンバーをあらわす『Ｎ』とローマ数字で表記される。つまり、それが表記に入るという事は、彼の守護アルカナが【Major Arcana大アルカナ】である事を意味する。

「も、もしかして……昕門止水くんって……」

「もしかも、クソもねぇよ。

　昕門は【Major Arcana大アルカナ】の中でもかなり厄介で例外的ナンバーとされている《N0ナンバーゼロ Theザ Foolフール》。

『愚者』のカードだ」

【Major Arcana大アルカナ】の中でもっとも特殊なカードだと言われている理由が『愚者』にはある、その一つが──。

「で、でも大アルカナはローマ数字表記で……あっ」

　咲乃はそこまで言ってやっと気がついた。

　まったく単純な事実に。

　実際にローマ数字を記述して見ればわかる。

　ローマ数字でもゼロを表現する場合は、アラビア文字の０を使う事になる。

　そもそもローマ数字に『０』という文字は存在しない。

　この文字が使われたローマ時代には『０』という概念は伝わっておらず、存在しなかったからである。

　当然ローマ数字での『０』はアラビア数字での『０』と同じものを使う。

　つまり、『愚者』に限って言えば、ローマ数字で書かれたかアラビア数字で書かれたかで【Major Arcana大アルカナ】か【Lesser Arcana小アルカナ】かの判別は出来ない。

　だとしても、その表記に誤りも偽りもはない。

　彼のパラメーターは【Lesser Arcana小アルカナ】の四大元素スートではなく、ナンバーをあらわす『Ｎ』の表記が入っている。

　守護アルカナの記述の法則性を理解していれば、それが『ＮＯノー』などでなく、【Major Arcana大アルカナ】《Ｎ０ナンバーゼロ》である事が分かる。

　もし仮に、昕門のパラメーターのランクが『０』でなく『Ⅵ』であったならば、たぶん大半の人間は勘違いはしなかっただろう。

《RankランクVI N0》と書かれていたならば、その人間の守護アルカナが『愚者』である事に気がつけたハズである。

　ただ、【Major Arcana大アルカナ】ほどの能力を持ったカードがランク『０』であるはずがない。基礎能力アビリティが『０』であるはずがない。そういった思い込みが守護アルカナを誤読させた。

　当然、そう思わせるだけの伏線は仕掛けられている。

　まったくの無知で無能最弱であるにもかかわらず出しゃばり場の空気を乱す、天球儀アーミラリースフィアゲームにふさわしくない態度。

　それはほとんどの人間がイメージする百戦錬磨の【Major Arcana大アルカナ】からかけ離れている。

　そしてもっとも大きいのは『Ｎ０ナンバーゼロ』と『ＮＯノー』の紛まぎらわしさを一番理解していたのが、他ならぬ止水自身であった事だ。

　彼は、みずからの基礎能力アビリティが表示された瞬間に、大声で『Ｎ０ナンバーゼロ』の表記を『ＮＯノー』だと発言した。

　最初に自分で口にする事によって、その場にいる人間すべての認識を固定化させるミスリード。

　そう、すべては昕門止水という『愚者』によって巧妙に仕掛けられた罠わなであったのだ。




「昕門止水って男はかなり厄介でな。みずからの身体にまったく基礎能力アビリティを宿さずに、『愚者』の眷属けんぞくである番犬スキロスにすべての基礎能力アビリティを授さずけている。

　だからみずからの基礎能力アビリティに関しての表記がランク０になっているわけだ」

　杵島が黒い獣を番犬スキロスと言ったのは、止水がみずからの能力をそう呼んでいるからにすぎない。

　実際にはそれが犬なのかそれ以外の野獣なのかわからない。

　時に狼おおかみの様に見える事もあるが、時には猫科の巨大生物に見える時もある。

【Major Arcana大アルカナ】の能力はカードに描かれた寓話ぐうわが元になる。

　止水の守護アルカナ。【Major Arcana大アルカナ】の０番『愚者』のカードには犬もしくは猫が描かれている。

　白い犬で書かれる事が多く、愚者に嚙かみついたり、じゃれたり、または愚者の後ろをついて回るなどいろいろなパターンがある。

　これに関して図像学的にはいろいろな解釈がされているが、一つだけ言えるのは、愚者が引き連れているものが黒い犬ではないという事だ。白い犬なのだ。

　話は少し変わるが、17世紀のタロット、ノブレ版の『愚者』は犬ではなく猫を引き連れている。そして、この猫は普通の猫ではなく、古代エジプトで祭られた神バステトと関連づけて考えられている。

　古代エジプトで祭られていたバステトの姿は今でも絵や彫刻などで見る事が出来る。

　完全に猫の姿をしているものもあれば、身体は人間で頭部だけが猫および雌ライオンである事もある。

　ただ誰でも気がつく共通点がある。

　バステトは総じて「黒い猫」として表現される。




「ランク『０』。それに騙されて、何人も殺されている。

　単独での殺傷率で言えば、そいつは大アルカナ随一だ。

　知ってるヤツはそいつの顔を見ただけで逃げる。それが仲間であってもな」

「正直、私は逃げたいですけどね。あんな怒ってる昕門さん見たのはじめてなんで……」

「お前らも、昕門といると殺されるぞ！」

　高らかに笑う杵島。

　すると、影から守護アルカナが姿をあらわした。

　だが、そのほとんどが影で隠れて見えない。

　これも『愚者』の特殊さを際きわ立たせていた。うっすら見える図像は──




『黒い影と愚者』




　それまでのどのアルカナよりも不気味な姿をしていた。

　影から声がする。




「だ　ま　れ　き　し　ま」




　その言葉に、皇他、ネテスハイムのパーティの背筋が凍る。

　殺気なんて言葉ではいいあらわせない、心臓をわしづかみにされる様な、そんな圧倒的な殺意プレッシャーである。

「止水。いいねぇ。ほんと、お前の殺気ってダダ漏もれすぎて好きだよ」

　杵島は影に向かって歩き出す。

　影は動かない。

　ただ、空間を歪めながら揺らめいている。

　間合いが徐々につまっていく。

　その距離が縮まるほどに空気が変質してゆく、まるで鉛が流れ込んでくるかの様な鈍重な感触。

　咲乃はその場から逃げたかった。

　だがまったくその足が動かない。

　こんな得体が知れない圧迫感プレッシャーなど、この天球儀アーミラリースフィアにもぐってから一度たりとも経験した事がない。

　過去に二人に何があったかは分からない。

　ただ、目の前の『太陽』の【Major Arcana大アルカナ】は止水と面識があり、さらに私怨しえんに近いものを持っている様だ。そんなわけの分からないものに巻き込まれたくない。

　杵島は笑顔で腕を広げる。

　守護アルカナがひときわまぶしく輝く。

　能力の発動。




《太陽を盗んだ男ザ・キッド・フー・ローブド・サン》




　その瞬間、痛いほど全身から汗が噴き出る。咲乃は本能的に死を覚悟した。

　だが、その時に耳元で誰かがつぶやいた。




「動かない方がいいよ。動いた場所がなくなるから」




　その声は、昕門止水のものであった。

　目の前の空気が歪む。

　斬音と灼熱。

　五感のほぼすべてが轟音ごうおんだけに支配される。

　感覚器官がそれ以外を感じ取れない。

　それでも、五感以外、本能が現在の状況をイメージとして脳に送り込む。

　鋭利な刃物がついた重機、岩盤などを軽々と砕くグラインダー、鋼鉄を溶かす熱源、太陽の落下。その様なイメージが自分のすぐ真横を高回転で回り続けている。

　止水が言う通り、指一本でも動かせば、何の抵抗もなく、その部分は欠損する。

　当然、半身でも動かそうものならば、半身は跡形もなく吹き飛ぶであろう。

　何が起きているのかは分からない。

　視界で得られる情報は皆無かいむ。

　ただ轟音の中で、一切の動きが「死」を意味する事だけが分かった。

　そんな中、驚異的な動体視力を持つ皇だけが、たぶん、この状況を何とか把握していた。

　番犬スキロスとよばれる影をまとい、昕門止水はあり得ない速度で移動する。

　それは際限なく圧縮されたバネが力を解放する様な動き。

　それに対して、杵島は指を操り、熱力場を形成する。

　彼が指を動かした先は空気のみならず空間そのものが歪むほどの熱が発生し目の前のものを蒸発させる。

　あれほど強固であった空間の壁も床も、【Major Arcana大アルカナ】が行使する力の前では紙くず同然だった。

　蒸発させられて広がっていく空間。

　教室の形をしていた区画はどんどんなくなる。

　それでも止水のスキロスは止まらない。

　圧倒的な速度、人の反応速度を大きく上回る動きに、杵島はその残像しか捉とらえる事が出来ていない。

　破壊されつくした空間は、すでに、外縁、あの夕日が見える地点まで達していた。

　二人の戦いにとっては、ネテスハイムとミノタウロスが死闘を繰り広げたこの神殿では狭すぎる。それこそ、この天球儀アーミラリースフィアダンジョンすべての空間を使っても足りない。それほどの速さと熱量が拮抗きっこうし続けていた。

　蒸発する空間の壁、煙と暴風。その中に差し込む真っ赤な太陽の光。

　さっきまであった不条理なまでに強固な天球儀アーミラリースフィアの秩序が、簡単に破壊されていく。

　床も天井てんじょうもえぐられている。唯一、ネテスハイムとホーエンハイムのパーティが立つ場所だけが無傷。だからこそ自分達は無傷なのだ。

　こんな規格外な破壊を行う二人だが、互いのパーティに気を遣っているのだ。

「笑い」と「苦笑い」。

　皇は一瞬、二人の表情が見えた。

　杵島は笑っており、止水は苦笑いをしている。

　まるで緊張感などかけらもない。




　痛感。




　皇は思い知らされた。

　規格外の能力。これが神の力を与えられた者の姿。

　絶対的な能力差。その越えがたい壁は、人が埋められるものではない。

『人の力』と『神の力』。

　まさに、【Lesser Arcana小アルカナ】と【Major Arcana大アルカナ】はその象徴と言えよう。







「痛てぇぇ！」

　杵島の声が響く。

　瞬間、あらゆるプレッシャーと共に轟音が消える。

　いまだ、土煙がひどく舞い上がっているが、それでもある程度の視界はきく。

「ああ、杵島さんが負けた。

　死にましたか？」

「死んでねぇよ!!」

　綿雲の言葉に杵島がキレる。

「でも、杵島さん、口から血だしていますし、負けたのはたしかでしょう」

「負けてねぇよ。一応は……」

　土煙が晴れてくる。そしてそこには杵島と、もう一人、止水の姿があった。

「止水。無事でしたか!?」

　あれほどのプレッシャーを浴びさせられた後だ、皇などはまったく身体を動かす事が出来ない。にもかかわらず、いち早く止水に羽玖が駆け寄る。

「大丈夫だよ。お姫さま。ほら」

　止水は指先に何か持っている。それは白く小さなもので、その根本付近には血がついていた。

「これはなんですか？　止水」

　止水は笑いながら、それを握りしめる。

「杵島くん、虫歯があったからね。だから抜いてあげたんだよ」

「虫歯を？」

「やっぱり、杵島さん負けてるじゃないですかー」

「負けてねぇよ。こいつが変なだけだろ……」

「変？」

　杵島の視線の先を見る。すると誰もがその異変に気がつく。

「し、止水!?」

　昕門止水の脇腹わきばらはごっそりとえぐられていた。

「止水！　大変です！　脇腹なくなっています。臓物が根こそぎやられています、今すぐにでも治さないと！」

　治癒をはじめようとする羽玖に杵島が言う。

「ああ、安心しろよ。ネテスハイムのお姫さま。そいつの臓物は無傷だ。

　スキロスが影の実体化なのは分かっていたが、皮膚で影になっている内臓の位置まで変えられるとは思わなかった。

　そいつ、わざと隙を作って、俺の懐ふところに入り込んだんだよ……」

「『愚者』は騙すのが得意だからね。まぁ、『太陽』相手だとこんな手ぐらいしか使えないよ」

「けっ、歯とは言わず、急所だって狙えただろうに」

「それが無理な事は、杵島くんが一番分かっているんじゃないか？」

　杵島は止水を睨む。

　また再び戦いが行われそうに思われたが、杵島は力を抜いて吐き捨てる。

「かー、ケチがついた。やめだ。とりあえず、お前を今日殺すのはやめてやる」

「それはありがたいね」

「まぁ、歯医者嫌いの俺が歯医者に行く理由をなくしてくれたのだからな。感謝して、今回はこのぐらいにしてやるよ」

「歯医者ぐらい行けばいいではないですか」

「んだと、綿雲いちいちうるせぇんだよ！」

　綿雲は魔術式機械時空時計ディプティックダイアルを取り出して、杵島に見せる。

　針の先が、この空間にとどまる時間などほぼない事を知らせている。

「ああ、分かってるよ。だから終わらせたんだよ。ったく。

　んじゃ、とっとと帰るぞ！」

　杵島が背中を見せる。

　他のホーエンハイムパーティは一応、こちら側を気にしながら後退していく。

　昕門止水のあの戦いを見て、あちらもあちらで恐れをなしている様だった。

　かなり離れてから綿雲が叫ぶ。

「それでは、ネテスハイムのパーティの皆様お疲れ様でした！　次会った時もお互い死者を出さない様にがんばりましょう！」

　その言葉にあっけにとられる。

　彼らが、どんな修羅場しゅらばを日常的にくぐり抜けているかが良く分かる。

　ホーエンハイムパーティの姿が見えなくなると、その場で止水は崩れ落ちる。

「止水！　傷口見せて！」

　傷口を見る。

　たしかに固有能力ユニークスキルで強制的に内臓を移動し、さらに止血している。

　だがまったく無傷というわけでもない。これは重傷だ。

「内臓は移動出来るのだけどね……さすがに肋骨ろっこつと腰骨は移動出来なくて……一部無くなっちゃった」

「何故、相手の歯なんて狙ったのですか。それほど精密な動きが出来るのであれば致命傷だって与えられたハズです」

「それは無理だよ。その事は杵島くんも良く分かっているよ」

「相手が？」

「彼は、ボクが目を狙うと思ったんだと思う。もし目を狙っていたら、ボクの攻撃が届く前に、胴体のど真ん中に大きな穴が開いていただろうね」

「もしかして、相手の正中線を外すために、わざと奥歯を？」

「うん、相手の歯に指を滑らせて、正中線を移動させた。顔が動くとね。人間、狙いが外れるんだよ。だから奥歯を抜いたって言うのも、まぁおまけみたいなもん。

　もしかしたらボクの方が精巧な動きで相手を圧倒した様に見えたかもしれないけど、加護オーラの量が『愚者』と『太陽』じゃ段違いだよ。

　杵島くんはボクよりもはるかに強い。その気になれば全員を殺す事だって出来たと思うよ」

「そうでしょうか？　そういう風にも見えませんでした」

「そういう風に見えなかったって、お姫さまはあの攻防が見えていたの？」

「攻撃回数はさすがに数え切れませんでしたけど、止水には数手、完全に遊ばせた攻撃がありましたよね」

「あはは、さすがだね。『節制テンペランス』の卵って言うのは伊達だてじゃないなぁ。本当に錬金術師の幼女さまになるんだね」

「じろり」

　羽玖は止水をにらみつける。

「す、すみません……。調子乗ってました……」

　何故か、止水はいつもの陰キャラに戻った。

「幼女さまは禁止です。これはお姫さまからの命令です。

　これからは羽玖と呼んでください」

「それは出来ないよ。ボクにとってお姫さまはお姫さまだから」

「心の中では幼女さまですけど」

　詩乃が口を挟む。

「ギッ！」

　先ほどよりもかなり鋭い目つきで羽玖が詩乃を睨む。

　詩乃は素早い動きで目をそらす。

　どこまでもブレずに人をおちょくるのが詩乃という人物らしい。

　そんな二人を見て止水は笑う。

「詩乃、お姫さまをからかうのやめなよ。君だって恩があるのだろ？」

「だから今回の依頼についてはタダで引き受けたのです。

　次回からは止水さまといえども有料です」

「ったく、詩乃は変わらないな……」

「それは止水さまが変わりすぎなだけですよ……」

　詩乃がぽつりと言った。

　止水は遠くの夕焼けを見つめる。

「昔は互いにいろいろあって、本気で殺し合った事もあったけどね。

　杵島くんとは友達だからね。ああいうのも挨拶あいさつみたいなもんなんだよ。でも、あっちも手を抜いているよ」

『愚者』は敵どころか仲間すら恐れる存在。そう杵島は言っていた。

　だが、羽玖には今でも、そして最初に出会った時からそんな感じはしなかった。

「とても優しい少年」、それが羽玖が抱く止水のイメージであった。

「さてと……そろそろ動けるよ。ありがとう」

　脇腹だけではなく、ナイフで切った場所も治癒した。

　その傷口は、あの出血量からすると信じられないぐらい小さなものだった。

「羽玖さま、そろそろお時間です。我々も急がないと閉じこめられます」

「そうだね。本当は『ミノスの王冠』のためには、行きと帰りで同じ道を通らなければいけないハズなんだけど」

『ダイダロスの館』のクリア条件は、迷宮の踏破である。

　だが、その迷宮が破壊されてしまった今となっては、その行為自体が不可能である。

「その様ですね。この『ミノスの王冠』も持ち帰る事は出来ないと思います。私からそう理事長には伝えます」

「至宝よりも命です。このまま出口まで直線で帰りましょうっ」

　詩乃が魔術式機械時空時計ディプティックダイアルを見せる。

　詩乃は急いで走る事を促したが、羽玖はその場で立ち止まる。

　その視線の先には、咲乃が皇と祁答院を必死で支える姿があった。

　咲乃は羽玖と視線が合うと、やや泣き出しそうに叫ぶ。

「でも!!　仲間だから!!

　もしかしたら、皇くん、雨宮さんに悪い事考えてたかもしれないけど！

　でも、それでも仲間だからっ!!」

　そんな咲乃に止水が近づく。

「昕門くん！　ダメ!!　お願い、皇くんを殺さないでっ!!」

「ボクから離れて……咲乃さん……」

　そう言うと皇は咲乃を突き飛ばす。

「皇くん!!」

　そして、止水を見つめながら言う。

「今回の事はボクが独断でやった事だ。当然、祁答院くんも咲乃さんも知らない。

　それでも、こんなお願いをボクが君にするのは見当違いだとは分かっている。

　どうか、ボクの命だけですませてほしい。

　二人は助けてやってくれ」

　止水は皇の言葉など聞こえないかの様に手をかける。

　咲乃が目をつぶる。

「!?」

　止水が皇に肩を貸していた。

「君がお姫さまの刺客しかくだとしても、ここからは生きて帰ってもらう」

「何故!?」

「それが、お姫さまの願った事だから」

「お姫さまの願い？」

　それは最初に止水が羽玖に尋ねたものだ。

　それに対してこう羽玖は願った。




『ここにいるみんなが無事に帰ってくる事』







[image: ]










　皇はうなだれる。

「殺す価値もないという事か……」

「そういうくだらない感情に興味はない。

　お姫さまが望んだ事をボクはやるだけだ」

「格好つけている時間はありませんよ！　止水さま!!」

　詩乃がややイライラしながら時計を指さす。たしかに時間がない。

　祁答院は咲乃が、皇には止水が肩を貸した。

　そして、一直線に始まりの円形まで走り出す。




「すごい汗ですよ。止水……」

「ちょっと走りましたからね。あはは」

「止水ありがとう。無理をさせてしまって」

「え？　無理って？」

　羽玖は止水の腹の辺りをさぐる。

　ナイフで刺された場所の服は裂けている。

　傷口こそふさがっているが、その血は生々しい。

「私が全員の命を守ってくださいと言ったからですよね。止水」

「いいえ、違います。それだと、最初っから道化の役回りをしていた事の説明にならないじゃないですか。この傷はお姫さまのせいじゃないです」

「止水さまは仕事にかかる前に、その人の素性をすべて洗い出します。当然、羽玖さまが何を言うかまでプロファイルしてから作戦を立てます」

「詩乃……」

　止水が詩乃を睨む。

　だが、詩乃はまったく動じない。

「それすら、私から言える建前たてまえでしかありません。

　止水さま、羽玖さまに噓うそをつくべきではありません。

　たとえ、それが優しさからであったとしても」

　止水はその言葉に何も応こたえない。

「たぶん、あなたほどの人間ならば、私だけを守る事はたやすかったハズです。

『愚者』であるあなたは、このネテスハイムパーティにおいて絶対的な力を持つ。にもかかわらずそれをしなかった。

　あなたは、全員を守るために、あえて弱者を装い、すべての人間の悪意を惹ひきつけた」

　羽玖の問いかけに止水は答えない。

「憎しみはもっとも共感を得ることが出来る感情。

　止水を憎む事で、ネテスハイムのパーティは一致団結する事が出来た。

　違いますか？」

　それを聞いて、祁答院は言葉を失った。

　これまで、自分が抱いていた感情は、すべて止水によって誘導されていたものであったという事実。

　だが、今となってはすべてが腑ふに落ちる。

　憎しみによる団結は強い。

　極限状態において、仲間の結束はいとも簡単に崩れ去る。

　その中に刺客がいたとしたら、ひとたまりもない。

　今回の場合、皇と祁答院と咲乃は何度もパーティを組んでおり結束力が高いが、羽玖と詩乃との関係性は希薄であった。

　さらに、羽玖が『節制テンペランス』に目覚める可能性があるために、他のパーティの標的になる。羽玖がいるためにいつもよりも危険なダンジョンとなる。

　この事実が、『門』をくぐる前から、彼らと羽玖達の間で不協和音となっていた。

　あのまま誰も何もしないでダンジョンを攻略していけば、必ずそれは仲間割れという形に表面化していただろう。

　事実、それを皇悠真はるまは狙っていた。

　だが、それは思いの外うまくいかなかった。

　何故か？

　仲間の中に分かりやすいほどの『悪役』がいたからである。

　悪役が存在すれば『敵意』はすべて同じ方向に向く。

　つまり、悪役によってその集団の結束は保たれる。

　スケープゴートによって保たれる結束、この事実を多くの人間が知っている。

　あるいは知らずにやっているか、やられているかだろう。

　もっともありふれたスケープゴートとは「イジメ」である。

　学校あるいは職場などでも、しばしばイジメという行動が見られる。

　イジメは、多人数で特定の人間一人に対して行われる。非常にありふれたものだが、その行為に生産性はない。

「誰も得をしない」それがイジメである。

　にもかかわらずイジメはなくならない。何故だろうか？

　答えは簡単である。組織の結束力を高めるために、生いけ贄にえにされるのがイジメであり、一人の人間を多人数で痛めつけるという共犯関係には、いわば仲間意識を強める作用を持つからだ。

　特に、ストレスが多い場所でイジメは多く見られる。

　もし仮に、仲間が極限状態になり、その結束が破れそうになるのであれば、手っ取り早くいじめる対象を作ればいい。

　もっとも弱く、もっとも愚かで、もっとも腹立たしい存在。

　それを憎む事で仲間はより結束を強めるであろう。

　昕門止水が透華とうかから命じられたのは「羽玖を守る事」であった。

　もし、止水が羽玖を守るだけであったら、難なくそのミッションをこなしたであろう。

　だが止水は羽玖を守るだけではなく、羽玖の「全員の命を守ってください」という願いをかなえようとした。

　だから、あえて悪役になり、ナイフで腹を傷つけ、血を流し、その血を迷宮の道標とした。

　その血痕は、まさに神話に出てくる、アリアドネが英雄テセウスに渡した『赤い糸』と同じである、ネテスハイムパーティを迷う事なく迷宮の中心部に、いざなった。

「本来ならば、私の固有能力ユニークスキルで皮膚だけ傷つける事も出来たのですが、止水さまがしっかりと自分で斬るとおっしゃったので」

「詩乃さんは知っていたのですね」

「私は止水さまが『愚者』になる以前からの知り合いです。

　はるか以前から……」

「いいや、詩乃はうまくやってくれたよ。ナイフの判断には助かった」

「ナイフの判断？」

　羽玖はその言葉の意味が良く分からなかった。

「詩乃はあえて平たい刃先ブラントティップブレードを用意してくれたんですよ。

　普通のナイフだったら傷が深くなりすぎる。だから気を遣って平たい刃先ブラントティップブレードにしてくれた。

　最初の教室で平たい刃先ブラントティップブレードを机にたたきつけたのはボクに対する合図だったのです」

「あれは詩乃さんが空間構造を観察していたのではないのですか？」

「観察もしていました。あれほど跳弾させる物質というのは私にとって魅力的で興味深いものでしたので」

「なるほどね。あんな時でも武器調達を欠かさないわけか」

　止水は何故か笑った。

「ただ、止水さまに合図していたのもたしかです。私達の演技にとって重要な小道具でしたから」

「演技ですか。

　そうするとそのナイフはまるで『チェーホフの銃』の様ですね」

「「チェーホフの銃？」」

　羽玖の言葉に二人は声が合ってしまう。

「小説や劇作におけるテクニックの１つです。

　ストーリーの初期に出てくる壁に掛けられた小道具の銃、一見したところ意味がある様には見えません、ですがその銃は劇の終盤に向かうにつれ重要な小道具となります。

　詩乃さんが最初にナイフを打ち付ける事で、その小道具に後々重要な意味がある事を知らせる」

「なるほど、羽玖さまの言う通り、私達にとっての『チェーホフの銃』だったのかもしれません」

「二人で演技していたわけだから、そういう小道具も大事になる。

　致死量をこえずに、鮮血をしたたらせるためには、それ相応の工夫が必要であったし、小鳥遊詩乃という名優に助けられたからこそ、ボクはこの演劇を成功させる事が出来た」




　止水が自分の血にこだわったのは正しい。

　それが短時間であったのならばイミテーションの血糊ちのりで代用する事だって可能であろう。だが長時間となると問題が出てくる。血は時間によって凝血するが、イミテーションではその凝血が完全に別物となってしまう。

　そして何よりも重要だったのが、もしそれがイミテーションである事がバレた場合、すべてが台無しになるという事だ。

　止水が作り上げた、愚者かつ弱者のイメージは、その瞬間に狡猾こうかつな策士へと変わってしまう。そうなったら、ネテスハイムパーティは止水の思い通りには動かなかっただろう。何かしらの罠である事を疑い、別のルートをたどった可能性が高い。

　流された血は本物でなければならない。その事は、数え切れない屍しかばねが積み上げられた戦場を生き抜いてきた止水だからこそ知る真理でもある。




「止水さまから最初に作戦を聞いた時は我が耳を疑いましたが、あれほど、見事に全員を正しい通路に導くとは驚きました」

「いや、それは噓だよ。

　詩乃は最初っからボクを信じてくれた。絶対にうまくいくと信じてくれた。だからあれほどうまく立ち回ってくれたんだ。

　あの作戦は頭がキレる協力者がいないとうまくいかない。ボクに対する『悪意』をちゃんと道標にしてくれる人がいなければ、意味がない」

　地獄への道は、善意で敷き詰められている。

　だったら天国への道は、悪意で敷き詰められていたっておかしくはないのかもしれない。

　良い感情が必ずしも良い結果を生み出すわけではない。

　そして悪い感情が必ずしも悪い結果を生み出すわけじゃない。

　極限状態で生き続けた止水だからこそ知っている真理であろう。

「汗すごいです……」

「まぁ、走っているからねぇ。あははは」

「ひどい噓です………」

　羽玖は止水の胸に手を置く。

　そして、短い呪文じゅもんを唱える。

　すると、突然止水の顔色が良くなった。

「え？　お姫さま？」

「止水は一つの約束は守ってくれましたが、もう片方の約束は最初っから守る気などなかったのですね。本当にひどい噓つきです」

「え？　もう片方の約束ですか？」

「約束したはずです。止水こそ無理はなさらずに、怪我けがに気をつけてくださいと。

　にもかかわらず、止水は最初っから怪我をする事で今回のミッションを成功させるつもりだった」

「ま、まぁ、怪我と言っても、全然たいしたことないし」

「本当に噓つきの従者です……」

　羽玖は頰ほおを膨らました。

　その頰は少し朱色をしていた。

「止水は血を流しすぎました。【Major Arcana大アルカナ】といえども、加護オーラの総量は激減しています。少しだけ私の血オーラを分け与えました」

「そんな事も出来るんだ……お姫さま」

「はい、私の血オーラを与えたのです。

　以後、あなたの血を私の許可無しで流す事は許しません。

　その一部はネテスハイム次期当主、雨宮羽玖のものなのですから……」

「なるほど、それはなかなか重い盟約を課されたものだね。あはははは」

「笑わないでください。私は本気で言っているのです！」

「盟約を結ぶ事は出来ません。

　ボクの血はあなたを守るためにあるのです。

　そのためにはいくらでも、この血は流します」

　それまでにない真剣な顔で止水は羽玖を見つめて言った。

　一瞬、ぽかんとした後に、

　羽玖は頰を真っ赤にして、

「そ、そんな都合など知りません!!

　止水は、止水はもう少し自分の身体を大事にしてくださいっッッ!!

　そんな言われ方しても、次にわざと怪我したら、すごく怒りますからね!!」

　そんなやりとりを詩乃が、ジトリとした目で見ていた。

　言いたいことだらけであったが、今は羽玖をおちょくっている場合でもない。

　詩乃はため息をついてから「とりあえず急いでください」とだけ言った。




　三人の会話を聞いていた皇は脱帽した。

　昕門止水にあるのは力だけではない。

　知力や精神力、すべてが自分とは桁違けたちがいであった。

　たしか、教室で小鳥遊歌乃は言っていた。

　止水は遺伝子操作出産デザイナーベビーではないと。

　もしそれが本当だとするならば、自分は浅はかだったのかもしれない。

　遺伝的適正を否定ひていしている素振そぶりで、その遺伝的適正に一番縛られていたのは自分なのだから……。

　そんな皇に止水は一言も喋しゃべらない。

　そういう優しさすら、皇にはつらかった。

　罵倒ばとうされ、あるいは、あの場で殺されていた方がはるかにましだった。

　それでも生きている自分が情けなくあった。

　流れる涙を、咲乃が拭ふいてくれた。
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　チューダー様式の執務室は相変わらず重厚な暗さの中に沈んでいた。だが、その暗さが窓枠から射さし込こむ光を一層引き立たせている。

　巨大なマホガニーの執務机では小さな少女が片眼鏡めがねをつけて書類に目を通していた。

　書類は紙であるが、書いてある文字は光りながら浮き上がっており、それが普通の書類ではない事をものがたっている。

　少女は書類を真剣に読んでいたが、時に優しそうな笑みも漏もらしていた。

　廊下からドアを叩たたく音と声がする。少女は声の主あるじに入る様に言った。

　少年が入って来る。

　少年は、前と同じ様に第七区画普通科Ｆ高校の制服を着ている。

　少女は書類の端を指でそろえてから少年を見つめる。

　昕門あさかど止水しすい、相変わらず隙すきがないヤツじゃなぁ。

　そんな事を透華とうかは思った。

「ご苦労じゃったの昕門止水」

　昕門止水は透華のねぎらいの言葉をお辞儀で返す。

　透華は手元の書類を読み上げる。

　そこには今回の止水の行動が記されていた。

　悪役を演じる事でパーティの分断を回避し最深部まで誰だれも傷つけずに到達させる。

　中心部でミノタウロスとの戦いを静観しつつも、誰が羽玖はくの刺客しかくであるか見定める。

　そこでのホーエンハイム家の【Major Arcana大アルカナ】との接触と抗戦、そしてその排除。

　最後に『ミノスの王冠』を廃棄して、全員無事に帰還させる。

　書類には静止画以外にも動画などが添付されている。

　止水の行動のほとんどがこの書類で確認出来た。

「完璧かんぺきな仕事じゃな」

　透華から受けていた指令はもちろん、羽玖の願いまで聞き入れる。まさに完璧な仕事であった。

　今回の天球儀アーミラリースフィアゲームの至宝とされる『ミノスの王冠』だが、実は、このネテスハイムの頂点に君臨する雨宮あまみや透華には必要ないものである。

　その理由はこの至宝の効力にある。

　至宝『ミノスの王冠』の力も天球儀アーミラリースフィアダンジョンと同じく神話を模倣したものとなる。

　故ゆえに、至宝の効力を知るには神話の一部を紐解ひもとけば良よい。

　ミノスとはいわずと知れたクレタの王である。ミノタウロスの父親にあたり、天才ダイダロスに命じて『迷宮』を作らせてた人物だ。

　ミノスは王子として生まれたが、王になる事を約束されていたわけではなかった。

　彼は数多くいる王子の中からその地位を奪い取らなければならず、弟であるサルペドンと戦争などをしたが、それでも簡単にはクレタの王位につく事が出来なかった。

　その時に彼はポセイドンと契約し、その力で『ミノスの王冠』を得て王位に就く事に成功する。

　だが、ミノスはポセイドンとの約束を違たがえてしまい、ミノタウロスという災いも産んでしまう。

『ミノスの王冠』とは、この神話を基にしており、簡単に言えば組織の頂点、つまり王になる力を秘めた至宝である。

　この加護そのものは強力ではあるが、あくまでも同じ組織内だけに使えるもので、ネテスハイムのトップに立つ透華にはあまり意味がない至宝であった。

　だが、もし透華と反する勢力の派閥があるとしたら、この至宝の価値は極端に変わる。

　主流派である透華を押しのけ、ネテスハイムの頂点に立てるのだ、非常に魅力的な至宝となるだろう。

　事実、このネテスハイム内部は蠱毒こどくの壺の様にあらゆる派閥が牽制けんせいし合いつつ、隙あらば取って喰くらおうとしている。

　そんなネテスハイムにおいて反旗を翻ひるがえす勢力には喉のどから手が出るぐらい欲しい至宝が『ミノスの王冠』なのである。

　当然、透華は、今回の天球儀アーミラリースフィアゲームにおいて、至宝の確保ではなく、破棄を最優先させた。

　そして『ミノスの王冠』という、反主流派がいかにも欲しそうな至宝があらわれる今回の天球儀アーミラリースフィアゲームで、かならず彼らが動くとよんでいた。

　羽玖が至宝の鍵かぎを受け取ったのは、自分を守るためである。

『ミノスの王冠』を手に入れるための鍵を持っていれば、少なくともその鍵が使われるまでは羽玖の身の安全が保証される。

　それは止水も十分承知していた。

　止水は、刺客の目的は『ミノスの王冠』を手に入れる事が第一で、羽玖の暗殺は二の次であろうと考えていた。

　羽玖が『節制テンペランス』に目覚める事は、支配者に不老不死を与える可能性があり、組織を覆そうとする輩やからにとっては都合が悪い。だから羽玖の暗殺も果たしたい任務ではある。

　だがその仕事は、自分達が動かなくても、他ほかの血流が十分にやってくれる可能性が高い。

　他の血流はネテスハイム、というよりも羽玖の命を狙ねらう。

　だったら、暗殺にこだわる必要はない。

　刺客は命を狙う連中から羽玖を見捨てれば良いだけだ。

　それでも羽玖の命が刺客に狙われる可能性もあった。

　だからこそ、止水は今回のパートナーに小鳥遊たかなし詩乃しのを選んだ。

　誰も信じられないパーティにおいて、信頼出来る人物、詩乃を指名したのは止水だった。

　そして、彼女には「従者」である事を注文オーダーした。

　理由は簡単だ。最上級ランカーの「従者」となれば羽玖の護衛が目的であると誰でも思うだろう。

　刺客がいるとしたら、その人間は必ず「従者」である小鳥遊詩乃に注意を払う。

　当然、止水への警戒はより弱まる。

　さらに重要なのは守護アルカナだった。

　彼女の固有能力ユニークスキルである《５４０の扉ヴァルハラゲート》は、その名の通り、扉の機能を持ち、止水が離れていてもすぐに羽玖の元に転送する事が出来る。

　当然、それは最終手段ではあったが。




　透華の視線が書類のとある文字で止まる。

「それにしても、皇すめらぎ悠真はるまか……。

　やつらがあんな隠し球を持っているとはおもわなんだ」

　皇悠真は隠し球であった。

　止水が透華の『切り札』であるのなら、反主流派の『切り札』こそが皇悠真だったのだ。

　反主流派といわれる派閥はいくつもある。

　過激なものもあれば穏健なものもある、実は、その反主流派の中には祁答院けどういんと県あがたの一族も含まれていた。

　羽玖や詩乃などが祁答院や咲乃さくのとパーティを組む事がそれまでなかったのは、端的に言えば派閥が違うからである。違う派閥同士のパーティは通常組まない。

　それをあえて反主流派はやってきたのだ。

　だから、透華も含めて主流派の全員が、この二人が羽玖の刺客である可能性が高いと考え、止水にもその様に伝えていた。

　だが、止水は「前もって与えられた情報」を鵜呑うのみにはしない。

　彼自身が奸計かんけいを好むからこそ、前もって与えられた情報の危うさを知っている。

　情報があれば事を優位に動かせる可能性は高い。

　だからこそ事前にリークされた情報などは重宝される。

　だが、そこに落とし穴がある。

　敵が裏をかくために、あえて情報をリークさせる事はありふれた手段だ。

　天球儀アーミラリースフィアゲームが始まる前からもたらされた、反主流派の祁答院と県の一族が参加するという情報。

　それは分かりやすい『刺客』の可能性である。

　だが、そんな見え透いていた情報など止水は信じなかった。

　止水はダンジョン内で、弱者を装い二人を徹底的に観察した。

　止水が弱者を装ったのは、たしかにパーティの結束を固める目的もあるが、観察するに弱者の方が有利である事を彼が熟知していたからでもある。

　能力が高い人間には手のうちを明かさない人間も、自分より劣等な人間には比較的簡単に手のうちを見せてしまう。

　弱者に対して人は往々にして「油断」してしまうのだ。

　止水は弱者を装う。

　愚者を装う。

　そして下からの視点で、相手を観察する。

　止水は自分の目で見て、感じて、祁答院と咲乃に関しては『シロ』だと判断した。

　彼らは刺客としては、あまりに直線的で、短絡的であった。

　逆に、止水が疑ったのが皇悠真であった。

　皇悠真に関しては、前もって与えられた情報が何もなかった。

　彼のバックには何もない。派閥も、さらに言えばその前提条件であるはずの遺伝子操作出産デザイナーベビーですらない。にもかかわらず彼は優秀であった。その事が止水には引っかかっていた。

　天球儀アーミラリースフィアダンジョンにもぐる日の朝、止水は皇と接触した。

　そして、彼からある言葉を聞いた。




「快楽の代償として産まれた人間が遺伝子操作出産デザイナーベビーなわけがない」




　これは、彼が訳ありで産まれてきたという事実を物語っている。

　通常ならば非・遺伝子操作出産は「家が裕福でなかったから」といい、「快楽の代償として産まれた」などという言葉は使わない。

「快楽の代償として産まれた」と言う場合は、認められない性交渉の末に生を授さずかった事を意味する。駆け落ちなどもあるが、その大半が不倫によって産まれた子だ。

　そして何よりも、止水が注目したのは、この言葉が他ならぬ皇悠真によって発せられた事実である。

　皇は頭の良い人間である。決して不用意な発言などするタイプではない。

　にもかかわらず、あの時の皇はいくつもの不用意な発言をしていた。

　これは、彼自身感情の制御が出来ないぐらいに、腹立たしい事があったのではないかと推測出来た。

　その事から止水は、皇が反主流派の誰かの隠し子であり、故になにかしら不当な指令を受けているのではないか、という仮説を立てて行動した。

　ダンジョンでの彼の行動はほぼ的確であったが、祁答院と咲乃、それに対して羽玖と詩乃という対立を煽あおるような行動も見受けられた。

　確執が生まれつつある時に、皇が祁答院と咲乃に対して、




「大丈夫。僕たち三人ならばどんな試練だって乗り越えられるよ」




　と言った。

　これはパーティ全体の秩序を考えるのなら逆効果となる。

　自分達とその他のメンバーとを分ける様な発言、これはパーティの中で二つの派閥を生む行為にしかならない。

　頭の良い皇にその程度の事が分からないハズもない。

　行動のちぐはぐさが、止水に確信をもたらした。




　すべてが終わった後に、透華が身辺を洗い出させると、皇悠真が反主流派の幹部の一人が愛人に産ませた子である事が判明した。

　反主流派の幹部の一人、麴町こうじまち彰あきらの隠し子が皇悠真であった。

　彼は名門麴町の血を受け継ぎながらも、不倫の相手の子供であるためその姓を名乗る事は許されなかった。

　それどころか、麴町彰は悠真を自分の子である事を認めなかった。

　悠真自身は、その様な人間の『姓』を名乗る事は願い下げであったし、母親を捨てた麴町彰の子になる気などなかった。

　だが、物事は悠真の感情だけですむ問題ではない。

　麴町彰に認知してもらえないという事は経済的援助を受けられない事を意味する。

　つまりは彼の母は女手一つで悠真を育てなければならなかった。

　自分のために苦労する母親、その事だけは彼の心を痛めた。

　遺伝子操作出産デザイナーベビーに絶対の信頼を寄せていた麴町彰は、雑種の悠真に対してまったく期待などしていなかった。

　まさに彼にとっては「快楽の代償」として産まれたのが悠真であり、なんら価値がない存在であった。

　当然、麴町の姓を受け継いだ子らにはレベルの高い遺伝子操作ゲノムデザインをさせており、麴町の子供達はその遺伝子的に見合った能力で、全員が第一区の学園に通い、そして天球儀アーミラリースフィアゲームにおいても優秀な成績を収めていた。

　だから麴町彰にとっては、悠真など最初っから存在しないものであり、自身の記憶からも完全に抜け落ちていた。

　だが、その認識は大きく変わる事になる。

　それはおよそ五年前に行われた『シャッフルゲーム』と呼ばれる特殊な天球儀アーミラリースフィアであった。

『シャッフルゲーム』は至宝を手に入れるダンジョンではなく、その名の通り、カードをシャッフルするゲームである。

　ここでは相手を倒せば、守護アルカナがシャッフルされるがごとくに入れ替わる。

　つまりランクや守護アルカナを奪う事が出来るのだ。

　この『シャッフルゲーム』において、まったく能力を持たない、守護アルカナなしだった皇が、自分の義兄にあたる麴町佐助さすけから《Ace of Swordsソードのエース》を奪ったのである。

　当時、麴町佐助はまだ十四歳と若くさらにランクが１と低かったが、それでも守護アルカナなしの皇が勝った事は奇蹟きせき的であり、例外中の例外であった。

　十歳で《Ace of Swordsソードのエース》を手に入れた皇は、その後、異例の速さでランクを上げていく。

　その快進撃にあらゆる人間の注目が集まった。

　彼は三年足らずで、千五百人いる守護アルカナの上位三十三人となる最上級ランカーにまでなる。

　麴町は、それほどの活躍をする悠真を一族に迎える様に提案した。当然、その様な事に興味がなかった悠真は断った。

　だが、その麴町の口から、自分の母親の地位も認め、第一区に彼らの住居を与え、その生活せいかつも一生保障する。という文言が出た時に悠真の感情は大きく揺らめいた。

　彼が《Ace of Swordsソードのエース》を手に入れたのは、麴町に対する復讐ふくしゅうの意味が大きかっただろう。

　だが、麴町の息子を倒し、それ以後もランクを上げ続けたのは、母親の生活を良くしたいと考えたからだ。にもかかわらず、彼が活躍しても、生活は向上しなかった。その事に少しばかりの焦あせりを感じていた悠真は麴町の提案を受け入れる。

　どれほど有能であろうが、皇はまだ高校一年生の少年でしかない。

　ネテスハイムという組織の中で老獪ろうかいに生き抜いていた麴町彰を相手にするには若すぎた。

　実際、皇家の生活が良くならないのは、麴町家の力が影響していたからだ。

　最初から麴町彰は悠真を自分の手札にするための奸計をめぐらせていた。

　麴町彰は、悠真が使い勝手が良い捨て駒こまになると考えていた。

　皇の家は麴町とは無関係、そう言い張れば、十分に押し通せるほどに、その関係が希薄である。

　誰も、自分の子供だと知らない。ノーマークの存在、だからこそ「羽玖暗殺」に適した人材が皇悠真であったのだ。

　この暗殺計画において、反主流派の一族、祁答院、県、それらはフェイクでしかなかった。

　事実、祁答院も咲乃もこの件について一切いっさい知らされていない。

　だが、この事は皇にとって好都合であった。

　この様な汚れ仕事などで、友人の手を汚したくない。

　一人で羽玖の暗殺を敢行できれば良し、失敗したとしても自分だけが罰せられる。

　ここまでも一人でのし上がってきた悠真であった。

　だから、彼はすべてを一人でやりきる自信があった。

　それが人殺しだとしても。

　だとしても、やはりやりきれない気持ちがあったのだろう。

　理不尽な指令だと思ったのであろう。

　そういった感情のちょっとした噴出が、止水に気取けどられる隙を与えた。

　皇は優れた頭脳と能力を持つ切り札ではあったが、感情を殺して冷徹に使命を全うしなければならない暗殺者としては決して有能ではなかった。

　逆説的だが、昕門止水こそ、その能力に特化した存在である。

　故に、皇悠真という切り札は、昕門止水という切り札を超えることは出来ない。

　もし仮に、守護アルカナが逆であり、二人の絶対的な力差が逆であったとしても、皇では止水には勝てない。

　必ず、昕門止水は雨宮羽玖の命を守ったであろう。

　昕門止水の強さというのは、決して守護アルカナの力だけではない。

　あくまでも、指令に対して冷酷に対処する能力の高さこそが、彼の本当の強さなのだ。




　書類を読み上げる透華、それをただ聞く止水。

　彼のそんな生い立ちを知って何を想おもうのであろうか？　表情からは何も察する事は出来ない。

「それにしても丸くなったなぁ。昕門よ」

　書類を読み上げ皇悠真の事を話していた透華が、声色こわいろをゆるめた。

「昔のお前なら、自分が『愚者』である事を隠すために、あの三人は殺していたじゃろ。

『愚者』が優位なのはあくまでもその正体を隠しているからではないか？」

　止水は動かずに、ただ答えた。

「羽玖さまが全員の帰還を願いました。

　ボクはこの願いに応じたまでです」

「本当にお前は変わったなぁ」

　止水は少しだけ笑った。

「変わりませんよ。

　ただ今のボクは羽玖さまの願いを叶かなえる事だけを優先しています。

　羽玖さまが生かすと言うのであれば生かしますし、羽玖さまが殺せと言うのであれば殺します。

　それが誰であろうと……」

「なるほど」

　透華は頷うなずいた。

　昕門止水。

　その名は天球儀アーミラリースフィアゲームにおいてほぼ知られていない。

　それはある時期まで、彼が出会った敵をことごとく殺していたからだ。

　それでも、最近は知られる様になってきた。

「彼の顔を見ると逃げる」と『太陽』の杵島きしまが言っていたが、それは逆に言えば、彼が相手を殺していない事を意味する。

　透華は止水が変わったという。

　たぶん、杵島琉生りゅうきもそれを知っている。

　彼はいつ、いかなる時にどの様に変わったのであろうか？　それはまだ分からない。

　ただ、昕門止水は雨宮羽玖のために生きている。彼女を守るためだけにその力を行使する。

　彼が願いを叶えようとする幼女は博愛主義者だった。

　だから止水は『もっとも冷酷な博愛主義者』となった。逆説的だが、彼は、冷酷でありながら、できる限りの命を救おうとする。

　そう羽玖が願うからだ。




「それでは、そろそろ学校が始まりますので、このあたりで」

「ああ、そうじゃな」

　止水は深々と頭を下げて、理事長の執務室を後にする。

　彼は、天球儀アーミラリースフィアの上の日常に帰っていく。




　朝七時。その日もいつものように死神が鐘を鳴らす。




　昕門止水はその巨大時計塔を、第七区画から見上げていた。

　あの鐘の下には、天球儀アーミラリースフィアの『門』が眠っている。

　世界の十三個の『門』、それによってむすばれる空間で、今日も世界の覇権が争われている。

　止水は時計塔の十三人の彫像など見ずに、そのまま学校の門をくぐった。
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「止水しすい、止水、おはよう！　ねぇ知ってた？」

　いつもの教室の席に座ると、横の歌乃かのが話しかけてくる。

　止水の斜め後ろの席は綺麗きれいに整頓されている。

「皇すめらぎくんの件でしょ？　転校するんだっけ？」

「そうそう、なんかずっと休んでたけど、今日来たらいろいろなものが整理されてて驚いたんだよねぇ」

　歌乃が指さした先は、皇が座っていた机であった。

「陰キャラの止水に唯一話しかけてくれる皇くんだったのに、本当に惜しい人を亡くしたねぇ」

「またそうやって縁起でもない。洛外らくがいの学校に転校したって話だし、まぁ、元気でやっていると思うよ」

「そうかねぇ。そうかもしれないけど、彼もいろいろ知りすぎちゃってるからねぇ。今後は死ぬほど苦労するんじゃないかなぁ。もしくは死んでしまうかー」

　次期当主暗殺を企くわだてた人物だ。

　天球儀アーミラリースフィアの中のことだから法にこそ裁かれはしないが、法以上の方法で裁かれる可能性は十分にある。

　主流派から狙ねらわれるのはもちろんだが、麴町こうじまち彰あきらとて、トカゲのしっぽ切りという形で、皇悠真はるまを消そうとするかもしれない。

　彼の今後の人生は過酷なものになるだろう。

　それでも止水は思った。

　彼なら大丈夫だろうと。

　皇悠真とは短い間の付き合いだった。

　教室でも数えるほどしか話してないし、天球儀アーミラリースフィアダンジョンでもあまり会話はなかった。

　それでも、皇の天球儀アーミラリースフィアゲームでの活躍を見る限り、そして透華とうかから聞かされたレポートを読む限りは、彼がそれほど簡単に消されるようなたまではないと思えた。

　彼は生き残るだろう。そして再び天球儀アーミラリースフィアゲームに参加もするだろう。それだけの力が彼にはある。

「あとあと、これ知ってた？」

　止水が知るかぎり、他ほかにこれといった話題はなかったはずだが……。歌乃は他に話題がある様だ。

「分からない。何？」

　分からないと答えると、何故なぜか歌乃はにんまり笑いながら言う。

「教えなーい」

　歌乃とは付き合いが長い。こういう時はだいたいどうでもいい話題でしかない。

　止水は「あっそ」とだけ答えた。

　歌乃は止水の反応が薄かったのが不服だったのか、頰ほおをふくらませて睨にらんでいる。

　めんどくさいな。と思った止水は視線を外にやる。

　外を見ると、葉桜になっていた。もう桜の季節も終わりなのだろう。




　カチ……。




　機械音がした。

　その後鐘の音が鳴りひびく。

「先生来るよ！」

　歌乃が急いで前を向く。

　教師が入ってくると、教室はいつもどおり静かになる。

　と思われたが教室がざわつく。

　止水がその理由を確認しようと、教壇に目をやると、教師の後から生徒が入ってくるのが見えた。

　止水がその姿を見て驚いていると、歌乃がニヤリと笑った。

　ああ、なるほど、もう一つの件というのはこういう事だったのか。止水にしては当てが外れたようだ、歌乃の話題はどうでも良いものではなかったらしい。

　教室がざわつく。

　無理もない。その制服は最高区のティファレト学園のものであったのだから。

　その様な生徒が教室に入って来る意図がまず分からない。

　だが、教師の「静かに」という声で一応、教室のざわめきは収まった。

　教師は、それぞれの名前を黒板に書き、そして自己紹介を促す。

「ティファレト学園一年から転入しました小鳥遊たかなし詩乃しのです。このクラスの小鳥遊歌乃は双子の姉妹しまいです。共々仲良くしていただけたらと思います」

「同じくティファレト学園一年からこの学校に転校してきました。雨宮あまみや羽玖はくです。

　年齢は皆様よりもかなり若いですが、同学年ですのでよろしくお願いします」

　二人が深くお辞儀をする。

「うわぁ！　詩乃の事は知ってたけど!!

　なんか幼女さままで転校してきた!!」

　歌乃が大声をあげる。

　羽玖の笑顔が引きつる。

　さすが姉妹。

　詩乃はからかうため、歌乃は天然。

　どちらにしても、羽玖が一番嫌がる事を口にする。

　歌乃の大声で教室は収拾が付かないぐらい騒がしくなる。

「詩乃がこっちの学校に転校してきたって話は聞いてたけど、あんなちっちゃい子まで一緒とはねぇ。

　それにしてもだよ。とうとう詩乃もこの学園にまで落ちてきたのだねぇ。

　やっぱり姉妹だから、頭の出来は同じなんだろうねぇ」

　いや、それは違うと思うが……歌乃に言っても無駄であろうか。

　二人は、一番後ろの席、つまり皇が座っていた場所ともう一箇所増やして座る事になった。

「止水さま、おはようございます」

「ああ、おはよう詩乃。よもや、こんな場所で挨拶あいさつされるとは思わなかったよ」

「私もです」

「だからさぁ、詩乃も実はバカなんだよ、だからここにぃ……痛たたたぁ」

　無表情で姉のほっぺをつねる詩乃。

「お姉様はバカですが、私はこの学園都市で一応は首席を取ってます。

　まぁ、一人手を抜いている人がいるので、真の首席かどうかは分かりませんが」

　そう言って詩乃は止水を見つめる。止水は目を逸そらす。

　目立たないように止水が成績を抑えているのはたしかであるが、それでも過大評価しすぎだ。小鳥遊詩乃の頭脳が学園一なのは間違いない。

「んで？　こっちの小っちゃい子もバカだからこっちに落ちこぼれてきたの？　まぁ、まだまだ幼女さまだしうぎゃぁぁんっ」

　今度は両方の手で詩乃が歌乃のほっぺをつねっている。

「落ちこぼれたわけではないのですが、家の人間に言って、この学校に編入させていただきました」

　笑って羽玖は歌乃に説明する。

　すると不思議そうに歌乃は尋ねた。

「なんで？」

「なぜでしょうね。

　たぶん、天球儀アーミラリースフィアの中だけではなく、天球儀アーミラリースフィアの上の教室でも彼を見ていたかったのかもしれません」

「彼？」

　止水はそっぽを向く。

「あー、そうかー、止水ってロリペドだからねぇ。

　小さい子をその気にさせたんだー」

「はい、お姉様の言う通りです。

　だから私は羽玖さまに言ったのです。

　止水さまには気をつけてください。あの男は危険です。と」

「え？　あの時のあの言葉はそういう意味だったのですか？」

「それ以外にありません！　止水さまは生粋きっすいの小児性愛者です！

　幼女さまの羽玖さまなどすぐに騙だまされてしまいます！」

「なるほど、そういう意味でしたか……」

「実際、この様な結果になっているわけですし」

「それでしたら安心してください。

　止水は私の守護者です。

　守護者は主人を守るものなのですから、私がここにいる方が都合がいい。

　ただそれだけです」

「さっきは、見てたかった、とか言ってたじゃん」

「それもありますよ」

「なるほど、羽玖さまの守護者はゼロ級適正者なわけですし、道理には適かなっていますね」

「はい」

「羽玖さまと止水さま。

　幼女さまとゼロ級守護者さま。

　なるほどたしかに最高の組み合わせかもしれませんね」

　幼女さまと言われる事は、少し腹立たしいが、最高の組み合わせと言われるのは悪くなかった。

　羽玖は教科書を開く。

　相変わらず止水はそっぽを向いている。

　なにを考えているのだろう？




　羽玖が最初に彼を見た時。

　天球儀アーミラリースフィアの下で彼の瞳ひとみを見た時に、彼が透華おばあさまの言う『守護者』である事にすぐに気がついた。

　それは、彼が独特な目をしていたからだ。

　その様な瞳を持つ人間を、羽玖は知っている。

　その瞳を持つ者は、とてつもなく強く、そして優しい。

　昕門あさかど止水。

　彼女は彼を知っている。




　ネテスハイム学園都市は巨大な山を削って造られた。

　その中心部の地下深くに、天球儀アーミラリースフィアと言われる、異空間とつながる『門』が存在する。

　そこでは、世界の覇権をかけて、十三の血流が、自分の持ち札を使って戦っている。

　だが、その天球儀アーミラリースフィアの上の教室は、ごく普通の日常的な風景であった。

　世界とはそんなものかもしれない。








あとがき






　最初に着想を得たのは江戸川乱歩のとある小説を読んだ時でした。ネタバレになるのでその小説の題名は控えさせていただきますが、読んだ時の衝撃はすさまじく、ボク的江戸川乱歩ランキングの中でも三指に入るぐらいのものです。

　さらに大学時代、古本屋で高値を付けられていた（当時は復刊していなかった）『藤子不二雄異色短編集』を読み、その非凡なまでの面白さに魅了されました。その中の一編からも強い影響といいますか、まんまなアイディアをさずかっております。

　同じ時期でしょうか、立方体の空間が立体に延々と重なる巨大な箱から脱出する『キューブ 』という映画が上映されました。見た時ボクはこんな作品を作りたい！　と思ったものです。結果、作りたいというよりはまんまアイディアをいただいた形となります。

　小中とほとんど活字を読まなかったボクでして、幼少期の話を友人に聞くと「当時のお前はなにか病名がつくヤツなのだと思っていた」と言われるぐらいのバカでした。そもそもがバカなのに本も読まなければ勉強もしなかったので、子供の時はほぼ動物の様な知能しかなく、そのおかげで子供の頃の記憶がありません。ただ覚えているのは、啓示とでも言うのでしょうか？　ある日「バカのまま死ぬのもつらいなぁ」と思った事です。

　あいかわらず勉強はしませんでしたが活字は読む様になりました。といいましても元来頭がよろしくないので専門書は避け、新書などを主に読み進んでいきました。そんな生活を十数年ほど続けた頃に『迷宮学入門』という新書に出会い、この本を読んだ当時のボクは全力で「迷宮ってゲームとかじゃ使えない設定じゃん!!」と衝撃を受けたものです。だって本編を読んだあなたなら分かると思いますけど、これほど物語に使えない設定の『迷宮』なんてありませんもの。その使えない設定を十年近くかけて使える設定とした自分を褒めてやりたいと共に「なんでそんなニッチな話ばかり書くの？」と疑問符もたたきつけてやりたいです。

　そんなこんなで、『小説』『漫画』『映画』『新書』という四つのジャンルからそれぞれネタを引っ張ってきて作り上げたのが本作品『幼女さまとゼロ級守護者さま』です。

　貴様に創造力という概念が存在しないのかと言われれば「有りません」と答えます。オリジナリティが無い作家なのです。

　さて、本書はそもそも十年以上前に考えたものでして、当時は主人公が無能力というネタが出始めた頃でした。「早く作り上げなければ同じようなものが作られる」と焦ってみたものの、形にするのに十年以上かかってしまっているので、もうどうにでもなれ状態です。

　題句エピグラフに関して、たぶんボクの作風を知る人間ならばすぐに分かると思いますが、ボクが好きな哲学者ルートヴィヒ・ウィトゲンシュタインの『論理哲学論考』の引用です。現状で深くストーリーと関係しておりませんので無視していただいてかまいません。

　ちなみに、ボクは若かりし頃から、本当にどうでも良い事ばかり考えたり悩んだりしてましたが、この哲学者から多大な影響を受け、ある程度の解答を得る事が出来ました。その思索の系譜から『素晴らしき日々 ～不連続存在～』というＰＣゲームが生まれました。

　この作品によって、ボクが悩んだどうでもいい諸問題は解決され、『サクラノ詩 ─櫻の森の上を舞う─』というＰＣゲームを書く事が出来ました。

　実は、十年間、本作『幼女さまとゼロ級守護者さま』が発表されなかったのは、この『サクラノ詩』という作品が書けなかったという裏事情があります。

　十年以上開発が暗礁に乗り上げてしまったゲーム！　何か発言するたびにユーザーさまから「サクラノ詩どうなった！」「サクラノ詩が終わってからやれ！」とお叱りを受ける様な期待の超大作でしたが、なんとか二年ぐらい前に完成する事が出来ました。

　ちなみに『サクラノ詩』には続編があり、その名を『サクラノ刻』と言います。この作業の合間をぬって、二ヶ月ほど予定をあけて本作に挑み、そして２０１６年の末に完成させました。

　それから数ヶ月、本書の情報がネットで出始め、「さてと、あとがきでも書こうかしら？」とツイッターでエゴサしてみるとです！

　喜ばしい事に「サクラノ刻はどうなった！」「サクラノ刻が終わってからやれ！」と十年前と変わらない沢山の反応をいただき、俺とお前らはループ世界の住人か!?　と言いたくなる様な有様です。本当にありがとうございます。

　とは言いましても、作品を待ってくださる方々がいるのはうれしいかぎりです。この『幼女さまとゼロ級守護者さま』も同じ程度に期待していただける作品になれば良いなぁと考えております。

　さて今回は紆余曲折を経て、本作をＧＡ文庫様から出させていただくことになりました。担当の杉浦さんは「自分はオタクではない」と言い張るほどのガチのオタクで（昔気質のオタクはこれを言う）、ボクが大昔にあったＲＰＧウィザー○リィについて悩んでいると、事細かいアドバイスをしてくださいました。この頃のボクはウィザー○リィの事ばかり考えていたので、狗神煌先生に「あんたらの打ち合わせはウィザー○リィを語る事か？」と嫌味を言われたぐらいでしたがそういう一面も否定出来ません。

　いつになっても悩み多きお年頃なわけですが、そんな私の悩み（ウィザー○リィ）に付き合ってくださった杉浦さま、そして狗神煌先生には感謝の言葉しかありません。

　狗神煌先生については、お世話になりすぎて、書きたい事を書くと、本文をこえる超大作お礼参りになりますので、差し控えさせていただきます。

　そんなこんなで、やっとこさ刊行された本作ですが、皆様に気に入ってもらえたらなぁと思っております。

　特に初めて手にしてくださった〈あなた〉が「こんな変な作品もあるのか」と面白がってくれたら、これ以上の喜びはありません。

　手に取ってくださってありがとうございます。感謝なのです。
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